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●日　時　9月10日(水)  13時～15時
●場　所　北川村総合保健福祉センター

みどり保育所
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事　　　業 実　施　年　月　日 実  施  時  間 実施場所・備考
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北川村の人口・世帯数
令和7年7月31日現在　（　）は前月比

1,169人（－1) 
582人（＋2) 
587人（－3) 
623戸（＋2) 
1,180人 　　　
625戸 　　　

人　口
　男
　女
世帯数 
昨年同期
の総人口　  
昨年同期
の世帯数 ８月６日(水)　みどり保育所　アユのつかみ取り

　国の仕事や手続き、サービスについて困っていることがありましたら、行政相談
をご利用ください。予約不要で相談料は無料です。お気軽にお越しください。



学 校 通 信
非行防止・喫煙防止・薬物乱用防止教室3 　７月15日（火）に、1年生は非行防止教室、2年

生と3年生は一緒に、喫煙防止教室、薬物乱用防
止教室の授業を行いました。安芸警察署、安芸福
祉保健所の方々に非行や喫煙、薬物乱用の怖さや違法となる事柄など教えて
いただきました。ルールを守ることの大事さを知り、自分事として考えること
ができていました。今の世の中は、いろいろな情報が拡散されているので一人
ひとりが正しい知識のもと判断していかなければならないと思います。生徒だ

けではなく、保護者の皆さんや地域の皆さんとともに子どもたちを守っていかなければいけないと感じました。

　　　7月８日（火）～1０日（木）の3日間、中学3年生が職場体験学習に行ってきました。職業や自己の将来に関する
こととして、「職業の選択と社会への貢献」「働くことの意味や働く人の夢や願い」を柱として体験させていた
だきました。実際に体験させていただいたことで、主体性や他者と協働することの大切さなどを実感することが
できたのではないでしょうか。この体験学習の学びが、生徒一人ひとりのこれからの人生にも大きく関わってい
くことと思います。マルナカ奈半利店・井上建築・モネの庭・中岡慎太郎館・礒部組の皆様（下記の写真順左か
ら）、ありがとうございました。これからも、よろしくお願いいたします。

　1学期の終業式、全校で自分たちの学び舎と
多目的ホールやその前の通路などを掃除しまし
た。今までの汚れをきれいさっぱり！！
　「凡事徹底」という言葉があります。掃除一
つをとっても当たり前のことを当たり前にして
いくことの大事さと、掃除の後の気持ちよさを
感じた時間となりました。

　話を聞いて、知らないうちにオーバードーズをしてし
まったら怖いし、身近にもいろいろな危険性がたくさん
あるから気を付けようと思いました。特に医薬品に関
しては、正しく使えるようにしていきたいです。将来、
後悔しないように生活していきたいです。

　昔は、いろいろな人が罪を犯していたけど
今は対策をして減っているのでよかったと思
いました。警察の人たちのありがたみを知り
ました。また、個人情報をインターネットや
SNSなどに出さないようにしていきたいです。

職場体験学習（キャリア教育）4

学び舎大掃除！！5

　　　７月８日（火）に校内水泳大会を行いました。子どもたちは力いっぱい泳いだり、友だちの泳ぎに精いっ
ぱい応援したり、暑い中とてもよく頑張っていました。どの学年も、1学期に頑張ってきた泳ぎを友達やお家
の方たちに見てもらうことができました。また、みどり保育所の年長さんにも参加してもらって、みんなで応
援することもできました。大変暑い中でしたが、温かいご声援をいただきありがとうございました。

校内水泳大会1

　　　７月２４日（木）に中芸水泳交歓会が田野小学校で行わ
れ、４～６年生が参加しました。日頃の水泳の授業や強化水泳
の成果を出し切り、力強い泳ぎを見せてくれました。選手宣誓
や閉会の言葉も堂々と発表することができ、他校の先生方に
もたくさんほめていただきました。他校の子どもたちの泳ぎや
頑張りを間近で見ることができ、競い合ったり、応援をし合っ
たり、お互いの頑張りをたたえ合う貴重な時間となりました。

中芸水泳交歓会2

☆個人種目☆
○男子  100m自由形 第１位   中村  優志 （６年）１分39秒５
 第２位   大井  晟平 （５年）１分43秒６
 第４位   中村  海志 （４年）２分  2秒３
 第５位   小松  奏汰 （６年）２分  6秒１
 第６位   小松  新汰 （４年）２分  6秒４
  　　　100m平泳ぎ 第１位   中村  優志 （６年）２分18秒９
 第５位   小松  新汰 （４年）２分38秒１
 第６位   大井  晟平 （５年）２分39秒２
 第10位  川村  英虎 （４年）２分49秒２
　　　  50m平泳ぎ 第９位   熊澤  倖希 （５年）１分23秒４
○女子  100m自由形 第２位   浜渦  せり （６年）１分54秒１
　 第４位   大寺  結咲 （４年）２分 ３秒７                      
　　　  100m平泳ぎ 第２位   浜渦  せり （６年）２分23秒０
 第５位　田中  望愛 （６年）２分28秒８
 第６位　田中  柚里 （６年）２分30秒７
                      第８位   大寺  結咲 （４年）２分43秒８
                       第９位   田村  唯織 （６年）２分45秒０
　 第10位  川村  芹禾 （６年）２分45秒７　
　　　  50m平泳ぎ 第２位   田中  望愛 （６年）１分  8秒６
 第８位   田中  海希 （４年）１分15秒６

☆リレー種目☆
○男子 200mリレー　 
 第１位　北川小 B  　３分１６秒２
 (大井 晟平・小松 新汰・小松 奏汰・中村 優志）
○女子 200mリレー　 
 第４位　北川小 G1  ４分１０秒８
 （田中 柚里・川村 芹禾・田村 唯織・浜渦 せり）
○女子 100mリレー　
 第４位　北川小 G2  ２分  ０秒４
 (大寺 結咲・田中 海希・田中 陽菜・田中 望愛)

★生徒の感想より★
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　以前ウテナさんの会社紹介の中に、会社にはさまざまな部署があり、社員はそれぞれの役割を担ってお互いに
連携を取ることで、会社としてのプロジェクトが進んでいくというお話がありました。これを生かし、公営探究
塾の模擬会社でも、それぞれの役割を考えてみました。自分のやってみたいことや、他のメンバーからの推薦も
あり、みんなで話し合いながら、社長、宣伝マネージャー、仕入マネージャー、販売マネージャー、会計マネー
ジャー、製造・企画マネージャーの６つの役割が決まりました。担当が決まって初めての大仕事は、9月に出店す
る日曜市です。北川村の魅力をより多くの人に知ってもらいたい！という気持ちを胸に、高知市内で初仕事を頑
張ってきます。
　ここでメンバーたちが頭を悩ませているのが、お金問題です。出店に必要な商品を仕入れるためにも、自分た
ちが作ってみたいPRグッズを制作するにも、お金が必要になってきます。どうやってお金を集めたら良いかを話
し合うと、「自分たちのお小遣いからまずは出して、売れたら戻してもらう」「頑張って売ってくるという意気込
みを伝えて、先に商品を預けてもらう」の他にも、「PRプロジェクトを頑張っている自分たちに投資をしてもらう」
や、「自分たちにできることでお金を稼いで、お金のありがたみを知る」など、さまざまな意見が出てきました。
これからも難しい問題に出合うかもしれませんが、それら一つ一つがこれからにつながる大切な勉強になります。
さまざまな方々に協力していただきながら、進んでいきたいと思います。

とてもとても暑い夏休みの 8月４日（月）、放課後子ども教室の夏休み体験活動を特別校舎多
目的室にて実施しました。今年は、『プラバンでキーホルダーづくり』を行いました。
プラバンをネコや魚等の形に切り取り、色や絵を書き込んだり、プラバンに好きなキャラク
ターを描き、切り取ったものをトースターで温め、ストラップを付ければ完成。
放課後子ども教室の支援員や社会福祉協議会の職員の方が協力しながら、色を塗ったり、好

きなキャラクターの絵を描いたり、子どもたちはとても楽しそうにいくつもキーホルダーを作
りました。
トースターでプラバンを温める際に、熱でプラバンが丸まっているの
を見て、大丈夫かなと心配そうな顔をしていた子ども達もきれいにキー
ホルダーができるととてもよろこんでくれていました。絵を描いたり、
物を作る楽しさを改めて体感することができた体験活動となりました。

●
北川村教育委員会

公営探究塾「知らんけど」
担当：山本・北川

●

●
北川村教育委員会

公営探究塾「知らんけど」
担当：山本・北川

●

北 川 村 英 会 話 教 室
北川村では、下記の日程で英会話教室を開催しています。
初級と中級以上でクラス分けをしていますので、初めて英会話を始められる方も安心！
ぜひ、英会話教室に参加してみませんか？
■開催日　毎週木曜日　午後6時30分～午後7時30分
■場　所　北川村民会館2階　研修室
■講　師　CIR　コビ・セナ　
　　　　　ALT　ゼイン・セリダ
■参加料　無料

英会話に関するご質問は、教育委員会までお問い合わせください。
みなさまのご参加をお待ちしております。

北川村教育委員会　植田　（TEL：３２－１２２３）

夏休み体験活動

▲

▲
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●
北川村教育委員会

公営探究塾「知らんけど」
担当：山本・北川

●

●
北川村教育委員会

公営探究塾「知らんけど」
担当：山本・北川

●

北 川 村 英 会 話 教 室
北川村では、下記の日程で英会話教室を開催しています。
初級と中級以上でクラス分けをしていますので、初めて英会話を始められる方も安心！
ぜひ、英会話教室に参加してみませんか？
■開催日　毎週木曜日　午後6時30分～午後7時30分
■場　所　北川村民会館2階　研修室
■講　師　CIR　コビ・セナ　
　　　　　ALT　ゼイン・セリダ
■参加料　無料

英会話に関するご質問は、教育委員会までお問い合わせください。
みなさまのご参加をお待ちしております。

北川村教育委員会　植田　（TEL：３２－１２２３）

夏休み体験活動

▲

▲
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短
歌
教
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「収穫散策からはじまる苔玉作り体験」をテスト開催しました！
　北部地区集落再生コーディネーターの吉永みことです。
　地域おこし協力隊として３年間北部地域の活性化に取り組み、この７月で任期を終えましたが、まだまだ北
部地域の方々と共に活動を進めたいという思いから、今後は集落支援員として引き続き活動することを決めま
したので、どうぞよろしくお願いいたします。
　今回は、北部地区ならではの自然を生かした『収穫散策付
き  苔玉作り体験』を実験的に開催しました。
　苔玉づくり体験は、本山町・汗見川地区でノウハウを学んだ
ことから始まり、住民さんたちの「こっちの苔がキレイだよ」「ゆ
ずジュースを出してみよう」などの工夫で、少しずつ北部らし
い体験に育ってきました。
　収穫散策では、許可を得た山道に入り、自分の好きな苔や
シダを選ぶところからスタートしました。
　「選ぶ楽しさ」「作る喜び」「持ち帰る満足感」が合わさって、
童心に返るような体験となりました。涼しい木陰では、鳥の声
や木々の音もよく聞こえ、静かに癒やされる時間も楽しめます。
　次回の開催は、ゆず収穫期が終わって落ち着いた2月以降8
月までの時期に予定していますので、自然の中での癒やし体
験、ぜひご参加お待ちしております！

国際交流員

　Hello once more!
　今年度も１学期が終わり、一生懸命学業に励んだ生徒たちは、夏休みに入りました。彼
らの頑張りを誇りに思うと同時に、英語が上達していることをうれしく思います。カナダ
の夏休みは、6月上旬から9月の中旬まで続きます。6月に学校を卒業し、9月に新学年が

始まるため宿題や学校の義務はありません。この期間中、子どもたちはキャンプに行ったり、屋外で遊んだり、成
績が悪ければサマースクールに参加したりします。カナダでは、学校で不合格となると留年となるため、学年を通
して一生懸命勉強させることがよくあります。7月には、「加茂地区夏祭り」に行きました。とても穏やかで、祈り
を捧げながら心を落ち着かせ、その後に皿鉢料理を食べました。高知に来て初めて食べましたが、とてもおいしか
ったです。この村に迎えてくださり、いつも温かく見守ってくれて
いる地元の皆さんに心から感謝いたします。また魚梁瀬地区の夏祭
り「フェスティバル魚梁瀬」にも行きました。魚梁瀬のお祭りは、と
ても親密な雰囲気で気に入りました。
　久江ノ上を車で走っていると、鹿の家族が道路を横断しているの
を見かけました。北川村に住んでいるようなので、村民会館で開催
している英会話教室に来ないかと声をかけてみたのですが、とても
恥ずかしがっていました。読者の皆さん、代わりに来てみませんか？
毎週木曜日の午後6時半から7時半まで開催しています。ぜひお越し
ください！

　初秋の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　今日は夏真っ盛りの時期に私が参加したさまざまなイベントについてお話ししたいと思
います。この記事を書いている頃、県内各地で夏祭りがはじまり、私もいろいろなところ
に行きました。7月12日には北川村の「野友七夕まつり」があり、たくさんの面白いゲーム
がありました。私は初めてオセロをしましたが、とても楽しかったです。私の相手はとて

も上手で、白熱した勝負となりました。対戦してくれてありがとうございました。7月末には「慎太郎祭り」があり、
輪投げで中岡慎太郎のTシャツを当てました。県内のイベントでは、香南市赤岡の絵金祭りで初めて歌舞伎を体験
したり、土佐室戸鯨船競漕大会で国際チームとして伝統的な鯨船でレースをしたりと、いろいろなお祭りに参加
しました。この先も楽しいイベントが予定されているようなので、高知県内で行われるお祭りに参加することを
楽しみにしています。
　また 7月は、夏祭り以外にも「ゆずみどり」に参加しました。初めて「じゃがいもの団子作り」を手伝わせていただ
きましたが、どれもとてもおいしかったです。その後、参加者全員で雑学クイズゲーム「ジェパディ」をしました。
これはアメリカで有名ですが、みなさんと楽しむことができて良
かったです。また、このゲームを通じて参加者の皆さんが何か新し
く面白い豆知識を学べたことを願っています。また7月17日には
フィリピン代表団の通訳としてモネの庭へ行きました。残念ながら
雨が降っていたので、水の庭しか案内できませんでしたが、それで
も素晴らしい経験になりました。7月末には、安芸、室戸、中芸地
域でJETとしての任期を終えるメンバーの送別会をしました。帰国
される方もいて寂しいですが、新しいJET参加者を高知県に迎え、
彼らに高知の素晴らしい見どころや、アクティビティを紹介するこ
とを楽しみにしています。

コビ・セナ Coby
Sena

　

ゼイン・セリダ Zane 
Sereda 外国語指導助手 集落支援員日記集落支援員日記
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易
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設
耐
震
化
工
事
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
施
設
整
備
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
に

つ
い
て
説
明
を
求
む
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答
　
村
長

　
簡
易
水
道
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、昭
和
56
年
の

供
用
開
始
後
43
年
が
経
過
し
て
お
り
、
平
成
30
年

に
管
路
の
耐
震
化
設
計
、
平
成
31
年
か
ら
整
備
に

着
手
、
令
和
2
年
に
配
水
池
の
設
計
及
び
管
路

ル
ー
ト
追
加
に
よ
る
見
直
し
を
実
施
、
令
和
5
年

に
は
配
水
池
の
耐
震
化
が
完
了
し
、
現
在
配
管
の

耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

　
耐
震
化
事
業
の
概
要
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
配

水
池
を
除
き
、
設
計
上
の
耐
震
化
更
新
管
路
延
長

の
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は
1
万
4
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5
7
ｍ
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す
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配
水
池
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ン
レ
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部
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式
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配
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池
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断
水
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き
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規
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ま
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長
さ
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9

ｍ
、幅
5
ｍ
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さ
4
・
5
ｍ
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量
は
1
8
0
ｔ
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7
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0
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す
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か
。

 

答
　
村
長

　
村
内
工
事
全
て
に
わ
た
っ
て
い
え
る
こ
と
だ
が
、

資
材
及
び
人
件
費
の
高
騰
が
見
直
し
を
図
っ
た
要

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
い
つ
来
る
か
分
か

ら
な
い
状
況
の
中
で
、
一
刻
も
早
く
こ
の
命
の
水
に

手
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。北
川
村
の
人
口
の

ほ
ぼ
8
割
が
住
ん
で
い
る
地
区
の
耐
震
化
工
事
、

導
水
管
の
入
れ
替
え
を
1
日
で
も
早
く
完
了
す
べ

き
と
思
う
。計
画
を
も
う
一
度
見
直
し
、
毎
年
5
’

0
0
0
万
円
よ
り
も
っ
と
上
積
み
を
し
、
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
耐
震
化
更
新
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
規

模
、設
置
年
度
、老
朽
化
度
を
鑑
み
た
措
置
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。水
道
管
の
耐
用
年
数
が
一
般
的
に
、
40
年

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、40
年
の
更
新
サ
イ

ク
ル
を
考
慮
し
た
長
期
的
な
計
画
を
策
定
し
つ
つ
、

並
行
し
て
、
補
助
金
財
源
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、

村
内
の
地
区
管
理
と
し
て
い
る
水
道
施
設
を
利
用

し
て
い
る
村
民
の
皆
様
へ
の
説
明
を
行
い
、
順
次
、

施
設
管
理
と
水
道
料
金
の
統
一
を
図
り
な
が
ら
、

財
源
の
確
保
を
行
い
、
で
き
る
限
り
早
期
の
対
応

を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
水
道
管
の
敷
設
工
事
、
入
れ
替
え
工
事
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
村
民
か
ら
の
声
も
あ
り
、
前
倒

し
で
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
現
状
と
い
た
し
ま
し
て
令
和
6
年
度
か
ら
管
轄

省
庁
が
厚
生
労
働
省
か
ら
国
土
交
通
省
へ
移
管
さ

れ
て
お
り
ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
改
め
て
補
助
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
、
採
択
要
件
等
を
精
査
し
、
財
源

の
確
保
に
向
け
た
対
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。人
件
費
、
資
材
高
騰
に
よ
っ
て
さ
ら
に
繰
り

延
べ
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
村
と
し
て
も
避
け
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
の

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

問
　
７
年
前
の
温
泉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
、
人
員
不

足
を
補
え
ず
、
稼
働
率
を
制
限
し
て
営
業
し
て
い

る
。そ
ん
な
中
で
、
村
民
が
活
用
で
き
て
い
な
い
現

状
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。こ
れ
か
ら
の
大
き
な
方

向
性
、村
長
の
展
望
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
村
は
温
泉
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
、
指
定
管
理

者
に
対
し
て
指
定
管
理
料
を
求
め
る
こ
と
が
な
い

よ
う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
お
り
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
指
定
管

理
者
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
赤
字
を
出

さ
ず
に
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。指
定
管
理
者

か
ら
は
、
50
歳
代
以
上
の
家
族
連
れ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
喧
騒
か
ら
離
れ
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
っ
て
お
り
、
旅
行
専
門
サ
イ
ト
に
お
い
て
静
か
で

清
潔
感
が
あ
り
、
温
泉
、
食
事
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
も

良
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
客
を
中
心
に
人
気
の
高
い
温

泉
宿
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。こ
の
よ
う
に
指
定
管
理
者
に
は
経
営
の
安
定
と

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
だ
き
な
が
ら
、そ

の
中
で
で
き
る
限
り
の
還
元
を
村
民
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
現
在
村
民
の
入
浴
料
を

半
額
以
下
に
設
定
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問
　
稼
働
率
が
７
割
の
経
営
状
況
と
聞
く
が
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、
人
材
確
保
を

図
り
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

 

答
　
村
長

　
人
員
不
足
が
常
態
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
は
３
年
後
の
継
続
勤
務
に
課
題
が
残
り
ま
す
。

村
と
し
て
も
そ
う
し
た
こ
と
を
加
味
し
、
稼
働
率

を
で
き
る
限
り
向
上
さ
せ
る
よ
う
、
指
定
管
理
者

と
協
議
を
行
い
、
対
応
可
能
な
制
度
を
洗
い
出
し

提
案
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

り

議

だ
よ

会

令
和
７
年
・

　
第
2
回
議
会
定
例
会上村 誠　村長

発
行
責
任
者

議
長
　
岩
垣
　
實
男

　
令
和
7
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
12
日
に
開
会

し
、条
例
の
改
正
や
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
13
日
に
は
、
４
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

‥

行
政
報
告‥

（
抜
粋
）
　

■
む
ら
づ
く
り
の
推
進

○
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

　
村
政
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
に
つ
い

て
。奈
半
利
川
電
源
開
発
事
業
の
最
盛
期
だ
っ
た
昭

和
35
年
の
6
’0
0
0
人
か
ら
、令
和
２
年
に
は
５
分

の
１
程
の
1
’1
4
6
人
に
ま
で
激
減
し
て
い
る
。

　「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

は
徐
々
に
形
が
見
え
始
め
て
き
た
が
、
昨
今
の
自
然

減
を
考
え
る
と
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
や
村
独
自
の
人
口
推
計
よ
り
、実
際
の
人
口
減

少
速
度
が
早
ま
っ
て
い
る
と
想
定
で
き
る
。今
秋
に

実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査
で
、
何
と
か
1
’0
0
0
人

台
を
保
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。活
力
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
・
存
続
し
て
い
く
た

め
に
は
、
一
旦
1
’0
0
0
人
を
下
回
る
こ
と
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
2
0
6
0
年
以
降
は
状
況
を
改

善
し
、
人
口
1
’0
0
0
人
規
模
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第
３
次
北

川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
４

つ
の
基
本
目
標「
ゆ
ず
産
業
を
中
心
と
し
た
産
業
振

興
・
村
民
の
所
得
向
上
」、「
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ

く
る
」、「
北
川
村
ら
し
い
魅
力
あ
る
子
育
て
・
教
育

環
境
を
つ
く
る
」、「
地
域
の
支
え
合
い
や
自
立
に
よ

り
村
民
の
暮
ら
し
を
守
る
」に
基
づ
き
、
着
実
に
取

り
組
み
を
進
め
る
。

　
１
つ
目
の
「
ゆ
ず
産
業
を
中
心
と
し
た
産
業
振

興
・
村
民
の
所
得
向
上
」で
は
、
北
川
モ
デ
ル
に
よ

る
ほ
場
整
備
、所
得
向
上
に
向
け
た
生
産
体
制
の
強

化
を
図
る
た
め
、大
学
と
連
携
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業

を
は
じ
め
と
す
る
先
端
技
術
の
開
発
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
２
つ
目
の
「
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」
で
は
、

若
い
世
代
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、新
た
に
創
設

し
た
新
築
住
宅
等
へ
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
、
４
月

か
ら
村
内
で
周
知
を
行
っ
て
い
る
。今
後
は
移
住
者

の
受
け
入
れ
を
強
化
す
る
た
め
、
15
年
間
の
一
貫
し

た
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
子

育
て
支
援
策
と
併
せ
、村
外（
県
内
外
）に
向
け
て
も

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
。

　
３
つ
目
の
「
北
川
村
ら
し
い
魅
力
あ
る
子
育
て
・

教
育
環
境
を
つ
く
る
」
で
は
、
親
へ
の
支
援
と
し
て
、

公
認
心
理
師
が
子
ど
も
の
心
理
状
況
を
把
握
し
、適

切
な
ケ
ア
や
保
護
者
の
相
談
等
の
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。村
外
の
方
か
ら「
北
川
村
で
子
育
て
を
し
た

い
、教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
」と
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ

る
よ
う
な
、
魅
力
あ
る
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て

教
育
環
境
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
に
ま
い
進
す
る
。

　
４
つ
目
の
「
地
域
の
支
え
合
い
や
自
立
に
よ
り
村

民
の
暮
ら
し
を
守
る
」で
は
、
村
民
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
環
境
を
つ
く
り
出
す
た

め
、幼
少
期
か
ら
の
食
育
・
運
動
等
の
健
康
習
慣
の

確
立
や
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
切
れ
目
な
い
健
康

づ
く
り
に
向
け
た
各
種
健
診
の
受
診
な
ど
、健
康
寿

命
延
伸
に
向
け
た
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
生
活

で
き
る
産
業
の
構
築
や
、
村
に
住
み
た
い
、
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、「
千
人
の
家
族
が
子
ど
も
を
育
む
ゆ
ず
王
国

北
川
村
」の
実
現
を
目
指
す
。

○
地
域
脱
炭
素
先
行
地
域
事
業
に
つ
い
て

　
北
川
村
脱
炭
素
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
小
水
力
発
電
施
設
整
備
は
、
計
画
変
更
に
よ

り
蛇
谷
、宗
ノ
上
、矢
筈
谷
、平
鍋
の
順
に
４
基
の
整

備
を
進
め
て
い
る
。

　
最
初
に
整
備
着
手
し
た
蛇
谷
地
区
で
は
、
導
水

管
の
埋
設
工
事
を
施
工
し
て
お
り
、非
出
水
期
の
11

月
頃
か
ら
取
水
堰
の
設
置
に
取
り
か
か
る
予
定
。

　
宗
ノ
上
地
区
は
現
在
、
電
気
事
業
法
や
国
有
林

の
使
用
許
可
な
ど
の
許
認
可
手
続
き
を
進
め
て
お

り
、７
月
中
に
入
札
予
定
。

　
矢
筈
谷
地
区
で
は
来
年
度
の
工
事
着
手
に
向
け

た
設
計
金
額
の
単
価
更
正
等
業
務
に
つ
い
て
、
６
月

25
日
に
入
札
予
定
。

　
平
鍋
地
区
は
、
電
源
開
発
株
式
会
社
が
実
施
し

て
い
る
平
鍋
ダ
ム
の
清
水
バ
イ
パ
ス
工
事
と
調
整

し
な
が
ら
、小
水
力
発
電
施
設
に
必
要
な
分
岐
管
の

製
作
を
進
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
民
生
部
門
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
、村
内
の
住
宅
や
事

業
所
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
及
び
蓄
電
池
の
設
置

に
関
す
る
支
援
費
用
を
補
正
予
算
に
計
上
し
、
脱

炭
素
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
第
１
次
産
業
の
振
興

○
農
業
研
修
生

　
こ
れ
ま
で
12
人
の
農
業
研
修
生
を
受
け
入
れ
、う

ち
研
修
を
終
え
た
７
人
全
員
が
村
内
で
就
農
し
た
。

研
修
継
続
中
の
５
人
に
つ
い
て
も
、
指
導
農
家
の
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
就
農
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
新
規
就
農
者
の
技
術
面
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
県
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
農
協
及
び
村
職
員
が

巡
回
活
動
を
毎
月
実
施
し
、「
食
害
対
策
」や「
出
荷

単
価
を
上
げ
る
方
策
」な
ど
の
事
案
の
学
習
会
開
催

や
個
別
相
談
等
に
応
じ
て
い
る
。

○
北
川
村
ゆ
ず
王
国

　
2
0
0
6
年
に
村
が
誘
致
し
た
北
川
村
ゆ
ず
王

国
に
つ
い
て
。2
0
1
8
年
ご
ろ
か
ら
工
場
拡
張
の

意
向
が
示
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
関
係
者
の
承
諾
が

得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。近
年
、新
た
な
優
良
園
地
の

整
備
が
進
み
、
新
規
就
農
者
も
村
内
で
定
着
す
る

な
ど
、
少
し
ず
つ
成
果
が
表
れ
始
め
た
。村
が
取
り

組
む「
ゆ
ず
栽
培
を
軸
と
し
た
農
業
に
よ
る
産
業
振

興
」へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
想
定
さ
れ

る
工
場
拡
張
用
地
の
地
権
者
及
び
北
川
改
良
区
か

ら
概
ね
協
力
を
得
ら
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
北
川
村
ゆ
ず
王
国
か
ら
も
、
製
造
ラ
イ
ン

の
不
足
に
よ
る
機
会
ロ
ス
や
、
冷
凍
庫
賃
借
料
の
コ

ス
ト
増
の
解
消
に
向
け
工
場
を
拡
張
し
た
い
意
向

が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。村
の
産

業
振
興
に
と
っ
て
北
川
村
ゆ
ず
王
国
の
工
場
拡
張

は
重
要
な
案
件
で
あ
り
、実
現
に
向
け
て
各
関
係
機

関
と
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

　

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
阿
南
安
芸
自
動
車
道

　
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
阿
南
安
芸
自
動
車

道
の
一
部
と
な
る
国
道
4
9
3
号
整
備
の
進
捗
に

つ
い
て
。北
川
道
路
２
ー
２
工
区
に
お
け
る
和
田
ト

ン
ネ
ル
〜
柏
木
イ
ン
タ
ー
間
の
柏
木
１
号
橋
は
、
上

部
工
の
架
設
ま
で
を
終
え
て
６
月
末
に
完
成
予
定
。

２
号
橋
は
、本
年
度
中
の
架
設
完
了
を
目
指
し
て
上

部
工
を
製
作
中
、
柏
木
ト
ン
ネ
ル
は
本
年
度
、
工
事

に
着
手
す
る
予
定
。

　
北
川
道
路
１
工
区
の
安
倉
〜
和
田
間
は
、全
体
の

測
量
設
計
と
並
行
し
用
地
調
査
の
完
了
し
た
箇
所

か
ら
用
地
買
収
が
行
わ
れ
て
お
り
、
面
積
ベ
ー
ス
で

約
７
割
の
進
捗
。ま
た
、
用
地
買
収
が
完
了
し
た
二

又
、小
島
〜
和
田
間
に
つ
い
て
は
、順
次
、工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

　
令
和
８
年
度
ま
で
を
耐
震
化
促
進
強
化
期
間
と

し
て
、
補
助
額
の
引
き
上
げ
に
よ
る
自
己
負
担
の
軽

減
を
図
り
、
耐
震
化
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
。初
年
度
と
な
る
令
和
６
年
度
は
、
診
断
10
件
、

改
修
工
事
８
件
が
完
了
。今
年
度
も
５
月
末
現
在

で
、
診
断
３
件
、
改
修
工
事
２
件
の
申
請
を
い
た
だ

く
な
ど
、住
宅
の
耐
震
化
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
特
定
健
診

　
令
和
６
年
度
か
ら
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
行
動

変
容
を
促
す
、
ナ
ッ
ジ
理
論
の
知
見
を
応
用
し
た
受

診
勧
奨
に
取
り
組
ん
で
い
る
。そ
の
初
年
度
の
結
果

は
、特
定
健
診
受
診
率
の
５
月
速
報
値
で
50
・
9
%

と
、
３
月
議
会
で
の
報
告
か
ら
3
・
9
ポ
イ
ン
ト
増

え
、昨
年
同
月
と
比
較
し
て
も
0
・
9
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、
未
受
診
の
方
に
対
し
て
、
受

診
す
る
こ
と
に
よ
る
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
や
、
受
診

し
な
い
こ
と
に
よ
る
潜
在
的
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
理

解
を
促
す
こ
と
で
、
受
診
へ
の
動
機
付
け
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

○
集
団
健
診

　
今
年
度
の
集
団
健
診
は
、５
月
21
日
の
小
島
集
会

所
を
皮
切
り
に
、
６
月
26
日
、
27
日
の
村
民
会
館
に

て
実
施
す
る
。健
康
づ
く
り
婦
人
会
の
協
力
を
得

て
、
保
健
福
祉
推
進
員
と
共
に
未
受
診
者
宅
を
訪

問
し
て
受
診
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。生
活
習

慣
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
一
人
で
も
多
く
の

村
民
の
方
々
に
健
診
を
受
診
い
た
だ
け
る
よ
う
、引

き
続
き
働
き
か
け
を
行
う
。

　
ま
た
、
健
康
障
害
リ
ス
ク
の
高
い
方
を
対
象
に
、

看
護
師
資
格
を
有
す
る
保
健
福
祉
推
進
員
が
、
食

事
、
口
腔
衛
生
、
病
院
受
診
状
況
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
健
康
課
題
を
詳
細
に
把
握
し
、概
ね
２
カ
月
に
１

回
の
頻
度
で
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
個
別
の
助
言
を

行
っ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
必
要
に
応
じ
て
村
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
等

の
付
加
や
医
療
機
関
に
つ
な
ぐ
な
ど
、
関
係
機
関
と

密
に
連
携
し
な
が
ら
、フ
レ
イ
ル
予
防
に
対
応
す
る

支
援
を
進
め
て
い
る
。

○
糖
尿
病
重
症
化
予
防
事
業

　
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
中
の
方
々
に

対
し
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
継
続
的
に
実
施
し
、
生

活
習
慣
の
改
善
が
定
着
す
る
よ
う
支
援
に
努
め
て

い
る
。来
月
７
月
に
は
国
保
連
合
会
か
ら
プ
ロ
グ
ラ

ム
対
象
者
の
情
報
が
提
供
さ
れ
る
見
込
み
。今
年
度

か
ら
新
た
に
郵
送
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
利
用
の
意

思
確
認
を
行
い
、直
近
の
健
診
や
面
談
の
結
果
を
踏

ま
え
た
上
で
、
順
次
、
保
健
福
祉
推
進
員
に
よ
る
介

入
を
実
施
す
る
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
平
成
12
年
４
月
の
開
園
か
ら
25
年
が
経
過
し
て

施
設
・
設
備
の
経
年
劣
化
が
進
ん
で
お
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
、地
域
周
遊
の
促
進
な
ど
に
課
題
が
あ

る
。ま
た
、
長
年
の
交
流
を
通
じ「
モ
ネ
の
庭
」を
監

修
い
た
だ
い
て
い
る
「
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の
家
と
庭

（
本
家
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
モ
ネ
の
庭
）」
の
庭
園
管
理

責
任
者
か
ら
、
水
の
庭
の
池
と
園
路
の
距
離
や
、
花

の
庭
の
花
壇
の
配
置
な
ど
を
改
善
す
る
よ
う
指
導

を
受
け
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
財
源
と
し

て
、
県
か
ら
文
化
庁
の「
文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中

核
と
し
た
地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
推
進
事
業
」の

情
報
提
供
を
受
け
た
。「
モ
ネ
の
庭
」の
ソ
フ
ト
及
び

ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
を
図

る
た
め
、事
業
申
請
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
３
月
27
日
に
設
立
さ
れ
た
北
川
村
文
化
観
光
公

社
は
、
観
光
振
興
と
中
岡
慎
太
郎
館
の
管
理
運
営

を
前
団
体
か
ら
引
き
継
ぎ
、
村
全
体
の
広
報
、Ｐ
Ｒ

　
簡
易
水
道
配
水
池
作
業
道
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
配
水
池
に
お
い
て
は
、
新
設
工
事

が
終
了
し
た
。現
在
作
業
道
と
し
て
使
用
し
て
い

る
道
路
に
つ
い
て
、今
後
の
維
持
管
理
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
度
予
定
し
て
お
り

ま
す
旧
配
水
池
の
撤
去
工
事
の
作
業
道
路
及
び
今

後
の
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め
に
必
要
な
道

路
で
す
の
で
、
当
面
は
路
面
の
補
修
な
ど
の
通
行
に

支
障
が
な
い
程
度
の
維
持
管
理
を
行
い
、
将
来
的
に

は
舗
装
が
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　　
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問
　
令
和
7
年
6
月
1
日
よ
り
、
熱
中
症
に
対
す

る
対
策
が
法
律
に
よ
り
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、熱
中
症
患
者
の
報
告
体
制
の
整
備
や
周
知
、熱

中
症
の
悪
化
防
止
措
置
の
準
備
周
知
等
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
に
つ
い
て
、村
の
取
り
組
み
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
度
、
暑
さ
指
数
や
気
温
、
身
体
作
業
の
レ
ベ

ル
に
よ
る
基
準
が
示
さ
れ
、
基
準
値
を
満
た
す
と
、

作
業
環
境
に
お
け
る
健
康
管
理
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。村
の
業
務
に
置
き
換
え
る

と
、
特
に
屋
外
で
行
う
行
事
な
ど
に
、
ご
支
援
ご
協

力
く
だ
さ
る
方
々
、
あ
る
い
は
職
員
が
状
況
を
把

握
し
健
康
に
留
意
し
た
業
務
遂
行
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

員
個
々
が
指
標
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、熱

中
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
既
に
作
成
し
周
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら
夏
場
を
迎
え
ま
す
の

で
、相
互
に
注
意
喚
起
を
図
り
、熱
中
症
な
ど
健
康

障
害
を
起
こ
さ
な
い
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
村
関
連
の
公
社
や
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
も

同
様
と
思
う
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
体
制
整
備
に
つ
い

て
指
導
助
言
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
基
本
的
に
は
各
団
体
で
備
え
る
べ
き
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
等
子
ど
も
の
活
動
に
つ
い
て
は
村
が

作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
対
応
を
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
学
校
等
に
も
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
の
適
用
が
優
先

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
整
備
と
情
報
発
信
に
つ
い
て

問
　
令
和
7
年
度
よ
り
小
学
校
全
学
年
で
複
式
学

級
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
始
ま
っ
て
み
て
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
方
針
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。ま
た
、

人
材
の
確
保
、
育
成
に
つ
い
て
は
、
多
様
性
の
あ
る

教
育
を
推
進
す
る
体
制
を
整
備
す
る
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
、
全
て
の
教
職
員
が
1
年
間
を
通
し
て

指
導
力
向
上
の
た
め
の
校
内
研
修
を
十
数
回
実
施

い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、
本
年
度
も
２
カ
月
余
り
た

ち
ま
し
た
が
、
複
式
学
級
に
係
る
指
導
力
の
あ
る

教
員
の
ス
キ
ル
を
見
習
い
、
教
員
の
指
導
体
制
や

児
童
の
授
業
へ
の
参
加
状
態
は
良
好
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、校
内
外
の
研
修
へ
の
参
加
や
外
部
専
門
人

材
を
活
用
し
、
よ
り
効
果
の
高
い
授
業
と
体
験
活

動
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
多
年
齢
教
育
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
複
式
学
級
は
多
年
齢
教
育
の
一
場
面
で
す
。今

年
か
ら
小
中
学
校
の
北
川
学
で
は
、
縦
持
ち
の
グ

ル
ー
プ
で
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
お
り
、

異
な
る
学
級
で
の
多
年
齢
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
学
習

形
態
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
年
齢
教
育
で
効
果
が
見
ら
れ
る
の
が
、

公
設
探
求
塾
の
活
動
で
す
。小
学
生
か
ら
中
学
生

ま
で
の
多
年
齢
組
織
活
動
に
お
い
て
、下
級
生
と
上

級
生
の
学
び
合
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刺
激
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
、
多
年
齢
学
習
や
多

年
齢
活
動
の
場
面
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問
　
保
護
者
の
方
々
と
の
信
頼
関
係
、
連
携
と
い
う

も
の
を
大
切
に
す
る
と
い
う
の
は
と
て
も
大
切
だ
と

思
う
。不
安
と
か
疑
問
な
ど
へ
の
対
処
、
情
報
交
換
、

共
有
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
ま
た
、
保
・
小
・
中
の
保
護
者
の
方
々
向
け
の

子
育
て
・
教
育
環
境
へ
の
満
足
度
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
だ
け
で
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、

保
育
所
、小
学
校
、中
学
校
と
の
連
携
を
密
に
取
り

な
が
ら
、保
護
者
の
方
々
の
声
を
取
り
こ
ぼ
さ
ぬ
よ

う
に
、で
き
る
だ
け
適
切
な
お
答
え
を
お
返
し
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
年
末
に
実
施
予
定
で

す
の
で
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
実
施
後
に
機
会
を
見

ま
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
組
織
的
連
携
強
化
に
つ
い
て
、具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
評
価
し
た
の
か
。ま
た
学
校
現
場
の
声
は
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

 

答
　
教
育
長

　
小
学
校
と
中
学
校
の
正
規
の
教
職
員
は
8
人
ず
つ

で
す
が
、
そ
れ
に
学
習
支
援
員
と
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
合
わ
せ
た
組
織
を
母
体
と
し
て
、
小
学

校
と
中
学
校
の
組
織
を
独
立
性
の
高
い
も
の
と
せ

ず
、お
互
い
が
乗
り
入
れ
た
中
で
、効
率
化
と
連
携
機

能
を
追
求
し
な
が
ら
組
織
力
を
高
め
て
お
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
か
ら
は
、
毎
日
数
人
が
小
中
学
校
に
乗

り
入
れ
て
お
り
、
学
校
と
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
電
話
連

絡
に
よ
っ
て
状
況
把
握
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
人
材
の
確
保
の
状
況
は
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
も
雇
用
に
は
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。６

月
末
に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
移
住
フ
ェ
ア
に
参

加
を
予
定
し
て
お
り
、そ
こ
で
募
集
活
動
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。ま
た
今
後
、
県
の
指
導
を
仰
い
だ
り
、

他
市
町
村
の
雇
用
事
例
を
参
考
に
し
、
雇
用
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　問
　
中
山
間
地
域
モ
デ
ル
校
と
な
る
た
め
に
は
、

外
部
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
、
特
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
少
な
い
児
童
生
徒
数
で
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
学

力
保
障
が
実
現
で
き
る
こ
と
。言
い
換
え
れ
ば
少
な

い
児
童
生
徒
だ
か
ら
数
多
く
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、児

童
生
徒
自
身
の
反
復
力
と
主
体
性
の
高
ま
り
に
よ

り
学
力
が
定
着
す
る
こ
と
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
、

英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
で
日
常
会
話
が
可
能
な
語

学
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　
地
域
資
源
活
用
で
北
川
学
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
こ
と
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実

践
す
る
こ
と
で
９
年
間
の
系
統
的
な
活
動
内
容
の

視
覚
化
と
課
題
解
決
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
で
実
現
す
る
他
校
や
海
外

と
の
接
続
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
活
用
で
、
授
業
か

ら
続
く
放
課
後
学
習
や
家
庭
学
習
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
。

　
地
域
と
の
連
携
や
地
元
産
業
の
理
解
を
通
じ
た

郷
土
愛
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
体
験
活
動
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
。

　
北
川
学
や
食
育
な
ど
の
村
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
反

映
さ
せ
た
教
育
課
程
の
編
成
や
実
践
を
行
う
こ
と
。

　
村
や
学
校
で
実
践
す
る
活
動
を
通
し
た
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
自
立
し
た
社
会
接
続
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

社
会
を
生
き
抜
く
能
力
を
身
に
つ
け
、３
人
に
１
人

が
村
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
教
育
の
実
践
が
で
き

れ
ば
、中
山
間
地
域
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
認
知
さ
れ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
し
っ
か
り
と
し
た
学
力
保
障
の
実
現
の
た
め

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
授
業
だ
け
で
学
力
保
障
を
実
現
す
る
の
は
現
実

的
で
は
な
く
、
授
業
を
き
っ
か
け
に
、
学
び
が
ど
の

ぐ
ら
い
放
課
後
学
習
や
家
庭
学
習
に
つ
な
が
る
か

が
重
要
で
す
。大
事
な
の
は
習
慣
と
反
復
で
す
の

で
、
授
業
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
身
に
付
く
よ
う

に
根
気
強
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
目

標
を
持
っ
た
と
き
の
学
び
は
具
体
的
な
学
習
活
動

に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、児
童
生
徒
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
に
応
じ
た
目
標
を
持
た
せ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
外
部
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

は
、抽
象
的
な
言
葉
を
並
べ
て
も
な
か
な
か
分
か
ら

な
い
と
思
う
。具
体
的
な
数
字
を
示
し
て
ア
ピ
ー
ル

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
学
力
で
い
え
ば
、目
標
と
し
て
お
り
ま
す
偏
差
値

50
の
実
現
や
、
外
国
語
検
定
の
実
績
に
な
る
と
思

い
ま
す
。数
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
立
し
た
選

択
に
よ
る
高
校
進
学
実
績
も
具
体
的
事
実
と
な
る

要
素
と
言
え
ま
す
。ま
た
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の

方
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
満
足
度
と
い
う
数
値
も
ア

ピ
ー
ル
材
料
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ

う
な
も
の
を
広
く
外
部
に
伝
え
る
手
法
に
取
り
組

む
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
力
を
養
う
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
処
す
る

た
め
に
は
、
自
由
に
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
く

て
は
意
味
が
な
い
と
思
う
。今
後
の
具
体
的
な
プ
ロ

セ
ス
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
に
関
心
を
持
た
せ

る
こ
と
が
最
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ

の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
8
月
27
日
か
ら
3
泊

4
日
で
行
わ
れ
ま
す
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
の

英
語
研
修
が
あ
り
ま
す
。語
学
上
達
と
い
う
よ
り

は
、イ
ギ
リ
ス
文
化
を
通
し
て
英
語
に
親
し
む
こ
と

や
、外
国
語
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
が
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
の

１
つ
の
ス
タ
ー
ト
に
な
ろ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。他
に
も
、
検
定
試
験
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と

や
、
国
際
交
流
員
な
ど
を
活
用
し
て
会
話
に
近
づ

け
る
よ
う
な
活
動
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

問
　
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
力
を
養
う
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
、
現
在
保
育
所
で
行
っ
て
い
る

取
り
組
み
は
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
保
育
所
に
国
際
交
流
員
１
人
が
週
に
２
日

ほ
ど
出
向
き
、
ゲ
ー
ム
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
い

ろ
ん
な
遊
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
ま
ず

は
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
分
か
り

に
く
い
と
こ
ろ
は
日
本
語
を
呼
び
水
に
し
て
英
語

に
つ
な
げ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
北
川
村
の
子
育
て
教
育
環
境
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
、現
在
の
状
況
は
。

 

答
　
教
育
長

　
本
年
度
よ
り
教
育
委
員
会
と
小
中
学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
をnote

と
い
うG

oogle P
lay

の
ア

プ
リ
を
使
用
し
、メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
て

作
成
す
る
よ
う
変
更
い
た
し
ま
し
た
。昨
年
度
ま
で

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
は
個
人
個
人
で
簡
単
に

書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
更
新
が
随
時
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
のnote

は
、
関
係
す

る
も
の
で
あ
れ
ば
誰
で
も
す
ぐ
に
記
事
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
媒
体
を
活
用
し
て
、新
し
い
内
容
の
情
報
発
信

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
今
ま
で
も
活

用
し
て
お
り
ま
し
た
広
報
誌
や
村
内
回
覧
で
も
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
村
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
芸
・
安
芸
周

辺
で
仕
事
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
世
代
が
結
婚

や
家
を
考
え
る
際
に
、
北
川
村
に
住
み
た
い
と
思
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
情
報

発
信
と
ア
ピ
ー
ル
が
重
要
だ
と
思
う
。住
環
境
と

子
育
て
環
境
の
一
体
的
な
情
報
発
信
も
具
体
的
な

数
値
を
示
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
、魅
力
を
認

識
し
て
も
ら
え
な
い
と
思
う
。そ
し
て
、
多
く
の
人

に
伝
わ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
単
独
で
の
情
報
発
信
と
は
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
住
宅
や
移
住
の
関
連
情
報
が
出
る
際

に
、
教
育
情
報
を
同
時
発
出
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。具
体
的
な
数
値
や
実
績
と
い
う

も
の
が
広
く
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
教
育
環

境
を
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
選
択
材
料
に
も
な
る
も

の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。学
力
や
外
国
語
検
定
、

ま
た
、
進
路
実
績
な
ど
魅
力
と
な
る
数
値
や
事
実
を

そ
の
ま
ま
出
せ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
し
っ
か

り
伝
わ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
今
後
も
教
育
環
境
の
整
備
を
着
実
に
実
行
し
て

も
ら
い
た
い
。そ
し
て
い
ろ
ん
な
場
面
で
見
学
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で
、声
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

 

答
　
教
育
長

　
今
ま
で
の
継
続
的
な
試
み
、ま
た
新
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、
広
く
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
い
、

評
価
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

‥

議
案
審
議‥

◇
報
　
告
◇

令
和
６
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
施
行

令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
施
行

令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
営
企
業
法
第
26
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、
同
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す

る
も
の
。

◇
契
　
約
◇

北
川
村
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
室

改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法

第
96
条
第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
新
進
建
設
株
式
会
社

　
契
約
金
額
　
　
8
1
’6
3
2
’1
0
0
円

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
条
　
例
◇

地
方
自
治
法
第
2
0
3
条
の
２
の
規
定
に

よ
る
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並

び
に
そ
の
支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
会
議
員
の
選
挙
時
の
執
行
経
費
の
基
準
に

関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
７
年
度
北
川
村

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
及
び

地
域
脱
炭
素
移
行
・
再

エ
ネ
推
進
交
付
金
に
関
す

る
事
業
等
に
要
す
る
経

費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成

　
　
　（
原
案
可
決
）
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‥

一
般
質
問‥

　
簡
易
水
道
施
設
耐
震
化
工
事
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
施
設
整
備
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
に

つ
い
て
説
明
を
求
む
。

 

答
　
村
長

　
簡
易
水
道
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、昭
和
56
年
の

供
用
開
始
後
43
年
が
経
過
し
て
お
り
、
平
成
30
年

に
管
路
の
耐
震
化
設
計
、
平
成
31
年
か
ら
整
備
に

着
手
、
令
和
2
年
に
配
水
池
の
設
計
及
び
管
路

ル
ー
ト
追
加
に
よ
る
見
直
し
を
実
施
、
令
和
5
年

に
は
配
水
池
の
耐
震
化
が
完
了
し
、
現
在
配
管
の

耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

　
耐
震
化
事
業
の
概
要
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
配

水
池
を
除
き
、
設
計
上
の
耐
震
化
更
新
管
路
延
長

の
合
計
は
1
万
4
’3
5
7
ｍ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
久
府
付
配
水
池
の
耐
震
化
に
か
か
っ
た
費
用

は
い
く
ら
か
。

 

答
　
村
長

　
配
水
池
耐
震
化
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
は
、ス
テ

ン
レ
ス
製
の
内
部
２
層
式
で
配
水
池
清
掃
の
際
は
、

断
水
を
行
わ
ず
に
対
応
で
き
る
構
造
と
し
て
お
り

ま
す
。大
き
さ
、
規
模
に
つ
き
ま
し
て
は
長
さ
が
9

ｍ
、幅
5
ｍ
、高
さ
4
・
5
ｍ
、容
量
は
1
8
0
ｔ
、事

業
費
は
約
7
’6
0
0
万
円
で
令
和
５
年
度
に
完

了
し
て
お
り
ま
す
。

　問
　
整
備
計
画
に
つ
い
て
、令
和
３
年
計
画
か
ら
令

和
６
年
計
画
に
変
更
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

 

答
　
村
長

　
村
内
工
事
全
て
に
わ
た
っ
て
い
え
る
こ
と
だ
が
、

資
材
及
び
人
件
費
の
高
騰
が
見
直
し
を
図
っ
た
要

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
い
つ
来
る
か
分
か

ら
な
い
状
況
の
中
で
、
一
刻
も
早
く
こ
の
命
の
水
に

手
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。北
川
村
の
人
口
の

ほ
ぼ
8
割
が
住
ん
で
い
る
地
区
の
耐
震
化
工
事
、

導
水
管
の
入
れ
替
え
を
1
日
で
も
早
く
完
了
す
べ

き
と
思
う
。計
画
を
も
う
一
度
見
直
し
、
毎
年
5
’

0
0
0
万
円
よ
り
も
っ
と
上
積
み
を
し
、
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
耐
震
化
更
新
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
規

模
、設
置
年
度
、老
朽
化
度
を
鑑
み
た
措
置
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。水
道
管
の
耐
用
年
数
が
一
般
的
に
、
40
年

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、40
年
の
更
新
サ
イ

ク
ル
を
考
慮
し
た
長
期
的
な
計
画
を
策
定
し
つ
つ
、

並
行
し
て
、
補
助
金
財
源
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、

村
内
の
地
区
管
理
と
し
て
い
る
水
道
施
設
を
利
用

し
て
い
る
村
民
の
皆
様
へ
の
説
明
を
行
い
、
順
次
、

施
設
管
理
と
水
道
料
金
の
統
一
を
図
り
な
が
ら
、

財
源
の
確
保
を
行
い
、
で
き
る
限
り
早
期
の
対
応

を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
水
道
管
の
敷
設
工
事
、
入
れ
替
え
工
事
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
村
民
か
ら
の
声
も
あ
り
、
前
倒

し
で
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
現
状
と
い
た
し
ま
し
て
令
和
6
年
度
か
ら
管
轄

省
庁
が
厚
生
労
働
省
か
ら
国
土
交
通
省
へ
移
管
さ

れ
て
お
り
ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
改
め
て
補
助
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
、
採
択
要
件
等
を
精
査
し
、
財
源

の
確
保
に
向
け
た
対
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。人
件
費
、
資
材
高
騰
に
よ
っ
て
さ
ら
に
繰
り

延
べ
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
村
と
し
て
も
避
け
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
の

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

問
　
７
年
前
の
温
泉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
、
人
員
不

足
を
補
え
ず
、
稼
働
率
を
制
限
し
て
営
業
し
て
い

る
。そ
ん
な
中
で
、
村
民
が
活
用
で
き
て
い
な
い
現

状
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。こ
れ
か
ら
の
大
き
な
方

向
性
、村
長
の
展
望
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
村
は
温
泉
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
、
指
定
管
理

者
に
対
し
て
指
定
管
理
料
を
求
め
る
こ
と
が
な
い

よ
う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
お
り
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
指
定
管

理
者
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
赤
字
を
出

さ
ず
に
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。指
定
管
理
者

か
ら
は
、
50
歳
代
以
上
の
家
族
連
れ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
喧
騒
か
ら
離
れ
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
っ
て
お
り
、
旅
行
専
門
サ
イ
ト
に
お
い
て
静
か
で

清
潔
感
が
あ
り
、
温
泉
、
食
事
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
も

良
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
客
を
中
心
に
人
気
の
高
い
温

泉
宿
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。こ
の
よ
う
に
指
定
管
理
者
に
は
経
営
の
安
定
と

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
だ
き
な
が
ら
、そ

の
中
で
で
き
る
限
り
の
還
元
を
村
民
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
現
在
村
民
の
入
浴
料
を

半
額
以
下
に
設
定
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問
　
稼
働
率
が
７
割
の
経
営
状
況
と
聞
く
が
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、
人
材
確
保
を

図
り
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

 

答
　
村
長

　
人
員
不
足
が
常
態
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
は
３
年
後
の
継
続
勤
務
に
課
題
が
残
り
ま
す
。

村
と
し
て
も
そ
う
し
た
こ
と
を
加
味
し
、
稼
働
率

を
で
き
る
限
り
向
上
さ
せ
る
よ
う
、
指
定
管
理
者

と
協
議
を
行
い
、
対
応
可
能
な
制
度
を
洗
い
出
し

提
案
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

り

議

だ
よ

会

令
和
７
年
・

　
第
2
回
議
会
定
例
会上村 誠　村長

発
行
責
任
者

議
長
　
岩
垣
　
實
男

　
令
和
7
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
12
日
に
開
会

し
、条
例
の
改
正
や
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
13
日
に
は
、
４
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

‥

行
政
報
告‥

（
抜
粋
）
　

■
む
ら
づ
く
り
の
推
進

○
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

　
村
政
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
に
つ
い

て
。奈
半
利
川
電
源
開
発
事
業
の
最
盛
期
だ
っ
た
昭

和
35
年
の
6
’0
0
0
人
か
ら
、令
和
２
年
に
は
５
分

の
１
程
の
1
’1
4
6
人
に
ま
で
激
減
し
て
い
る
。

　「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

は
徐
々
に
形
が
見
え
始
め
て
き
た
が
、
昨
今
の
自
然

減
を
考
え
る
と
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
や
村
独
自
の
人
口
推
計
よ
り
、実
際
の
人
口
減

少
速
度
が
早
ま
っ
て
い
る
と
想
定
で
き
る
。今
秋
に

実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査
で
、
何
と
か
1
’0
0
0
人

台
を
保
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。活
力
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
・
存
続
し
て
い
く
た

め
に
は
、
一
旦
1
’0
0
0
人
を
下
回
る
こ
と
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
2
0
6
0
年
以
降
は
状
況
を
改

善
し
、
人
口
1
’0
0
0
人
規
模
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第
３
次
北

川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
４

つ
の
基
本
目
標「
ゆ
ず
産
業
を
中
心
と
し
た
産
業
振

興
・
村
民
の
所
得
向
上
」、「
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ

く
る
」、「
北
川
村
ら
し
い
魅
力
あ
る
子
育
て
・
教
育

環
境
を
つ
く
る
」、「
地
域
の
支
え
合
い
や
自
立
に
よ

り
村
民
の
暮
ら
し
を
守
る
」に
基
づ
き
、
着
実
に
取

り
組
み
を
進
め
る
。

　
１
つ
目
の
「
ゆ
ず
産
業
を
中
心
と
し
た
産
業
振

興
・
村
民
の
所
得
向
上
」で
は
、
北
川
モ
デ
ル
に
よ

る
ほ
場
整
備
、所
得
向
上
に
向
け
た
生
産
体
制
の
強

化
を
図
る
た
め
、大
学
と
連
携
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業

を
は
じ
め
と
す
る
先
端
技
術
の
開
発
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
２
つ
目
の
「
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」
で
は
、

若
い
世
代
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、新
た
に
創
設

し
た
新
築
住
宅
等
へ
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
、
４
月

か
ら
村
内
で
周
知
を
行
っ
て
い
る
。今
後
は
移
住
者

の
受
け
入
れ
を
強
化
す
る
た
め
、
15
年
間
の
一
貫
し

た
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
子

育
て
支
援
策
と
併
せ
、村
外（
県
内
外
）に
向
け
て
も

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
。

　
３
つ
目
の
「
北
川
村
ら
し
い
魅
力
あ
る
子
育
て
・

教
育
環
境
を
つ
く
る
」
で
は
、
親
へ
の
支
援
と
し
て
、

公
認
心
理
師
が
子
ど
も
の
心
理
状
況
を
把
握
し
、適

切
な
ケ
ア
や
保
護
者
の
相
談
等
の
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。村
外
の
方
か
ら「
北
川
村
で
子
育
て
を
し
た

い
、教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
」と
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ

る
よ
う
な
、
魅
力
あ
る
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て

教
育
環
境
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
に
ま
い
進
す
る
。

　
４
つ
目
の
「
地
域
の
支
え
合
い
や
自
立
に
よ
り
村

民
の
暮
ら
し
を
守
る
」で
は
、
村
民
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
環
境
を
つ
く
り
出
す
た

め
、幼
少
期
か
ら
の
食
育
・
運
動
等
の
健
康
習
慣
の

確
立
や
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
切
れ
目
な
い
健
康

づ
く
り
に
向
け
た
各
種
健
診
の
受
診
な
ど
、健
康
寿

命
延
伸
に
向
け
た
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
生
活

で
き
る
産
業
の
構
築
や
、
村
に
住
み
た
い
、
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、「
千
人
の
家
族
が
子
ど
も
を
育
む
ゆ
ず
王
国

北
川
村
」の
実
現
を
目
指
す
。

○
地
域
脱
炭
素
先
行
地
域
事
業
に
つ
い
て

　
北
川
村
脱
炭
素
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
小
水
力
発
電
施
設
整
備
は
、
計
画
変
更
に
よ

り
蛇
谷
、宗
ノ
上
、矢
筈
谷
、平
鍋
の
順
に
４
基
の
整

備
を
進
め
て
い
る
。

　
最
初
に
整
備
着
手
し
た
蛇
谷
地
区
で
は
、
導
水

管
の
埋
設
工
事
を
施
工
し
て
お
り
、非
出
水
期
の
11

月
頃
か
ら
取
水
堰
の
設
置
に
取
り
か
か
る
予
定
。

　
宗
ノ
上
地
区
は
現
在
、
電
気
事
業
法
や
国
有
林

の
使
用
許
可
な
ど
の
許
認
可
手
続
き
を
進
め
て
お

り
、７
月
中
に
入
札
予
定
。

　
矢
筈
谷
地
区
で
は
来
年
度
の
工
事
着
手
に
向
け

た
設
計
金
額
の
単
価
更
正
等
業
務
に
つ
い
て
、
６
月

25
日
に
入
札
予
定
。

　
平
鍋
地
区
は
、
電
源
開
発
株
式
会
社
が
実
施
し

て
い
る
平
鍋
ダ
ム
の
清
水
バ
イ
パ
ス
工
事
と
調
整

し
な
が
ら
、小
水
力
発
電
施
設
に
必
要
な
分
岐
管
の

製
作
を
進
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
民
生
部
門
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
、村
内
の
住
宅
や
事

業
所
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
及
び
蓄
電
池
の
設
置

に
関
す
る
支
援
費
用
を
補
正
予
算
に
計
上
し
、
脱

炭
素
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
第
１
次
産
業
の
振
興

○
農
業
研
修
生

　
こ
れ
ま
で
12
人
の
農
業
研
修
生
を
受
け
入
れ
、う

ち
研
修
を
終
え
た
７
人
全
員
が
村
内
で
就
農
し
た
。

研
修
継
続
中
の
５
人
に
つ
い
て
も
、
指
導
農
家
の
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
就
農
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
新
規
就
農
者
の
技
術
面
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
県
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
農
協
及
び
村
職
員
が

巡
回
活
動
を
毎
月
実
施
し
、「
食
害
対
策
」や「
出
荷

単
価
を
上
げ
る
方
策
」な
ど
の
事
案
の
学
習
会
開
催

や
個
別
相
談
等
に
応
じ
て
い
る
。

○
北
川
村
ゆ
ず
王
国

　
2
0
0
6
年
に
村
が
誘
致
し
た
北
川
村
ゆ
ず
王

国
に
つ
い
て
。2
0
1
8
年
ご
ろ
か
ら
工
場
拡
張
の

意
向
が
示
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
関
係
者
の
承
諾
が

得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。近
年
、新
た
な
優
良
園
地
の

整
備
が
進
み
、
新
規
就
農
者
も
村
内
で
定
着
す
る

な
ど
、
少
し
ず
つ
成
果
が
表
れ
始
め
た
。村
が
取
り

組
む「
ゆ
ず
栽
培
を
軸
と
し
た
農
業
に
よ
る
産
業
振

興
」へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
想
定
さ
れ

る
工
場
拡
張
用
地
の
地
権
者
及
び
北
川
改
良
区
か

ら
概
ね
協
力
を
得
ら
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
北
川
村
ゆ
ず
王
国
か
ら
も
、
製
造
ラ
イ
ン

の
不
足
に
よ
る
機
会
ロ
ス
や
、
冷
凍
庫
賃
借
料
の
コ

ス
ト
増
の
解
消
に
向
け
工
場
を
拡
張
し
た
い
意
向

が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。村
の
産

業
振
興
に
と
っ
て
北
川
村
ゆ
ず
王
国
の
工
場
拡
張

は
重
要
な
案
件
で
あ
り
、実
現
に
向
け
て
各
関
係
機

関
と
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

　

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
阿
南
安
芸
自
動
車
道

　
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
阿
南
安
芸
自
動
車

道
の
一
部
と
な
る
国
道
4
9
3
号
整
備
の
進
捗
に

つ
い
て
。北
川
道
路
２
ー
２
工
区
に
お
け
る
和
田
ト

ン
ネ
ル
〜
柏
木
イ
ン
タ
ー
間
の
柏
木
１
号
橋
は
、
上

部
工
の
架
設
ま
で
を
終
え
て
６
月
末
に
完
成
予
定
。

２
号
橋
は
、本
年
度
中
の
架
設
完
了
を
目
指
し
て
上

部
工
を
製
作
中
、
柏
木
ト
ン
ネ
ル
は
本
年
度
、
工
事

に
着
手
す
る
予
定
。

　
北
川
道
路
１
工
区
の
安
倉
〜
和
田
間
は
、全
体
の

測
量
設
計
と
並
行
し
用
地
調
査
の
完
了
し
た
箇
所

か
ら
用
地
買
収
が
行
わ
れ
て
お
り
、
面
積
ベ
ー
ス
で

約
７
割
の
進
捗
。ま
た
、
用
地
買
収
が
完
了
し
た
二

又
、小
島
〜
和
田
間
に
つ
い
て
は
、順
次
、工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

　
令
和
８
年
度
ま
で
を
耐
震
化
促
進
強
化
期
間
と

し
て
、
補
助
額
の
引
き
上
げ
に
よ
る
自
己
負
担
の
軽

減
を
図
り
、
耐
震
化
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
。初
年
度
と
な
る
令
和
６
年
度
は
、
診
断
10
件
、

改
修
工
事
８
件
が
完
了
。今
年
度
も
５
月
末
現
在

で
、
診
断
３
件
、
改
修
工
事
２
件
の
申
請
を
い
た
だ

く
な
ど
、住
宅
の
耐
震
化
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
特
定
健
診

　
令
和
６
年
度
か
ら
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
行
動

変
容
を
促
す
、
ナ
ッ
ジ
理
論
の
知
見
を
応
用
し
た
受

診
勧
奨
に
取
り
組
ん
で
い
る
。そ
の
初
年
度
の
結
果

は
、特
定
健
診
受
診
率
の
５
月
速
報
値
で
50
・
9
%

と
、
３
月
議
会
で
の
報
告
か
ら
3
・
9
ポ
イ
ン
ト
増

え
、昨
年
同
月
と
比
較
し
て
も
0
・
9
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、
未
受
診
の
方
に
対
し
て
、
受

診
す
る
こ
と
に
よ
る
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
や
、
受
診

し
な
い
こ
と
に
よ
る
潜
在
的
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
理

解
を
促
す
こ
と
で
、
受
診
へ
の
動
機
付
け
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

○
集
団
健
診

　
今
年
度
の
集
団
健
診
は
、５
月
21
日
の
小
島
集
会

所
を
皮
切
り
に
、
６
月
26
日
、
27
日
の
村
民
会
館
に

て
実
施
す
る
。健
康
づ
く
り
婦
人
会
の
協
力
を
得

て
、
保
健
福
祉
推
進
員
と
共
に
未
受
診
者
宅
を
訪

問
し
て
受
診
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。生
活
習

慣
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
一
人
で
も
多
く
の

村
民
の
方
々
に
健
診
を
受
診
い
た
だ
け
る
よ
う
、引

き
続
き
働
き
か
け
を
行
う
。

　
ま
た
、
健
康
障
害
リ
ス
ク
の
高
い
方
を
対
象
に
、

看
護
師
資
格
を
有
す
る
保
健
福
祉
推
進
員
が
、
食

事
、
口
腔
衛
生
、
病
院
受
診
状
況
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
健
康
課
題
を
詳
細
に
把
握
し
、概
ね
２
カ
月
に
１

回
の
頻
度
で
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
個
別
の
助
言
を

行
っ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
必
要
に
応
じ
て
村
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
等

の
付
加
や
医
療
機
関
に
つ
な
ぐ
な
ど
、
関
係
機
関
と

密
に
連
携
し
な
が
ら
、フ
レ
イ
ル
予
防
に
対
応
す
る

支
援
を
進
め
て
い
る
。

○
糖
尿
病
重
症
化
予
防
事
業

　
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
中
の
方
々
に

対
し
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
継
続
的
に
実
施
し
、
生

活
習
慣
の
改
善
が
定
着
す
る
よ
う
支
援
に
努
め
て

い
る
。来
月
７
月
に
は
国
保
連
合
会
か
ら
プ
ロ
グ
ラ

ム
対
象
者
の
情
報
が
提
供
さ
れ
る
見
込
み
。今
年
度

か
ら
新
た
に
郵
送
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
利
用
の
意

思
確
認
を
行
い
、直
近
の
健
診
や
面
談
の
結
果
を
踏

ま
え
た
上
で
、
順
次
、
保
健
福
祉
推
進
員
に
よ
る
介

入
を
実
施
す
る
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
平
成
12
年
４
月
の
開
園
か
ら
25
年
が
経
過
し
て

施
設
・
設
備
の
経
年
劣
化
が
進
ん
で
お
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
、地
域
周
遊
の
促
進
な
ど
に
課
題
が
あ

る
。ま
た
、
長
年
の
交
流
を
通
じ「
モ
ネ
の
庭
」を
監

修
い
た
だ
い
て
い
る
「
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の
家
と
庭

（
本
家
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
モ
ネ
の
庭
）」
の
庭
園
管
理

責
任
者
か
ら
、
水
の
庭
の
池
と
園
路
の
距
離
や
、
花

の
庭
の
花
壇
の
配
置
な
ど
を
改
善
す
る
よ
う
指
導

を
受
け
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
財
源
と
し

て
、
県
か
ら
文
化
庁
の「
文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中

核
と
し
た
地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
推
進
事
業
」の

情
報
提
供
を
受
け
た
。「
モ
ネ
の
庭
」の
ソ
フ
ト
及
び

ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
を
図

る
た
め
、事
業
申
請
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
３
月
27
日
に
設
立
さ
れ
た
北
川
村
文
化
観
光
公

社
は
、
観
光
振
興
と
中
岡
慎
太
郎
館
の
管
理
運
営

を
前
団
体
か
ら
引
き
継
ぎ
、
村
全
体
の
広
報
、Ｐ
Ｒ

　
簡
易
水
道
配
水
池
作
業
道
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
配
水
池
に
お
い
て
は
、
新
設
工
事

が
終
了
し
た
。現
在
作
業
道
と
し
て
使
用
し
て
い

る
道
路
に
つ
い
て
、今
後
の
維
持
管
理
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
度
予
定
し
て
お
り

ま
す
旧
配
水
池
の
撤
去
工
事
の
作
業
道
路
及
び
今

後
の
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め
に
必
要
な
道

路
で
す
の
で
、
当
面
は
路
面
の
補
修
な
ど
の
通
行
に

支
障
が
な
い
程
度
の
維
持
管
理
を
行
い
、
将
来
的
に

は
舗
装
が
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　　
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問
　
令
和
7
年
6
月
1
日
よ
り
、
熱
中
症
に
対
す

る
対
策
が
法
律
に
よ
り
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、熱
中
症
患
者
の
報
告
体
制
の
整
備
や
周
知
、熱

中
症
の
悪
化
防
止
措
置
の
準
備
周
知
等
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
に
つ
い
て
、村
の
取
り
組
み
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
度
、
暑
さ
指
数
や
気
温
、
身
体
作
業
の
レ
ベ

ル
に
よ
る
基
準
が
示
さ
れ
、
基
準
値
を
満
た
す
と
、

作
業
環
境
に
お
け
る
健
康
管
理
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。村
の
業
務
に
置
き
換
え
る

と
、
特
に
屋
外
で
行
う
行
事
な
ど
に
、
ご
支
援
ご
協

力
く
だ
さ
る
方
々
、
あ
る
い
は
職
員
が
状
況
を
把

握
し
健
康
に
留
意
し
た
業
務
遂
行
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

員
個
々
が
指
標
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、熱

中
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
既
に
作
成
し
周
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら
夏
場
を
迎
え
ま
す
の

で
、相
互
に
注
意
喚
起
を
図
り
、熱
中
症
な
ど
健
康

障
害
を
起
こ
さ
な
い
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
村
関
連
の
公
社
や
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
も

同
様
と
思
う
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
体
制
整
備
に
つ
い

て
指
導
助
言
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
基
本
的
に
は
各
団
体
で
備
え
る
べ
き
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
等
子
ど
も
の
活
動
に
つ
い
て
は
村
が

作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
対
応
を
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
学
校
等
に
も
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
の
適
用
が
優
先

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
整
備
と
情
報
発
信
に
つ
い
て

問
　
令
和
7
年
度
よ
り
小
学
校
全
学
年
で
複
式
学

級
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
始
ま
っ
て
み
て
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
方
針
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。ま
た
、

人
材
の
確
保
、
育
成
に
つ
い
て
は
、
多
様
性
の
あ
る

教
育
を
推
進
す
る
体
制
を
整
備
す
る
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
、
全
て
の
教
職
員
が
1
年
間
を
通
し
て

指
導
力
向
上
の
た
め
の
校
内
研
修
を
十
数
回
実
施

い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、
本
年
度
も
２
カ
月
余
り
た

ち
ま
し
た
が
、
複
式
学
級
に
係
る
指
導
力
の
あ
る

教
員
の
ス
キ
ル
を
見
習
い
、
教
員
の
指
導
体
制
や

児
童
の
授
業
へ
の
参
加
状
態
は
良
好
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、校
内
外
の
研
修
へ
の
参
加
や
外
部
専
門
人

材
を
活
用
し
、
よ
り
効
果
の
高
い
授
業
と
体
験
活

動
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
多
年
齢
教
育
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
複
式
学
級
は
多
年
齢
教
育
の
一
場
面
で
す
。今

年
か
ら
小
中
学
校
の
北
川
学
で
は
、
縦
持
ち
の
グ

ル
ー
プ
で
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
お
り
、

異
な
る
学
級
で
の
多
年
齢
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
学
習

形
態
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
年
齢
教
育
で
効
果
が
見
ら
れ
る
の
が
、

公
設
探
求
塾
の
活
動
で
す
。小
学
生
か
ら
中
学
生

ま
で
の
多
年
齢
組
織
活
動
に
お
い
て
、下
級
生
と
上

級
生
の
学
び
合
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刺
激
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
、
多
年
齢
学
習
や
多

年
齢
活
動
の
場
面
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問
　
保
護
者
の
方
々
と
の
信
頼
関
係
、
連
携
と
い
う

も
の
を
大
切
に
す
る
と
い
う
の
は
と
て
も
大
切
だ
と

思
う
。不
安
と
か
疑
問
な
ど
へ
の
対
処
、
情
報
交
換
、

共
有
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
ま
た
、
保
・
小
・
中
の
保
護
者
の
方
々
向
け
の

子
育
て
・
教
育
環
境
へ
の
満
足
度
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
だ
け
で
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、

保
育
所
、小
学
校
、中
学
校
と
の
連
携
を
密
に
取
り

な
が
ら
、保
護
者
の
方
々
の
声
を
取
り
こ
ぼ
さ
ぬ
よ

う
に
、で
き
る
だ
け
適
切
な
お
答
え
を
お
返
し
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
年
末
に
実
施
予
定
で

す
の
で
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
実
施
後
に
機
会
を
見

ま
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
組
織
的
連
携
強
化
に
つ
い
て
、具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
評
価
し
た
の
か
。ま
た
学
校
現
場
の
声
は
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

 

答
　
教
育
長

　
小
学
校
と
中
学
校
の
正
規
の
教
職
員
は
8
人
ず
つ

で
す
が
、
そ
れ
に
学
習
支
援
員
と
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
合
わ
せ
た
組
織
を
母
体
と
し
て
、
小
学

校
と
中
学
校
の
組
織
を
独
立
性
の
高
い
も
の
と
せ

ず
、お
互
い
が
乗
り
入
れ
た
中
で
、効
率
化
と
連
携
機

能
を
追
求
し
な
が
ら
組
織
力
を
高
め
て
お
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
か
ら
は
、
毎
日
数
人
が
小
中
学
校
に
乗

り
入
れ
て
お
り
、
学
校
と
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
電
話
連

絡
に
よ
っ
て
状
況
把
握
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
人
材
の
確
保
の
状
況
は
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
も
雇
用
に
は
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。６

月
末
に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
移
住
フ
ェ
ア
に
参

加
を
予
定
し
て
お
り
、そ
こ
で
募
集
活
動
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。ま
た
今
後
、
県
の
指
導
を
仰
い
だ
り
、

他
市
町
村
の
雇
用
事
例
を
参
考
に
し
、
雇
用
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　問
　
中
山
間
地
域
モ
デ
ル
校
と
な
る
た
め
に
は
、

外
部
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
、
特
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
少
な
い
児
童
生
徒
数
で
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
学

力
保
障
が
実
現
で
き
る
こ
と
。言
い
換
え
れ
ば
少
な

い
児
童
生
徒
だ
か
ら
数
多
く
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、児

童
生
徒
自
身
の
反
復
力
と
主
体
性
の
高
ま
り
に
よ

り
学
力
が
定
着
す
る
こ
と
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
、

英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
で
日
常
会
話
が
可
能
な
語

学
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　
地
域
資
源
活
用
で
北
川
学
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
こ
と
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実

践
す
る
こ
と
で
９
年
間
の
系
統
的
な
活
動
内
容
の

視
覚
化
と
課
題
解
決
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
で
実
現
す
る
他
校
や
海
外

と
の
接
続
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
活
用
で
、
授
業
か

ら
続
く
放
課
後
学
習
や
家
庭
学
習
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
。

　
地
域
と
の
連
携
や
地
元
産
業
の
理
解
を
通
じ
た

郷
土
愛
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
体
験
活
動
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
。

　
北
川
学
や
食
育
な
ど
の
村
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
反

映
さ
せ
た
教
育
課
程
の
編
成
や
実
践
を
行
う
こ
と
。

　
村
や
学
校
で
実
践
す
る
活
動
を
通
し
た
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
自
立
し
た
社
会
接
続
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

社
会
を
生
き
抜
く
能
力
を
身
に
つ
け
、３
人
に
１
人

が
村
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
教
育
の
実
践
が
で
き

れ
ば
、中
山
間
地
域
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
認
知
さ
れ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
し
っ
か
り
と
し
た
学
力
保
障
の
実
現
の
た
め

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
授
業
だ
け
で
学
力
保
障
を
実
現
す
る
の
は
現
実

的
で
は
な
く
、
授
業
を
き
っ
か
け
に
、
学
び
が
ど
の

ぐ
ら
い
放
課
後
学
習
や
家
庭
学
習
に
つ
な
が
る
か

が
重
要
で
す
。大
事
な
の
は
習
慣
と
反
復
で
す
の

で
、
授
業
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
身
に
付
く
よ
う

に
根
気
強
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
目

標
を
持
っ
た
と
き
の
学
び
は
具
体
的
な
学
習
活
動

に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、児
童
生
徒
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
に
応
じ
た
目
標
を
持
た
せ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
外
部
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

は
、抽
象
的
な
言
葉
を
並
べ
て
も
な
か
な
か
分
か
ら

な
い
と
思
う
。具
体
的
な
数
字
を
示
し
て
ア
ピ
ー
ル

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
学
力
で
い
え
ば
、目
標
と
し
て
お
り
ま
す
偏
差
値

50
の
実
現
や
、
外
国
語
検
定
の
実
績
に
な
る
と
思

い
ま
す
。数
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
立
し
た
選

択
に
よ
る
高
校
進
学
実
績
も
具
体
的
事
実
と
な
る

要
素
と
言
え
ま
す
。ま
た
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の

方
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
満
足
度
と
い
う
数
値
も
ア

ピ
ー
ル
材
料
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ

う
な
も
の
を
広
く
外
部
に
伝
え
る
手
法
に
取
り
組

む
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
力
を
養
う
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
処
す
る

た
め
に
は
、
自
由
に
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
く

て
は
意
味
が
な
い
と
思
う
。今
後
の
具
体
的
な
プ
ロ

セ
ス
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
に
関
心
を
持
た
せ

る
こ
と
が
最
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ

の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
8
月
27
日
か
ら
3
泊

4
日
で
行
わ
れ
ま
す
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
の

英
語
研
修
が
あ
り
ま
す
。語
学
上
達
と
い
う
よ
り

は
、イ
ギ
リ
ス
文
化
を
通
し
て
英
語
に
親
し
む
こ
と

や
、外
国
語
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
が
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
の

１
つ
の
ス
タ
ー
ト
に
な
ろ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。他
に
も
、
検
定
試
験
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と

や
、
国
際
交
流
員
な
ど
を
活
用
し
て
会
話
に
近
づ

け
る
よ
う
な
活
動
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

問
　
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
力
を
養
う
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
、
現
在
保
育
所
で
行
っ
て
い
る

取
り
組
み
は
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
保
育
所
に
国
際
交
流
員
１
人
が
週
に
２
日

ほ
ど
出
向
き
、
ゲ
ー
ム
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
い

ろ
ん
な
遊
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
ま
ず

は
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
分
か
り

に
く
い
と
こ
ろ
は
日
本
語
を
呼
び
水
に
し
て
英
語

に
つ
な
げ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
北
川
村
の
子
育
て
教
育
環
境
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
、現
在
の
状
況
は
。

 

答
　
教
育
長

　
本
年
度
よ
り
教
育
委
員
会
と
小
中
学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
をnote

と
い
うG

oogle P
lay

の
ア

プ
リ
を
使
用
し
、メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
て

作
成
す
る
よ
う
変
更
い
た
し
ま
し
た
。昨
年
度
ま
で

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
は
個
人
個
人
で
簡
単
に

書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
更
新
が
随
時
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
のnote

は
、
関
係
す

る
も
の
で
あ
れ
ば
誰
で
も
す
ぐ
に
記
事
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
媒
体
を
活
用
し
て
、新
し
い
内
容
の
情
報
発
信

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
今
ま
で
も
活

用
し
て
お
り
ま
し
た
広
報
誌
や
村
内
回
覧
で
も
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
村
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
芸
・
安
芸
周

辺
で
仕
事
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
世
代
が
結
婚

や
家
を
考
え
る
際
に
、
北
川
村
に
住
み
た
い
と
思
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
情
報

発
信
と
ア
ピ
ー
ル
が
重
要
だ
と
思
う
。住
環
境
と

子
育
て
環
境
の
一
体
的
な
情
報
発
信
も
具
体
的
な

数
値
を
示
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
、魅
力
を
認

識
し
て
も
ら
え
な
い
と
思
う
。そ
し
て
、
多
く
の
人

に
伝
わ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
単
独
で
の
情
報
発
信
と
は
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
住
宅
や
移
住
の
関
連
情
報
が
出
る
際

に
、
教
育
情
報
を
同
時
発
出
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。具
体
的
な
数
値
や
実
績
と
い
う

も
の
が
広
く
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
教
育
環

境
を
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
選
択
材
料
に
も
な
る
も

の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。学
力
や
外
国
語
検
定
、

ま
た
、
進
路
実
績
な
ど
魅
力
と
な
る
数
値
や
事
実
を

そ
の
ま
ま
出
せ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
し
っ
か

り
伝
わ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
今
後
も
教
育
環
境
の
整
備
を
着
実
に
実
行
し
て

も
ら
い
た
い
。そ
し
て
い
ろ
ん
な
場
面
で
見
学
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で
、声
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

 

答
　
教
育
長

　
今
ま
で
の
継
続
的
な
試
み
、ま
た
新
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、
広
く
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
い
、

評
価
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

‥

議
案
審
議‥

◇
報
　
告
◇

令
和
６
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
施
行

令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
施
行

令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
営
企
業
法
第
26
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、
同
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す

る
も
の
。

◇
契
　
約
◇

北
川
村
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
室

改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法

第
96
条
第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
新
進
建
設
株
式
会
社

　
契
約
金
額
　
　
8
1
’6
3
2
’1
0
0
円

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
条
　
例
◇

地
方
自
治
法
第
2
0
3
条
の
２
の
規
定
に

よ
る
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並

び
に
そ
の
支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
会
議
員
の
選
挙
時
の
執
行
経
費
の
基
準
に

関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
７
年
度
北
川
村

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
及
び

地
域
脱
炭
素
移
行
・
再

エ
ネ
推
進
交
付
金
に
関
す

る
事
業
等
に
要
す
る
経

費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成

　
　
　（
原
案
可
決
）
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‥

一
般
質
問‥

　
簡
易
水
道
施
設
耐
震
化
工
事
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
施
設
整
備
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
に

つ
い
て
説
明
を
求
む
。

 

答
　
村
長

　
簡
易
水
道
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、昭
和
56
年
の

供
用
開
始
後
43
年
が
経
過
し
て
お
り
、
平
成
30
年

に
管
路
の
耐
震
化
設
計
、
平
成
31
年
か
ら
整
備
に

着
手
、
令
和
2
年
に
配
水
池
の
設
計
及
び
管
路

ル
ー
ト
追
加
に
よ
る
見
直
し
を
実
施
、
令
和
5
年

に
は
配
水
池
の
耐
震
化
が
完
了
し
、
現
在
配
管
の

耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

　
耐
震
化
事
業
の
概
要
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
配

水
池
を
除
き
、
設
計
上
の
耐
震
化
更
新
管
路
延
長

の
合
計
は
1
万
4
’3
5
7
ｍ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
久
府
付
配
水
池
の
耐
震
化
に
か
か
っ
た
費
用

は
い
く
ら
か
。

 

答
　
村
長

　
配
水
池
耐
震
化
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
は
、ス
テ

ン
レ
ス
製
の
内
部
２
層
式
で
配
水
池
清
掃
の
際
は
、

断
水
を
行
わ
ず
に
対
応
で
き
る
構
造
と
し
て
お
り

ま
す
。大
き
さ
、
規
模
に
つ
き
ま
し
て
は
長
さ
が
9

ｍ
、幅
5
ｍ
、高
さ
4
・
5
ｍ
、容
量
は
1
8
0
ｔ
、事

業
費
は
約
7
’6
0
0
万
円
で
令
和
５
年
度
に
完

了
し
て
お
り
ま
す
。

　問
　
整
備
計
画
に
つ
い
て
、令
和
３
年
計
画
か
ら
令

和
６
年
計
画
に
変
更
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

 

答
　
村
長

　
村
内
工
事
全
て
に
わ
た
っ
て
い
え
る
こ
と
だ
が
、

資
材
及
び
人
件
費
の
高
騰
が
見
直
し
を
図
っ
た
要

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
い
つ
来
る
か
分
か

ら
な
い
状
況
の
中
で
、
一
刻
も
早
く
こ
の
命
の
水
に

手
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。北
川
村
の
人
口
の

ほ
ぼ
8
割
が
住
ん
で
い
る
地
区
の
耐
震
化
工
事
、

導
水
管
の
入
れ
替
え
を
1
日
で
も
早
く
完
了
す
べ

き
と
思
う
。計
画
を
も
う
一
度
見
直
し
、
毎
年
5
’

0
0
0
万
円
よ
り
も
っ
と
上
積
み
を
し
、
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
耐
震
化
更
新
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
規

模
、設
置
年
度
、老
朽
化
度
を
鑑
み
た
措
置
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。水
道
管
の
耐
用
年
数
が
一
般
的
に
、
40
年

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、40
年
の
更
新
サ
イ

ク
ル
を
考
慮
し
た
長
期
的
な
計
画
を
策
定
し
つ
つ
、

並
行
し
て
、
補
助
金
財
源
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、

村
内
の
地
区
管
理
と
し
て
い
る
水
道
施
設
を
利
用

し
て
い
る
村
民
の
皆
様
へ
の
説
明
を
行
い
、
順
次
、

施
設
管
理
と
水
道
料
金
の
統
一
を
図
り
な
が
ら
、

財
源
の
確
保
を
行
い
、
で
き
る
限
り
早
期
の
対
応

を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
水
道
管
の
敷
設
工
事
、
入
れ
替
え
工
事
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
村
民
か
ら
の
声
も
あ
り
、
前
倒

し
で
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
現
状
と
い
た
し
ま
し
て
令
和
6
年
度
か
ら
管
轄

省
庁
が
厚
生
労
働
省
か
ら
国
土
交
通
省
へ
移
管
さ

れ
て
お
り
ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
改
め
て
補
助
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
、
採
択
要
件
等
を
精
査
し
、
財
源

の
確
保
に
向
け
た
対
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。人
件
費
、
資
材
高
騰
に
よ
っ
て
さ
ら
に
繰
り

延
べ
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
村
と
し
て
も
避
け
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
の

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

問
　
７
年
前
の
温
泉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
、
人
員
不

足
を
補
え
ず
、
稼
働
率
を
制
限
し
て
営
業
し
て
い

る
。そ
ん
な
中
で
、
村
民
が
活
用
で
き
て
い
な
い
現

状
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。こ
れ
か
ら
の
大
き
な
方

向
性
、村
長
の
展
望
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
村
は
温
泉
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
、
指
定
管
理

者
に
対
し
て
指
定
管
理
料
を
求
め
る
こ
と
が
な
い

よ
う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
お
り
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
指
定
管

理
者
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
赤
字
を
出

さ
ず
に
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。指
定
管
理
者

か
ら
は
、
50
歳
代
以
上
の
家
族
連
れ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
喧
騒
か
ら
離
れ
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
っ
て
お
り
、
旅
行
専
門
サ
イ
ト
に
お
い
て
静
か
で

清
潔
感
が
あ
り
、
温
泉
、
食
事
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
も

良
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
客
を
中
心
に
人
気
の
高
い
温

泉
宿
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。こ
の
よ
う
に
指
定
管
理
者
に
は
経
営
の
安
定
と

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
だ
き
な
が
ら
、そ

の
中
で
で
き
る
限
り
の
還
元
を
村
民
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
現
在
村
民
の
入
浴
料
を

半
額
以
下
に
設
定
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問
　
稼
働
率
が
７
割
の
経
営
状
況
と
聞
く
が
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、
人
材
確
保
を

図
り
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

 

答
　
村
長

　
人
員
不
足
が
常
態
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
は
３
年
後
の
継
続
勤
務
に
課
題
が
残
り
ま
す
。

村
と
し
て
も
そ
う
し
た
こ
と
を
加
味
し
、
稼
働
率

を
で
き
る
限
り
向
上
さ
せ
る
よ
う
、
指
定
管
理
者

と
協
議
を
行
い
、
対
応
可
能
な
制
度
を
洗
い
出
し

提
案
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
7
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
12
日
に
開
会

し
、条
例
の
改
正
や
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
13
日
に
は
、
４
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

‥

行
政
報
告‥

（
抜
粋
）
　

■
む
ら
づ
く
り
の
推
進

○
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

　
村
政
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
に
つ
い

て
。奈
半
利
川
電
源
開
発
事
業
の
最
盛
期
だ
っ
た
昭

和
35
年
の
6
’0
0
0
人
か
ら
、令
和
２
年
に
は
５
分

の
１
程
の
1
’1
4
6
人
に
ま
で
激
減
し
て
い
る
。

　「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

は
徐
々
に
形
が
見
え
始
め
て
き
た
が
、
昨
今
の
自
然

減
を
考
え
る
と
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
や
村
独
自
の
人
口
推
計
よ
り
、実
際
の
人
口
減

少
速
度
が
早
ま
っ
て
い
る
と
想
定
で
き
る
。今
秋
に

実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査
で
、
何
と
か
1
’0
0
0
人

台
を
保
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。活
力
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
・
存
続
し
て
い
く
た

め
に
は
、
一
旦
1
’0
0
0
人
を
下
回
る
こ
と
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
2
0
6
0
年
以
降
は
状
況
を
改

善
し
、
人
口
1
’0
0
0
人
規
模
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第
３
次
北

川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
４

つ
の
基
本
目
標「
ゆ
ず
産
業
を
中
心
と
し
た
産
業
振

興
・
村
民
の
所
得
向
上
」、「
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ

く
る
」、「
北
川
村
ら
し
い
魅
力
あ
る
子
育
て
・
教
育

環
境
を
つ
く
る
」、「
地
域
の
支
え
合
い
や
自
立
に
よ

り
村
民
の
暮
ら
し
を
守
る
」に
基
づ
き
、
着
実
に
取

り
組
み
を
進
め
る
。

　
１
つ
目
の
「
ゆ
ず
産
業
を
中
心
と
し
た
産
業
振

興
・
村
民
の
所
得
向
上
」で
は
、
北
川
モ
デ
ル
に
よ

る
ほ
場
整
備
、所
得
向
上
に
向
け
た
生
産
体
制
の
強

化
を
図
る
た
め
、大
学
と
連
携
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業

を
は
じ
め
と
す
る
先
端
技
術
の
開
発
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
２
つ
目
の
「
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」
で
は
、

若
い
世
代
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、新
た
に
創
設

し
た
新
築
住
宅
等
へ
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
、
４
月

か
ら
村
内
で
周
知
を
行
っ
て
い
る
。今
後
は
移
住
者

の
受
け
入
れ
を
強
化
す
る
た
め
、
15
年
間
の
一
貫
し

た
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
子

育
て
支
援
策
と
併
せ
、村
外（
県
内
外
）に
向
け
て
も

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
。

　
３
つ
目
の
「
北
川
村
ら
し
い
魅
力
あ
る
子
育
て
・

教
育
環
境
を
つ
く
る
」
で
は
、
親
へ
の
支
援
と
し
て
、

公
認
心
理
師
が
子
ど
も
の
心
理
状
況
を
把
握
し
、適

切
な
ケ
ア
や
保
護
者
の
相
談
等
の
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。村
外
の
方
か
ら「
北
川
村
で
子
育
て
を
し
た

い
、教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
」と
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ

る
よ
う
な
、
魅
力
あ
る
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て

教
育
環
境
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
に
ま
い
進
す
る
。

　
４
つ
目
の
「
地
域
の
支
え
合
い
や
自
立
に
よ
り
村

民
の
暮
ら
し
を
守
る
」で
は
、
村
民
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
環
境
を
つ
く
り
出
す
た

め
、幼
少
期
か
ら
の
食
育
・
運
動
等
の
健
康
習
慣
の

確
立
や
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
切
れ
目
な
い
健
康

づ
く
り
に
向
け
た
各
種
健
診
の
受
診
な
ど
、健
康
寿

命
延
伸
に
向
け
た
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
生
活

で
き
る
産
業
の
構
築
や
、
村
に
住
み
た
い
、
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、「
千
人
の
家
族
が
子
ど
も
を
育
む
ゆ
ず
王
国

北
川
村
」の
実
現
を
目
指
す
。

○
地
域
脱
炭
素
先
行
地
域
事
業
に
つ
い
て

　
北
川
村
脱
炭
素
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
小
水
力
発
電
施
設
整
備
は
、
計
画
変
更
に
よ

り
蛇
谷
、宗
ノ
上
、矢
筈
谷
、平
鍋
の
順
に
４
基
の
整

備
を
進
め
て
い
る
。

　
最
初
に
整
備
着
手
し
た
蛇
谷
地
区
で
は
、
導
水

管
の
埋
設
工
事
を
施
工
し
て
お
り
、非
出
水
期
の
11

月
頃
か
ら
取
水
堰
の
設
置
に
取
り
か
か
る
予
定
。

　
宗
ノ
上
地
区
は
現
在
、
電
気
事
業
法
や
国
有
林

の
使
用
許
可
な
ど
の
許
認
可
手
続
き
を
進
め
て
お

り
、７
月
中
に
入
札
予
定
。

　
矢
筈
谷
地
区
で
は
来
年
度
の
工
事
着
手
に
向
け

た
設
計
金
額
の
単
価
更
正
等
業
務
に
つ
い
て
、
６
月

25
日
に
入
札
予
定
。

　
平
鍋
地
区
は
、
電
源
開
発
株
式
会
社
が
実
施
し

て
い
る
平
鍋
ダ
ム
の
清
水
バ
イ
パ
ス
工
事
と
調
整

し
な
が
ら
、小
水
力
発
電
施
設
に
必
要
な
分
岐
管
の

製
作
を
進
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
民
生
部
門
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
、村
内
の
住
宅
や
事

業
所
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
及
び
蓄
電
池
の
設
置

に
関
す
る
支
援
費
用
を
補
正
予
算
に
計
上
し
、
脱

炭
素
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
第
１
次
産
業
の
振
興

○
農
業
研
修
生

　
こ
れ
ま
で
12
人
の
農
業
研
修
生
を
受
け
入
れ
、う

ち
研
修
を
終
え
た
７
人
全
員
が
村
内
で
就
農
し
た
。

研
修
継
続
中
の
５
人
に
つ
い
て
も
、
指
導
農
家
の
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
就
農
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
新
規
就
農
者
の
技
術
面
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
県
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
農
協
及
び
村
職
員
が

巡
回
活
動
を
毎
月
実
施
し
、「
食
害
対
策
」や「
出
荷

単
価
を
上
げ
る
方
策
」な
ど
の
事
案
の
学
習
会
開
催

や
個
別
相
談
等
に
応
じ
て
い
る
。

○
北
川
村
ゆ
ず
王
国

　
2
0
0
6
年
に
村
が
誘
致
し
た
北
川
村
ゆ
ず
王

国
に
つ
い
て
。2
0
1
8
年
ご
ろ
か
ら
工
場
拡
張
の

意
向
が
示
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
関
係
者
の
承
諾
が

得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。近
年
、新
た
な
優
良
園
地
の

整
備
が
進
み
、
新
規
就
農
者
も
村
内
で
定
着
す
る

な
ど
、
少
し
ず
つ
成
果
が
表
れ
始
め
た
。村
が
取
り

組
む「
ゆ
ず
栽
培
を
軸
と
し
た
農
業
に
よ
る
産
業
振

興
」へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
想
定
さ
れ

る
工
場
拡
張
用
地
の
地
権
者
及
び
北
川
改
良
区
か

ら
概
ね
協
力
を
得
ら
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
北
川
村
ゆ
ず
王
国
か
ら
も
、
製
造
ラ
イ
ン

の
不
足
に
よ
る
機
会
ロ
ス
や
、
冷
凍
庫
賃
借
料
の
コ

ス
ト
増
の
解
消
に
向
け
工
場
を
拡
張
し
た
い
意
向

が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。村
の
産

業
振
興
に
と
っ
て
北
川
村
ゆ
ず
王
国
の
工
場
拡
張

は
重
要
な
案
件
で
あ
り
、実
現
に
向
け
て
各
関
係
機

関
と
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

　

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
阿
南
安
芸
自
動
車
道

　
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
阿
南
安
芸
自
動
車

道
の
一
部
と
な
る
国
道
4
9
3
号
整
備
の
進
捗
に

つ
い
て
。北
川
道
路
２
ー
２
工
区
に
お
け
る
和
田
ト

ン
ネ
ル
〜
柏
木
イ
ン
タ
ー
間
の
柏
木
１
号
橋
は
、
上

部
工
の
架
設
ま
で
を
終
え
て
６
月
末
に
完
成
予
定
。

２
号
橋
は
、本
年
度
中
の
架
設
完
了
を
目
指
し
て
上

部
工
を
製
作
中
、
柏
木
ト
ン
ネ
ル
は
本
年
度
、
工
事

に
着
手
す
る
予
定
。

　
北
川
道
路
１
工
区
の
安
倉
〜
和
田
間
は
、全
体
の

測
量
設
計
と
並
行
し
用
地
調
査
の
完
了
し
た
箇
所

か
ら
用
地
買
収
が
行
わ
れ
て
お
り
、
面
積
ベ
ー
ス
で

約
７
割
の
進
捗
。ま
た
、
用
地
買
収
が
完
了
し
た
二

又
、小
島
〜
和
田
間
に
つ
い
て
は
、順
次
、工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

　
令
和
８
年
度
ま
で
を
耐
震
化
促
進
強
化
期
間
と

し
て
、
補
助
額
の
引
き
上
げ
に
よ
る
自
己
負
担
の
軽

減
を
図
り
、
耐
震
化
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
。初
年
度
と
な
る
令
和
６
年
度
は
、
診
断
10
件
、

改
修
工
事
８
件
が
完
了
。今
年
度
も
５
月
末
現
在

で
、
診
断
３
件
、
改
修
工
事
２
件
の
申
請
を
い
た
だ

く
な
ど
、住
宅
の
耐
震
化
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
特
定
健
診

　
令
和
６
年
度
か
ら
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
行
動

変
容
を
促
す
、
ナ
ッ
ジ
理
論
の
知
見
を
応
用
し
た
受

診
勧
奨
に
取
り
組
ん
で
い
る
。そ
の
初
年
度
の
結
果

は
、特
定
健
診
受
診
率
の
５
月
速
報
値
で
50
・
9
%

と
、
３
月
議
会
で
の
報
告
か
ら
3
・
9
ポ
イ
ン
ト
増

え
、昨
年
同
月
と
比
較
し
て
も
0
・
9
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、
未
受
診
の
方
に
対
し
て
、
受

診
す
る
こ
と
に
よ
る
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
や
、
受
診

し
な
い
こ
と
に
よ
る
潜
在
的
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
理

解
を
促
す
こ
と
で
、
受
診
へ
の
動
機
付
け
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

○
集
団
健
診

　
今
年
度
の
集
団
健
診
は
、５
月
21
日
の
小
島
集
会

所
を
皮
切
り
に
、
６
月
26
日
、
27
日
の
村
民
会
館
に

て
実
施
す
る
。健
康
づ
く
り
婦
人
会
の
協
力
を
得

て
、
保
健
福
祉
推
進
員
と
共
に
未
受
診
者
宅
を
訪

問
し
て
受
診
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。生
活
習

慣
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
一
人
で
も
多
く
の

村
民
の
方
々
に
健
診
を
受
診
い
た
だ
け
る
よ
う
、引

き
続
き
働
き
か
け
を
行
う
。

　
ま
た
、
健
康
障
害
リ
ス
ク
の
高
い
方
を
対
象
に
、

看
護
師
資
格
を
有
す
る
保
健
福
祉
推
進
員
が
、
食

事
、
口
腔
衛
生
、
病
院
受
診
状
況
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
健
康
課
題
を
詳
細
に
把
握
し
、概
ね
２
カ
月
に
１

回
の
頻
度
で
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
個
別
の
助
言
を

行
っ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
必
要
に
応
じ
て
村
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
等

の
付
加
や
医
療
機
関
に
つ
な
ぐ
な
ど
、
関
係
機
関
と

密
に
連
携
し
な
が
ら
、フ
レ
イ
ル
予
防
に
対
応
す
る

支
援
を
進
め
て
い
る
。

○
糖
尿
病
重
症
化
予
防
事
業

　
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
中
の
方
々
に

対
し
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
継
続
的
に
実
施
し
、
生

活
習
慣
の
改
善
が
定
着
す
る
よ
う
支
援
に
努
め
て

い
る
。来
月
７
月
に
は
国
保
連
合
会
か
ら
プ
ロ
グ
ラ

ム
対
象
者
の
情
報
が
提
供
さ
れ
る
見
込
み
。今
年
度

か
ら
新
た
に
郵
送
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
利
用
の
意

思
確
認
を
行
い
、直
近
の
健
診
や
面
談
の
結
果
を
踏

ま
え
た
上
で
、
順
次
、
保
健
福
祉
推
進
員
に
よ
る
介

入
を
実
施
す
る
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
平
成
12
年
４
月
の
開
園
か
ら
25
年
が
経
過
し
て

施
設
・
設
備
の
経
年
劣
化
が
進
ん
で
お
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
、地
域
周
遊
の
促
進
な
ど
に
課
題
が
あ

る
。ま
た
、
長
年
の
交
流
を
通
じ「
モ
ネ
の
庭
」を
監

修
い
た
だ
い
て
い
る
「
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の
家
と
庭

（
本
家
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
モ
ネ
の
庭
）」
の
庭
園
管
理

責
任
者
か
ら
、
水
の
庭
の
池
と
園
路
の
距
離
や
、
花

の
庭
の
花
壇
の
配
置
な
ど
を
改
善
す
る
よ
う
指
導

を
受
け
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
財
源
と
し

て
、
県
か
ら
文
化
庁
の「
文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中

核
と
し
た
地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
推
進
事
業
」の

情
報
提
供
を
受
け
た
。「
モ
ネ
の
庭
」の
ソ
フ
ト
及
び

ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
を
図

る
た
め
、事
業
申
請
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
３
月
27
日
に
設
立
さ
れ
た
北
川
村
文
化
観
光
公

社
は
、
観
光
振
興
と
中
岡
慎
太
郎
館
の
管
理
運
営

を
前
団
体
か
ら
引
き
継
ぎ
、
村
全
体
の
広
報
、Ｐ
Ｒ

活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。今
後
は
村
の
主
要
３
施
設
を
中
心
と
し
た
交

流
人
口
拡
大
の
た
め
、
体
制
を
整
え
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
モ
ネ
の
庭
の
入
園
者
数
に
つ
い
て
は
、
開
園
25
周

年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
加
え
、
南
国
安
芸
道

路
「
高
知
龍
馬
空
港
Ｉ
Ｃ
〜
香
南
の
い
ち
Ｉ
Ｃ
」
の

開
通
や
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
あ
ん
ぱ
ん
」の

放
送
に
よ
る
相
乗
効
果
も
あ
り
、３
月
か
ら
５
月
末

ま
で
で
3
5
’7
2
3
人
と
、
目
標
比
1
0
5
％
で

推
移
し
て
い
る
。６
月
19
日
か
ら
「
き
た
が
わ
モ
ネ

さ
ん
」
を
あ
し
ら
っ
た
記
念
列
車
を
運
行
す
る
な

ど
、
青
い
ス
イ
レ
ン
が
見
ご
ろ
を
迎
え
る
季
節
に
向

け
、さ
ら
な
る
集
客
の
増
加
を
期
待
し
て
い
る
。

○
北
川
村
温
泉

　
北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
の
３
月
か
ら
５
月
末
ま

で
の
利
用
者
数
は
4
’1
4
7
人
（
対
前
年
同
期
比

1
0
8
・
5
％
）。

　
し
か
し
、
未
だ
人
員
補
充
が
か
な
わ
ず
、
フ
ロ
ン

ト
で
３
人
、
厨
房
で
１
人
の
人
員
不
足
が
続
い
て
い

る
た
め
、稼
働
率
を
７
割
に
制
限
し
た
営
業
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
が
、ス
タ
ッ
フ
の
努
力
に
よ
り
、旅

行
サ
イ
ト
じ
ゃ
ら
ん
や
楽
天
の
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
は

多
く
の
利
用
者
か
ら
高
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
以
降
、
人
員
不
足
を
補
う
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
や
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
か
ら
７
年
が
経
過
し
、従
前
施
設
か
ら
継
続
利

用
し
て
い
る
設
備
を
は
じ
め
耐
用
年
数
が
過
ぎ
る

設
備
等
の
更
新
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
始
め
て
い

る
。い
ず
れ
も
温
泉
の
利
用
者
数
に
直
結
す
る
課
題

と
な
る
の
で
、
計
画
的
に
対
応
す
べ
く
、
指
定
管
理

者
と
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
件
数
　
1
’4
0
2
件（
3
月
末
現
在
）

（
前
年
度
同
期
　
2
’9
0
5
件
）

　
寄
附
額
　
1
7
’7
1
5
千
円（
3
月
末
現
在
）

（
前
年
度
同
期
　
3
1
’0
9
8
千
円
）

　
令
和
６
年
度
は
よ
り
多
く
の
方
々
に
寄
附
金
を

募
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
３
つ
の
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
開
始
し
た
が
、寄
附
金
額
は
伸
び
悩
ん

で
お
り
、納
税
額
で
は
対
前
年
度
43
％
減
。

　
令
和
６
年
度
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
経
費
削
減
に

努
め
た
の
で
、今
年
度
は
寄
附
額
に
占
め
る
返
礼
率

の
引
き
上
げ
を
行
う
。今
後
も
寄
附
者
に
対
し
て
魅

力
あ
る
返
礼
品
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

■
教
育
関
係

○
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

　
15
年
間
を
見
通
し
た
保
小
中
の
一
体
的
な
取
り

組
み
に
よ
り
、
北
川
村
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
子
育

て
教
育
環
境
を
実
現
す
る
た
め
は
、北
川
村
子
育
て

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
着
実
に
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
。

　
改
め
て
教
育
委
員
会
内
に
15
年
間
の
一
貫
し
た

子
育
て
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、7
月
よ
り
文

部
科
学
省
か
ら
職
員
１
人
を
受
け
入
れ
る
。脱
炭
素

事
業
計
画
に
お
け
る
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ（
ネ
ッ
ト
・
ゼ

ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）
化
を
絡
め
た
新
た
な
学

び
や
の
整
備
を
含
め
、
そ
の
舞
台
づ
く
り
を
加
速
さ

せ
る
。

○
食
育
活
動

　
今
年
度
は
中
学
生
を
対
象
に
、朝
食
を
テ
ー
マ
と

し
た
。ま
ず
は
朝
食
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
た
め
、

６
月
に
鹿
児
島
県
ひ
よ
り
保
育
園
の
古
川
氏
を
招

き
「
イ
キ
イ
キ
と
生
き
る
力
を
、
自
力
で
身
に
つ
け

よ
う
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。当
日
は
学

校
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
食
生
活
改
善
推
進
委
員

や
地
域
の
方
々
も
参
加
し
、健
全
な
食
生
活
に
お
け

る
朝
食
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。今
後
は
子
ど
も
の
自
立
心
向
上
を
図

り
、
各
家
庭
で
の
実
践
に
つ
な
げ
る
た
め
、
朝
食
の

調
理
実
習
等
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、公
設
探
求
塾
に
参
加
し
て
い
る
小
学
生
が

５
月
に
田
植
え
を
行
っ
た
。９
月
に
は
稲
刈
り
を
行

い
、そ
の
後
収
穫
し
た
新
米
を
給
食
に
活
用
す
る
予

定
。こ
の
よ
う
に
子
ど
も
が
興
味
を
持
て
る
活
動
を

通
し
て
、
食
生
活
を
支
え
る
農
業
と
食
べ
物
に
対
す

る
意
識
や
関
心
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
館

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
北
川
村
文
化
観
光
公
社
が

指
定
管
理
者
と
な
り
、
中
岡
慎
太
郎
を
積
極
的
に

直
接
知
ら
し
め
る
方
法
の
検
討
を
開
始
す
る
と
と

も
に
、北
川
村
の
観
光
施
設
を
一
体
と
し
た
広
報
活

動
等
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
本
年
度
の
目
標
入
館
者
数
は
、
前
管
理
者
の
計

画
に
な
ら
い
6
’0
0
0
人
。5
月
末
ま
で
の
入
館

者
数
は
1
’1
5
4
人（
前
年
同
時
期
４
・
８
％
減
）

だ
が
、
入
館
者
数
に
と
ら
わ
れ
ず
、
中
岡
慎
太
郎
を

顕
彰
し
、広
く
知
ら
し
め
る
活
動
や
広
報
な
ど
の
整

理
を
行
い
、
村
内
外
へ
の
情
報
発
信
等
の
強
化
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　
③
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
こ
の
う
ち
、
消
防
・
救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
人

口
減
少
が
進
行
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、
救
急
需
要
の

増
加
や
大
規
模
災
害
な
ど
へ
の
対
応
に
必
要
と
な

る
消
防
力
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、県
内

全
市
町
村
の
常
備
消
防
組
織
と
、
県
が
行
う
消
防

活
動
の
う
ち
現
場
機
能
を
担
う
組
織
の
一
元
化
に

つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
全
市
町
村
長
及
び
全
消
防
長
、
関
係
者
に
よ
る

「
高
知
県
消
防
広
域
化
基
本
計
画
あ
り
方
検
討
会
」

「
総
務
部
会
」「
財
務
部
会
」「
消
防
業
務
部
会
」「
通

信
・
シ
ス
テ
ム
部
会
」
の
４
つ
の
専
門
部
会
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
検
討
が
進
め
ら

れ
る
。本
村
も
検
討
会
や
専
門
部
会
に
参
加
し
、
県

単
位
で
一
元
化
さ
れ
る
組
織
が
将
来
に
わ
た
っ
て
住

民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る
組
織
体
制

と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
6
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

尾﨑　一マ　議員

　
簡
易
水
道
配
水
池
作
業
道
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
配
水
池
に
お
い
て
は
、
新
設
工
事

が
終
了
し
た
。現
在
作
業
道
と
し
て
使
用
し
て
い

る
道
路
に
つ
い
て
、今
後
の
維
持
管
理
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
度
予
定
し
て
お
り

ま
す
旧
配
水
池
の
撤
去
工
事
の
作
業
道
路
及
び
今

後
の
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め
に
必
要
な
道

路
で
す
の
で
、
当
面
は
路
面
の
補
修
な
ど
の
通
行
に

支
障
が
な
い
程
度
の
維
持
管
理
を
行
い
、
将
来
的
に

は
舗
装
が
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　　
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問
　
令
和
7
年
6
月
1
日
よ
り
、
熱
中
症
に
対
す

る
対
策
が
法
律
に
よ
り
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、熱
中
症
患
者
の
報
告
体
制
の
整
備
や
周
知
、熱

中
症
の
悪
化
防
止
措
置
の
準
備
周
知
等
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
に
つ
い
て
、村
の
取
り
組
み
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
度
、
暑
さ
指
数
や
気
温
、
身
体
作
業
の
レ
ベ

ル
に
よ
る
基
準
が
示
さ
れ
、
基
準
値
を
満
た
す
と
、

作
業
環
境
に
お
け
る
健
康
管
理
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。村
の
業
務
に
置
き
換
え
る

と
、
特
に
屋
外
で
行
う
行
事
な
ど
に
、
ご
支
援
ご
協

力
く
だ
さ
る
方
々
、
あ
る
い
は
職
員
が
状
況
を
把

握
し
健
康
に
留
意
し
た
業
務
遂
行
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

員
個
々
が
指
標
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、熱

中
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
既
に
作
成
し
周
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら
夏
場
を
迎
え
ま
す
の

で
、相
互
に
注
意
喚
起
を
図
り
、熱
中
症
な
ど
健
康

障
害
を
起
こ
さ
な
い
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
村
関
連
の
公
社
や
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
も

同
様
と
思
う
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
体
制
整
備
に
つ
い

て
指
導
助
言
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
基
本
的
に
は
各
団
体
で
備
え
る
べ
き
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
等
子
ど
も
の
活
動
に
つ
い
て
は
村
が

作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
対
応
を
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
学
校
等
に
も
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
の
適
用
が
優
先

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
整
備
と
情
報
発
信
に
つ
い
て

問
　
令
和
7
年
度
よ
り
小
学
校
全
学
年
で
複
式
学

級
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
始
ま
っ
て
み
て
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
方
針
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。ま
た
、

人
材
の
確
保
、
育
成
に
つ
い
て
は
、
多
様
性
の
あ
る

教
育
を
推
進
す
る
体
制
を
整
備
す
る
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
、
全
て
の
教
職
員
が
1
年
間
を
通
し
て

指
導
力
向
上
の
た
め
の
校
内
研
修
を
十
数
回
実
施

い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、
本
年
度
も
２
カ
月
余
り
た

ち
ま
し
た
が
、
複
式
学
級
に
係
る
指
導
力
の
あ
る

教
員
の
ス
キ
ル
を
見
習
い
、
教
員
の
指
導
体
制
や

児
童
の
授
業
へ
の
参
加
状
態
は
良
好
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、校
内
外
の
研
修
へ
の
参
加
や
外
部
専
門
人

材
を
活
用
し
、
よ
り
効
果
の
高
い
授
業
と
体
験
活

動
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
多
年
齢
教
育
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
複
式
学
級
は
多
年
齢
教
育
の
一
場
面
で
す
。今

年
か
ら
小
中
学
校
の
北
川
学
で
は
、
縦
持
ち
の
グ

ル
ー
プ
で
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
お
り
、

異
な
る
学
級
で
の
多
年
齢
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
学
習

形
態
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
年
齢
教
育
で
効
果
が
見
ら
れ
る
の
が
、

公
設
探
求
塾
の
活
動
で
す
。小
学
生
か
ら
中
学
生

ま
で
の
多
年
齢
組
織
活
動
に
お
い
て
、下
級
生
と
上

級
生
の
学
び
合
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刺
激
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
、
多
年
齢
学
習
や
多

年
齢
活
動
の
場
面
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問
　
保
護
者
の
方
々
と
の
信
頼
関
係
、
連
携
と
い
う

も
の
を
大
切
に
す
る
と
い
う
の
は
と
て
も
大
切
だ
と

思
う
。不
安
と
か
疑
問
な
ど
へ
の
対
処
、
情
報
交
換
、

共
有
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
ま
た
、
保
・
小
・
中
の
保
護
者
の
方
々
向
け
の

子
育
て
・
教
育
環
境
へ
の
満
足
度
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
だ
け
で
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、

保
育
所
、小
学
校
、中
学
校
と
の
連
携
を
密
に
取
り

な
が
ら
、保
護
者
の
方
々
の
声
を
取
り
こ
ぼ
さ
ぬ
よ

う
に
、で
き
る
だ
け
適
切
な
お
答
え
を
お
返
し
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
年
末
に
実
施
予
定
で

す
の
で
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
実
施
後
に
機
会
を
見

ま
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
組
織
的
連
携
強
化
に
つ
い
て
、具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
評
価
し
た
の
か
。ま
た
学
校
現
場
の
声
は
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

 

答
　
教
育
長

　
小
学
校
と
中
学
校
の
正
規
の
教
職
員
は
8
人
ず
つ

で
す
が
、
そ
れ
に
学
習
支
援
員
と
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
合
わ
せ
た
組
織
を
母
体
と
し
て
、
小
学

校
と
中
学
校
の
組
織
を
独
立
性
の
高
い
も
の
と
せ

ず
、お
互
い
が
乗
り
入
れ
た
中
で
、効
率
化
と
連
携
機

能
を
追
求
し
な
が
ら
組
織
力
を
高
め
て
お
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
か
ら
は
、
毎
日
数
人
が
小
中
学
校
に
乗

り
入
れ
て
お
り
、
学
校
と
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
電
話
連

絡
に
よ
っ
て
状
況
把
握
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
人
材
の
確
保
の
状
況
は
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
も
雇
用
に
は
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。６

月
末
に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
移
住
フ
ェ
ア
に
参

加
を
予
定
し
て
お
り
、そ
こ
で
募
集
活
動
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。ま
た
今
後
、
県
の
指
導
を
仰
い
だ
り
、

他
市
町
村
の
雇
用
事
例
を
参
考
に
し
、
雇
用
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　問
　
中
山
間
地
域
モ
デ
ル
校
と
な
る
た
め
に
は
、

外
部
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
、
特
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
少
な
い
児
童
生
徒
数
で
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
学

力
保
障
が
実
現
で
き
る
こ
と
。言
い
換
え
れ
ば
少
な

い
児
童
生
徒
だ
か
ら
数
多
く
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、児

童
生
徒
自
身
の
反
復
力
と
主
体
性
の
高
ま
り
に
よ

り
学
力
が
定
着
す
る
こ
と
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
、

英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
で
日
常
会
話
が
可
能
な
語

学
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　
地
域
資
源
活
用
で
北
川
学
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
こ
と
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実

践
す
る
こ
と
で
９
年
間
の
系
統
的
な
活
動
内
容
の

視
覚
化
と
課
題
解
決
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
で
実
現
す
る
他
校
や
海
外

と
の
接
続
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
活
用
で
、
授
業
か

ら
続
く
放
課
後
学
習
や
家
庭
学
習
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
。

　
地
域
と
の
連
携
や
地
元
産
業
の
理
解
を
通
じ
た

郷
土
愛
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
体
験
活
動
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
。

　
北
川
学
や
食
育
な
ど
の
村
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
反

映
さ
せ
た
教
育
課
程
の
編
成
や
実
践
を
行
う
こ
と
。

　
村
や
学
校
で
実
践
す
る
活
動
を
通
し
た
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
自
立
し
た
社
会
接
続
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

社
会
を
生
き
抜
く
能
力
を
身
に
つ
け
、３
人
に
１
人

が
村
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
教
育
の
実
践
が
で
き

れ
ば
、中
山
間
地
域
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
認
知
さ
れ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
し
っ
か
り
と
し
た
学
力
保
障
の
実
現
の
た
め

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
授
業
だ
け
で
学
力
保
障
を
実
現
す
る
の
は
現
実

的
で
は
な
く
、
授
業
を
き
っ
か
け
に
、
学
び
が
ど
の

ぐ
ら
い
放
課
後
学
習
や
家
庭
学
習
に
つ
な
が
る
か

が
重
要
で
す
。大
事
な
の
は
習
慣
と
反
復
で
す
の

で
、
授
業
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
身
に
付
く
よ
う

に
根
気
強
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
目

標
を
持
っ
た
と
き
の
学
び
は
具
体
的
な
学
習
活
動

に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、児
童
生
徒
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
に
応
じ
た
目
標
を
持
た
せ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
外
部
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

は
、抽
象
的
な
言
葉
を
並
べ
て
も
な
か
な
か
分
か
ら

な
い
と
思
う
。具
体
的
な
数
字
を
示
し
て
ア
ピ
ー
ル

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
学
力
で
い
え
ば
、目
標
と
し
て
お
り
ま
す
偏
差
値

50
の
実
現
や
、
外
国
語
検
定
の
実
績
に
な
る
と
思

い
ま
す
。数
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
立
し
た
選

択
に
よ
る
高
校
進
学
実
績
も
具
体
的
事
実
と
な
る

要
素
と
言
え
ま
す
。ま
た
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の

方
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
満
足
度
と
い
う
数
値
も
ア

ピ
ー
ル
材
料
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ

う
な
も
の
を
広
く
外
部
に
伝
え
る
手
法
に
取
り
組

む
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
力
を
養
う
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
処
す
る

た
め
に
は
、
自
由
に
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
く

て
は
意
味
が
な
い
と
思
う
。今
後
の
具
体
的
な
プ
ロ

セ
ス
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
に
関
心
を
持
た
せ

る
こ
と
が
最
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ

の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
8
月
27
日
か
ら
3
泊

4
日
で
行
わ
れ
ま
す
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
の

英
語
研
修
が
あ
り
ま
す
。語
学
上
達
と
い
う
よ
り

は
、イ
ギ
リ
ス
文
化
を
通
し
て
英
語
に
親
し
む
こ
と

や
、外
国
語
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
が
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
の

１
つ
の
ス
タ
ー
ト
に
な
ろ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。他
に
も
、
検
定
試
験
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と

や
、
国
際
交
流
員
な
ど
を
活
用
し
て
会
話
に
近
づ

け
る
よ
う
な
活
動
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

問
　
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
力
を
養
う
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
、
現
在
保
育
所
で
行
っ
て
い
る

取
り
組
み
は
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
保
育
所
に
国
際
交
流
員
１
人
が
週
に
２
日

ほ
ど
出
向
き
、
ゲ
ー
ム
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
い

ろ
ん
な
遊
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
ま
ず

は
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
分
か
り

に
く
い
と
こ
ろ
は
日
本
語
を
呼
び
水
に
し
て
英
語

に
つ
な
げ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
北
川
村
の
子
育
て
教
育
環
境
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
、現
在
の
状
況
は
。

 

答
　
教
育
長

　
本
年
度
よ
り
教
育
委
員
会
と
小
中
学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
をnote

と
い
うG

oogle P
lay

の
ア

プ
リ
を
使
用
し
、メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
て

作
成
す
る
よ
う
変
更
い
た
し
ま
し
た
。昨
年
度
ま
で

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
は
個
人
個
人
で
簡
単
に

書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
更
新
が
随
時
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
のnote

は
、
関
係
す

る
も
の
で
あ
れ
ば
誰
で
も
す
ぐ
に
記
事
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
媒
体
を
活
用
し
て
、新
し
い
内
容
の
情
報
発
信

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
今
ま
で
も
活

松﨑　智香　議員

用
し
て
お
り
ま
し
た
広
報
誌
や
村
内
回
覧
で
も
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
村
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
芸
・
安
芸
周

辺
で
仕
事
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
世
代
が
結
婚

や
家
を
考
え
る
際
に
、
北
川
村
に
住
み
た
い
と
思
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
情
報

発
信
と
ア
ピ
ー
ル
が
重
要
だ
と
思
う
。住
環
境
と

子
育
て
環
境
の
一
体
的
な
情
報
発
信
も
具
体
的
な

数
値
を
示
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
、魅
力
を
認

識
し
て
も
ら
え
な
い
と
思
う
。そ
し
て
、
多
く
の
人

に
伝
わ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
単
独
で
の
情
報
発
信
と
は
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
住
宅
や
移
住
の
関
連
情
報
が
出
る
際

に
、
教
育
情
報
を
同
時
発
出
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。具
体
的
な
数
値
や
実
績
と
い
う

も
の
が
広
く
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
教
育
環

境
を
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
選
択
材
料
に
も
な
る
も

の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。学
力
や
外
国
語
検
定
、

ま
た
、
進
路
実
績
な
ど
魅
力
と
な
る
数
値
や
事
実
を

そ
の
ま
ま
出
せ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
し
っ
か

り
伝
わ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
今
後
も
教
育
環
境
の
整
備
を
着
実
に
実
行
し
て

も
ら
い
た
い
。そ
し
て
い
ろ
ん
な
場
面
で
見
学
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で
、声
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

 

答
　
教
育
長

　
今
ま
で
の
継
続
的
な
試
み
、ま
た
新
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、
広
く
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
い
、

評
価
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

‥

議
案
審
議‥

◇
報
　
告
◇

令
和
６
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
施
行

令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
施
行

令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
営
企
業
法
第
26
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、
同
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す

る
も
の
。

◇
契
　
約
◇

北
川
村
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
室

改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法

第
96
条
第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
新
進
建
設
株
式
会
社

　
契
約
金
額
　
　
8
1
’6
3
2
’1
0
0
円

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
条
　
例
◇

地
方
自
治
法
第
2
0
3
条
の
２
の
規
定
に

よ
る
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並

び
に
そ
の
支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
会
議
員
の
選
挙
時
の
執
行
経
費
の
基
準
に

関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
７
年
度
北
川
村

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
及
び

地
域
脱
炭
素
移
行
・
再

エ
ネ
推
進
交
付
金
に
関
す

る
事
業
等
に
要
す
る
経

費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成

　
　
　（
原
案
可
決
）

け
ん
そ
う

区
　
分
　
総
件
数  

発
注
件
数 

完
了
件
数  

発
注
率   

完
了
率

繰
越
明
許
費 

 

11
　   

８       

２     

72
･
7
％  

18
･
2
％

現
年
予
算 

 

21
　   

３       

0
　 

14
･
3
％
　   

0
％

1011



‥
一
般
質
問‥

　
簡
易
水
道
施
設
耐
震
化
工
事
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
施
設
整
備
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
に

つ
い
て
説
明
を
求
む
。

 

答
　
村
長

　
簡
易
水
道
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、昭
和
56
年
の

供
用
開
始
後
43
年
が
経
過
し
て
お
り
、
平
成
30
年

に
管
路
の
耐
震
化
設
計
、
平
成
31
年
か
ら
整
備
に

着
手
、
令
和
2
年
に
配
水
池
の
設
計
及
び
管
路

ル
ー
ト
追
加
に
よ
る
見
直
し
を
実
施
、
令
和
5
年

に
は
配
水
池
の
耐
震
化
が
完
了
し
、
現
在
配
管
の

耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

　
耐
震
化
事
業
の
概
要
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
配

水
池
を
除
き
、
設
計
上
の
耐
震
化
更
新
管
路
延
長

の
合
計
は
1
万
4
’3
5
7
ｍ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
久
府
付
配
水
池
の
耐
震
化
に
か
か
っ
た
費
用

は
い
く
ら
か
。

 

答
　
村
長

　
配
水
池
耐
震
化
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
は
、ス
テ

ン
レ
ス
製
の
内
部
２
層
式
で
配
水
池
清
掃
の
際
は
、

断
水
を
行
わ
ず
に
対
応
で
き
る
構
造
と
し
て
お
り

ま
す
。大
き
さ
、
規
模
に
つ
き
ま
し
て
は
長
さ
が
9

ｍ
、幅
5
ｍ
、高
さ
4
・
5
ｍ
、容
量
は
1
8
0
ｔ
、事

業
費
は
約
7
’6
0
0
万
円
で
令
和
５
年
度
に
完

了
し
て
お
り
ま
す
。

　問
　
整
備
計
画
に
つ
い
て
、令
和
３
年
計
画
か
ら
令

和
６
年
計
画
に
変
更
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

 

答
　
村
長

　
村
内
工
事
全
て
に
わ
た
っ
て
い
え
る
こ
と
だ
が
、

資
材
及
び
人
件
費
の
高
騰
が
見
直
し
を
図
っ
た
要

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
い
つ
来
る
か
分
か

ら
な
い
状
況
の
中
で
、
一
刻
も
早
く
こ
の
命
の
水
に

手
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。北
川
村
の
人
口
の

ほ
ぼ
8
割
が
住
ん
で
い
る
地
区
の
耐
震
化
工
事
、

導
水
管
の
入
れ
替
え
を
1
日
で
も
早
く
完
了
す
べ

き
と
思
う
。計
画
を
も
う
一
度
見
直
し
、
毎
年
5
’

0
0
0
万
円
よ
り
も
っ
と
上
積
み
を
し
、
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
耐
震
化
更
新
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
規

模
、設
置
年
度
、老
朽
化
度
を
鑑
み
た
措
置
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。水
道
管
の
耐
用
年
数
が
一
般
的
に
、
40
年

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、40
年
の
更
新
サ
イ

ク
ル
を
考
慮
し
た
長
期
的
な
計
画
を
策
定
し
つ
つ
、

並
行
し
て
、
補
助
金
財
源
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、

村
内
の
地
区
管
理
と
し
て
い
る
水
道
施
設
を
利
用

し
て
い
る
村
民
の
皆
様
へ
の
説
明
を
行
い
、
順
次
、

施
設
管
理
と
水
道
料
金
の
統
一
を
図
り
な
が
ら
、

財
源
の
確
保
を
行
い
、
で
き
る
限
り
早
期
の
対
応

を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
水
道
管
の
敷
設
工
事
、
入
れ
替
え
工
事
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
村
民
か
ら
の
声
も
あ
り
、
前
倒

し
で
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
現
状
と
い
た
し
ま
し
て
令
和
6
年
度
か
ら
管
轄

省
庁
が
厚
生
労
働
省
か
ら
国
土
交
通
省
へ
移
管
さ

れ
て
お
り
ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
改
め
て
補
助
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
、
採
択
要
件
等
を
精
査
し
、
財
源

の
確
保
に
向
け
た
対
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。人
件
費
、
資
材
高
騰
に
よ
っ
て
さ
ら
に
繰
り

延
べ
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
村
と
し
て
も
避
け
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
の

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

問
　
７
年
前
の
温
泉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
、
人
員
不

足
を
補
え
ず
、
稼
働
率
を
制
限
し
て
営
業
し
て
い

る
。そ
ん
な
中
で
、
村
民
が
活
用
で
き
て
い
な
い
現

状
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。こ
れ
か
ら
の
大
き
な
方

向
性
、村
長
の
展
望
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
村
は
温
泉
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
、
指
定
管
理

者
に
対
し
て
指
定
管
理
料
を
求
め
る
こ
と
が
な
い

よ
う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
お
り
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
指
定
管

理
者
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
赤
字
を
出

さ
ず
に
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。指
定
管
理
者

か
ら
は
、
50
歳
代
以
上
の
家
族
連
れ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
喧
騒
か
ら
離
れ
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
っ
て
お
り
、
旅
行
専
門
サ
イ
ト
に
お
い
て
静
か
で

清
潔
感
が
あ
り
、
温
泉
、
食
事
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
も

良
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
客
を
中
心
に
人
気
の
高
い
温

泉
宿
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。こ
の
よ
う
に
指
定
管
理
者
に
は
経
営
の
安
定
と

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
だ
き
な
が
ら
、そ

の
中
で
で
き
る
限
り
の
還
元
を
村
民
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
現
在
村
民
の
入
浴
料
を

半
額
以
下
に
設
定
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問
　
稼
働
率
が
７
割
の
経
営
状
況
と
聞
く
が
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、
人
材
確
保
を

図
り
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

 

答
　
村
長

　
人
員
不
足
が
常
態
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
は
３
年
後
の
継
続
勤
務
に
課
題
が
残
り
ま
す
。

村
と
し
て
も
そ
う
し
た
こ
と
を
加
味
し
、
稼
働
率

を
で
き
る
限
り
向
上
さ
せ
る
よ
う
、
指
定
管
理
者

と
協
議
を
行
い
、
対
応
可
能
な
制
度
を
洗
い
出
し

提
案
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
7
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
12
日
に
開
会

し
、条
例
の
改
正
や
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
13
日
に
は
、
４
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

‥

行
政
報
告‥

（
抜
粋
）
　

■
む
ら
づ
く
り
の
推
進

○
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

　
村
政
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
に
つ
い

て
。奈
半
利
川
電
源
開
発
事
業
の
最
盛
期
だ
っ
た
昭

和
35
年
の
6
’0
0
0
人
か
ら
、令
和
２
年
に
は
５
分

の
１
程
の
1
’1
4
6
人
に
ま
で
激
減
し
て
い
る
。

　「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

は
徐
々
に
形
が
見
え
始
め
て
き
た
が
、
昨
今
の
自
然

減
を
考
え
る
と
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
や
村
独
自
の
人
口
推
計
よ
り
、実
際
の
人
口
減

少
速
度
が
早
ま
っ
て
い
る
と
想
定
で
き
る
。今
秋
に

実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査
で
、
何
と
か
1
’0
0
0
人

台
を
保
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。活
力
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
・
存
続
し
て
い
く
た

め
に
は
、
一
旦
1
’0
0
0
人
を
下
回
る
こ
と
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
2
0
6
0
年
以
降
は
状
況
を
改

善
し
、
人
口
1
’0
0
0
人
規
模
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第
３
次
北

川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
４

つ
の
基
本
目
標「
ゆ
ず
産
業
を
中
心
と
し
た
産
業
振

興
・
村
民
の
所
得
向
上
」、「
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ

く
る
」、「
北
川
村
ら
し
い
魅
力
あ
る
子
育
て
・
教
育

環
境
を
つ
く
る
」、「
地
域
の
支
え
合
い
や
自
立
に
よ

り
村
民
の
暮
ら
し
を
守
る
」に
基
づ
き
、
着
実
に
取

り
組
み
を
進
め
る
。

　
１
つ
目
の
「
ゆ
ず
産
業
を
中
心
と
し
た
産
業
振

興
・
村
民
の
所
得
向
上
」で
は
、
北
川
モ
デ
ル
に
よ

る
ほ
場
整
備
、所
得
向
上
に
向
け
た
生
産
体
制
の
強

化
を
図
る
た
め
、大
学
と
連
携
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業

を
は
じ
め
と
す
る
先
端
技
術
の
開
発
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
２
つ
目
の
「
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」
で
は
、

若
い
世
代
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、新
た
に
創
設

し
た
新
築
住
宅
等
へ
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
、
４
月

か
ら
村
内
で
周
知
を
行
っ
て
い
る
。今
後
は
移
住
者

の
受
け
入
れ
を
強
化
す
る
た
め
、
15
年
間
の
一
貫
し

た
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
子

育
て
支
援
策
と
併
せ
、村
外（
県
内
外
）に
向
け
て
も

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
。

　
３
つ
目
の
「
北
川
村
ら
し
い
魅
力
あ
る
子
育
て
・

教
育
環
境
を
つ
く
る
」
で
は
、
親
へ
の
支
援
と
し
て
、

公
認
心
理
師
が
子
ど
も
の
心
理
状
況
を
把
握
し
、適

切
な
ケ
ア
や
保
護
者
の
相
談
等
の
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。村
外
の
方
か
ら「
北
川
村
で
子
育
て
を
し
た

い
、教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
」と
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ

る
よ
う
な
、
魅
力
あ
る
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て

教
育
環
境
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
に
ま
い
進
す
る
。

　
４
つ
目
の
「
地
域
の
支
え
合
い
や
自
立
に
よ
り
村

民
の
暮
ら
し
を
守
る
」で
は
、
村
民
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
環
境
を
つ
く
り
出
す
た

め
、幼
少
期
か
ら
の
食
育
・
運
動
等
の
健
康
習
慣
の

確
立
や
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
切
れ
目
な
い
健
康

づ
く
り
に
向
け
た
各
種
健
診
の
受
診
な
ど
、健
康
寿

命
延
伸
に
向
け
た
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
生
活

で
き
る
産
業
の
構
築
や
、
村
に
住
み
た
い
、
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、「
千
人
の
家
族
が
子
ど
も
を
育
む
ゆ
ず
王
国

北
川
村
」の
実
現
を
目
指
す
。

○
地
域
脱
炭
素
先
行
地
域
事
業
に
つ
い
て

　
北
川
村
脱
炭
素
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
小
水
力
発
電
施
設
整
備
は
、
計
画
変
更
に
よ

り
蛇
谷
、宗
ノ
上
、矢
筈
谷
、平
鍋
の
順
に
４
基
の
整

備
を
進
め
て
い
る
。

　
最
初
に
整
備
着
手
し
た
蛇
谷
地
区
で
は
、
導
水

管
の
埋
設
工
事
を
施
工
し
て
お
り
、非
出
水
期
の
11

月
頃
か
ら
取
水
堰
の
設
置
に
取
り
か
か
る
予
定
。

　
宗
ノ
上
地
区
は
現
在
、
電
気
事
業
法
や
国
有
林

の
使
用
許
可
な
ど
の
許
認
可
手
続
き
を
進
め
て
お

り
、７
月
中
に
入
札
予
定
。

　
矢
筈
谷
地
区
で
は
来
年
度
の
工
事
着
手
に
向
け

た
設
計
金
額
の
単
価
更
正
等
業
務
に
つ
い
て
、
６
月

25
日
に
入
札
予
定
。

　
平
鍋
地
区
は
、
電
源
開
発
株
式
会
社
が
実
施
し

て
い
る
平
鍋
ダ
ム
の
清
水
バ
イ
パ
ス
工
事
と
調
整

し
な
が
ら
、小
水
力
発
電
施
設
に
必
要
な
分
岐
管
の

製
作
を
進
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
民
生
部
門
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
、村
内
の
住
宅
や
事

業
所
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
及
び
蓄
電
池
の
設
置

に
関
す
る
支
援
費
用
を
補
正
予
算
に
計
上
し
、
脱

炭
素
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
第
１
次
産
業
の
振
興

○
農
業
研
修
生

　
こ
れ
ま
で
12
人
の
農
業
研
修
生
を
受
け
入
れ
、う

ち
研
修
を
終
え
た
７
人
全
員
が
村
内
で
就
農
し
た
。

研
修
継
続
中
の
５
人
に
つ
い
て
も
、
指
導
農
家
の
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
就
農
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
新
規
就
農
者
の
技
術
面
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
県
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
農
協
及
び
村
職
員
が

巡
回
活
動
を
毎
月
実
施
し
、「
食
害
対
策
」や「
出
荷

単
価
を
上
げ
る
方
策
」な
ど
の
事
案
の
学
習
会
開
催

や
個
別
相
談
等
に
応
じ
て
い
る
。

○
北
川
村
ゆ
ず
王
国

　
2
0
0
6
年
に
村
が
誘
致
し
た
北
川
村
ゆ
ず
王

国
に
つ
い
て
。2
0
1
8
年
ご
ろ
か
ら
工
場
拡
張
の

意
向
が
示
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
関
係
者
の
承
諾
が

得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。近
年
、新
た
な
優
良
園
地
の

整
備
が
進
み
、
新
規
就
農
者
も
村
内
で
定
着
す
る

な
ど
、
少
し
ず
つ
成
果
が
表
れ
始
め
た
。村
が
取
り

組
む「
ゆ
ず
栽
培
を
軸
と
し
た
農
業
に
よ
る
産
業
振

興
」へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
想
定
さ
れ

る
工
場
拡
張
用
地
の
地
権
者
及
び
北
川
改
良
区
か

ら
概
ね
協
力
を
得
ら
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
北
川
村
ゆ
ず
王
国
か
ら
も
、
製
造
ラ
イ
ン

の
不
足
に
よ
る
機
会
ロ
ス
や
、
冷
凍
庫
賃
借
料
の
コ

ス
ト
増
の
解
消
に
向
け
工
場
を
拡
張
し
た
い
意
向

が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。村
の
産

業
振
興
に
と
っ
て
北
川
村
ゆ
ず
王
国
の
工
場
拡
張

は
重
要
な
案
件
で
あ
り
、実
現
に
向
け
て
各
関
係
機

関
と
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

　

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
阿
南
安
芸
自
動
車
道

　
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
阿
南
安
芸
自
動
車

道
の
一
部
と
な
る
国
道
4
9
3
号
整
備
の
進
捗
に

つ
い
て
。北
川
道
路
２
ー
２
工
区
に
お
け
る
和
田
ト

ン
ネ
ル
〜
柏
木
イ
ン
タ
ー
間
の
柏
木
１
号
橋
は
、
上

部
工
の
架
設
ま
で
を
終
え
て
６
月
末
に
完
成
予
定
。

２
号
橋
は
、本
年
度
中
の
架
設
完
了
を
目
指
し
て
上

部
工
を
製
作
中
、
柏
木
ト
ン
ネ
ル
は
本
年
度
、
工
事

に
着
手
す
る
予
定
。

　
北
川
道
路
１
工
区
の
安
倉
〜
和
田
間
は
、全
体
の

測
量
設
計
と
並
行
し
用
地
調
査
の
完
了
し
た
箇
所

か
ら
用
地
買
収
が
行
わ
れ
て
お
り
、
面
積
ベ
ー
ス
で

約
７
割
の
進
捗
。ま
た
、
用
地
買
収
が
完
了
し
た
二

又
、小
島
〜
和
田
間
に
つ
い
て
は
、順
次
、工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

　
令
和
８
年
度
ま
で
を
耐
震
化
促
進
強
化
期
間
と

し
て
、
補
助
額
の
引
き
上
げ
に
よ
る
自
己
負
担
の
軽

減
を
図
り
、
耐
震
化
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
。初
年
度
と
な
る
令
和
６
年
度
は
、
診
断
10
件
、

改
修
工
事
８
件
が
完
了
。今
年
度
も
５
月
末
現
在

で
、
診
断
３
件
、
改
修
工
事
２
件
の
申
請
を
い
た
だ

く
な
ど
、住
宅
の
耐
震
化
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
特
定
健
診

　
令
和
６
年
度
か
ら
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
行
動

変
容
を
促
す
、
ナ
ッ
ジ
理
論
の
知
見
を
応
用
し
た
受

診
勧
奨
に
取
り
組
ん
で
い
る
。そ
の
初
年
度
の
結
果

は
、特
定
健
診
受
診
率
の
５
月
速
報
値
で
50
・
9
%

と
、
３
月
議
会
で
の
報
告
か
ら
3
・
9
ポ
イ
ン
ト
増

え
、昨
年
同
月
と
比
較
し
て
も
0
・
9
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、
未
受
診
の
方
に
対
し
て
、
受

診
す
る
こ
と
に
よ
る
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
や
、
受
診

し
な
い
こ
と
に
よ
る
潜
在
的
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
理

解
を
促
す
こ
と
で
、
受
診
へ
の
動
機
付
け
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

○
集
団
健
診

　
今
年
度
の
集
団
健
診
は
、５
月
21
日
の
小
島
集
会

所
を
皮
切
り
に
、
６
月
26
日
、
27
日
の
村
民
会
館
に

て
実
施
す
る
。健
康
づ
く
り
婦
人
会
の
協
力
を
得

て
、
保
健
福
祉
推
進
員
と
共
に
未
受
診
者
宅
を
訪

問
し
て
受
診
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。生
活
習

慣
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
一
人
で
も
多
く
の

村
民
の
方
々
に
健
診
を
受
診
い
た
だ
け
る
よ
う
、引

き
続
き
働
き
か
け
を
行
う
。

　
ま
た
、
健
康
障
害
リ
ス
ク
の
高
い
方
を
対
象
に
、

看
護
師
資
格
を
有
す
る
保
健
福
祉
推
進
員
が
、
食

事
、
口
腔
衛
生
、
病
院
受
診
状
況
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
健
康
課
題
を
詳
細
に
把
握
し
、概
ね
２
カ
月
に
１

回
の
頻
度
で
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
個
別
の
助
言
を

行
っ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
必
要
に
応
じ
て
村
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
等

の
付
加
や
医
療
機
関
に
つ
な
ぐ
な
ど
、
関
係
機
関
と

密
に
連
携
し
な
が
ら
、フ
レ
イ
ル
予
防
に
対
応
す
る

支
援
を
進
め
て
い
る
。

○
糖
尿
病
重
症
化
予
防
事
業

　
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
中
の
方
々
に

対
し
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
継
続
的
に
実
施
し
、
生

活
習
慣
の
改
善
が
定
着
す
る
よ
う
支
援
に
努
め
て

い
る
。来
月
７
月
に
は
国
保
連
合
会
か
ら
プ
ロ
グ
ラ

ム
対
象
者
の
情
報
が
提
供
さ
れ
る
見
込
み
。今
年
度

か
ら
新
た
に
郵
送
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
利
用
の
意

思
確
認
を
行
い
、直
近
の
健
診
や
面
談
の
結
果
を
踏

ま
え
た
上
で
、
順
次
、
保
健
福
祉
推
進
員
に
よ
る
介

入
を
実
施
す
る
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
平
成
12
年
４
月
の
開
園
か
ら
25
年
が
経
過
し
て

施
設
・
設
備
の
経
年
劣
化
が
進
ん
で
お
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
、地
域
周
遊
の
促
進
な
ど
に
課
題
が
あ

る
。ま
た
、
長
年
の
交
流
を
通
じ「
モ
ネ
の
庭
」を
監

修
い
た
だ
い
て
い
る
「
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の
家
と
庭

（
本
家
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
モ
ネ
の
庭
）」
の
庭
園
管
理

責
任
者
か
ら
、
水
の
庭
の
池
と
園
路
の
距
離
や
、
花

の
庭
の
花
壇
の
配
置
な
ど
を
改
善
す
る
よ
う
指
導

を
受
け
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
財
源
と
し

て
、
県
か
ら
文
化
庁
の「
文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中

核
と
し
た
地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
推
進
事
業
」の

情
報
提
供
を
受
け
た
。「
モ
ネ
の
庭
」の
ソ
フ
ト
及
び

ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
を
図

る
た
め
、事
業
申
請
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
３
月
27
日
に
設
立
さ
れ
た
北
川
村
文
化
観
光
公

社
は
、
観
光
振
興
と
中
岡
慎
太
郎
館
の
管
理
運
営

を
前
団
体
か
ら
引
き
継
ぎ
、
村
全
体
の
広
報
、Ｐ
Ｒ

活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。今
後
は
村
の
主
要
３
施
設
を
中
心
と
し
た
交

流
人
口
拡
大
の
た
め
、
体
制
を
整
え
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
モ
ネ
の
庭
の
入
園
者
数
に
つ
い
て
は
、
開
園
25
周

年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
加
え
、
南
国
安
芸
道

路
「
高
知
龍
馬
空
港
Ｉ
Ｃ
〜
香
南
の
い
ち
Ｉ
Ｃ
」
の

開
通
や
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
あ
ん
ぱ
ん
」の

放
送
に
よ
る
相
乗
効
果
も
あ
り
、３
月
か
ら
５
月
末

ま
で
で
3
5
’7
2
3
人
と
、
目
標
比
1
0
5
％
で

推
移
し
て
い
る
。６
月
19
日
か
ら
「
き
た
が
わ
モ
ネ

さ
ん
」
を
あ
し
ら
っ
た
記
念
列
車
を
運
行
す
る
な

ど
、
青
い
ス
イ
レ
ン
が
見
ご
ろ
を
迎
え
る
季
節
に
向

け
、さ
ら
な
る
集
客
の
増
加
を
期
待
し
て
い
る
。

○
北
川
村
温
泉

　
北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
の
３
月
か
ら
５
月
末
ま

で
の
利
用
者
数
は
4
’1
4
7
人
（
対
前
年
同
期
比

1
0
8
・
5
％
）。

　
し
か
し
、
未
だ
人
員
補
充
が
か
な
わ
ず
、
フ
ロ
ン

ト
で
３
人
、
厨
房
で
１
人
の
人
員
不
足
が
続
い
て
い

る
た
め
、稼
働
率
を
７
割
に
制
限
し
た
営
業
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
が
、ス
タ
ッ
フ
の
努
力
に
よ
り
、旅

行
サ
イ
ト
じ
ゃ
ら
ん
や
楽
天
の
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
は

多
く
の
利
用
者
か
ら
高
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
以
降
、
人
員
不
足
を
補
う
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
や
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
か
ら
７
年
が
経
過
し
、従
前
施
設
か
ら
継
続
利

用
し
て
い
る
設
備
を
は
じ
め
耐
用
年
数
が
過
ぎ
る

設
備
等
の
更
新
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
始
め
て
い

る
。い
ず
れ
も
温
泉
の
利
用
者
数
に
直
結
す
る
課
題

と
な
る
の
で
、
計
画
的
に
対
応
す
べ
く
、
指
定
管
理

者
と
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
件
数
　
1
’4
0
2
件（
3
月
末
現
在
）

（
前
年
度
同
期
　
2
’9
0
5
件
）

　
寄
附
額
　
1
7
’7
1
5
千
円（
3
月
末
現
在
）

（
前
年
度
同
期
　
3
1
’0
9
8
千
円
）

　
令
和
６
年
度
は
よ
り
多
く
の
方
々
に
寄
附
金
を

募
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
３
つ
の
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
開
始
し
た
が
、寄
附
金
額
は
伸
び
悩
ん

で
お
り
、納
税
額
で
は
対
前
年
度
43
％
減
。

　
令
和
６
年
度
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
経
費
削
減
に

努
め
た
の
で
、今
年
度
は
寄
附
額
に
占
め
る
返
礼
率

の
引
き
上
げ
を
行
う
。今
後
も
寄
附
者
に
対
し
て
魅

力
あ
る
返
礼
品
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

■
教
育
関
係

○
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

　
15
年
間
を
見
通
し
た
保
小
中
の
一
体
的
な
取
り

組
み
に
よ
り
、
北
川
村
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
子
育

て
教
育
環
境
を
実
現
す
る
た
め
は
、北
川
村
子
育
て

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
着
実
に
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
。

　
改
め
て
教
育
委
員
会
内
に
15
年
間
の
一
貫
し
た

子
育
て
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、7
月
よ
り
文

部
科
学
省
か
ら
職
員
１
人
を
受
け
入
れ
る
。脱
炭
素

事
業
計
画
に
お
け
る
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ（
ネ
ッ
ト
・
ゼ

ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）
化
を
絡
め
た
新
た
な
学

び
や
の
整
備
を
含
め
、
そ
の
舞
台
づ
く
り
を
加
速
さ

せ
る
。

○
食
育
活
動

　
今
年
度
は
中
学
生
を
対
象
に
、朝
食
を
テ
ー
マ
と

し
た
。ま
ず
は
朝
食
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
た
め
、

６
月
に
鹿
児
島
県
ひ
よ
り
保
育
園
の
古
川
氏
を
招

き
「
イ
キ
イ
キ
と
生
き
る
力
を
、
自
力
で
身
に
つ
け

よ
う
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。当
日
は
学

校
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
食
生
活
改
善
推
進
委
員

や
地
域
の
方
々
も
参
加
し
、健
全
な
食
生
活
に
お
け

る
朝
食
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。今
後
は
子
ど
も
の
自
立
心
向
上
を
図

り
、
各
家
庭
で
の
実
践
に
つ
な
げ
る
た
め
、
朝
食
の

調
理
実
習
等
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、公
設
探
求
塾
に
参
加
し
て
い
る
小
学
生
が

５
月
に
田
植
え
を
行
っ
た
。９
月
に
は
稲
刈
り
を
行

い
、そ
の
後
収
穫
し
た
新
米
を
給
食
に
活
用
す
る
予

定
。こ
の
よ
う
に
子
ど
も
が
興
味
を
持
て
る
活
動
を

通
し
て
、
食
生
活
を
支
え
る
農
業
と
食
べ
物
に
対
す

る
意
識
や
関
心
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
館

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
北
川
村
文
化
観
光
公
社
が

指
定
管
理
者
と
な
り
、
中
岡
慎
太
郎
を
積
極
的
に

直
接
知
ら
し
め
る
方
法
の
検
討
を
開
始
す
る
と
と

も
に
、北
川
村
の
観
光
施
設
を
一
体
と
し
た
広
報
活

動
等
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
本
年
度
の
目
標
入
館
者
数
は
、
前
管
理
者
の
計

画
に
な
ら
い
6
’0
0
0
人
。5
月
末
ま
で
の
入
館

者
数
は
1
’1
5
4
人（
前
年
同
時
期
４
・
８
％
減
）

だ
が
、
入
館
者
数
に
と
ら
わ
れ
ず
、
中
岡
慎
太
郎
を

顕
彰
し
、広
く
知
ら
し
め
る
活
動
や
広
報
な
ど
の
整

理
を
行
い
、
村
内
外
へ
の
情
報
発
信
等
の
強
化
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　
③
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
こ
の
う
ち
、
消
防
・
救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
人

口
減
少
が
進
行
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、
救
急
需
要
の

増
加
や
大
規
模
災
害
な
ど
へ
の
対
応
に
必
要
と
な

る
消
防
力
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、県
内

全
市
町
村
の
常
備
消
防
組
織
と
、
県
が
行
う
消
防

活
動
の
う
ち
現
場
機
能
を
担
う
組
織
の
一
元
化
に

つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
全
市
町
村
長
及
び
全
消
防
長
、
関
係
者
に
よ
る

「
高
知
県
消
防
広
域
化
基
本
計
画
あ
り
方
検
討
会
」

「
総
務
部
会
」「
財
務
部
会
」「
消
防
業
務
部
会
」「
通

信
・
シ
ス
テ
ム
部
会
」
の
４
つ
の
専
門
部
会
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
検
討
が
進
め
ら

れ
る
。本
村
も
検
討
会
や
専
門
部
会
に
参
加
し
、
県

単
位
で
一
元
化
さ
れ
る
組
織
が
将
来
に
わ
た
っ
て
住

民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る
組
織
体
制

と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
6
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

尾﨑　一マ　議員

　
簡
易
水
道
配
水
池
作
業
道
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
配
水
池
に
お
い
て
は
、
新
設
工
事

が
終
了
し
た
。現
在
作
業
道
と
し
て
使
用
し
て
い

る
道
路
に
つ
い
て
、今
後
の
維
持
管
理
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
度
予
定
し
て
お
り

ま
す
旧
配
水
池
の
撤
去
工
事
の
作
業
道
路
及
び
今

後
の
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め
に
必
要
な
道

路
で
す
の
で
、
当
面
は
路
面
の
補
修
な
ど
の
通
行
に

支
障
が
な
い
程
度
の
維
持
管
理
を
行
い
、
将
来
的
に

は
舗
装
が
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　　
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問
　
令
和
7
年
6
月
1
日
よ
り
、
熱
中
症
に
対
す

る
対
策
が
法
律
に
よ
り
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、熱
中
症
患
者
の
報
告
体
制
の
整
備
や
周
知
、熱

中
症
の
悪
化
防
止
措
置
の
準
備
周
知
等
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
に
つ
い
て
、村
の
取
り
組
み
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
度
、
暑
さ
指
数
や
気
温
、
身
体
作
業
の
レ
ベ

ル
に
よ
る
基
準
が
示
さ
れ
、
基
準
値
を
満
た
す
と
、

作
業
環
境
に
お
け
る
健
康
管
理
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。村
の
業
務
に
置
き
換
え
る

と
、
特
に
屋
外
で
行
う
行
事
な
ど
に
、
ご
支
援
ご
協

力
く
だ
さ
る
方
々
、
あ
る
い
は
職
員
が
状
況
を
把

握
し
健
康
に
留
意
し
た
業
務
遂
行
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

員
個
々
が
指
標
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、熱

中
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
既
に
作
成
し
周
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら
夏
場
を
迎
え
ま
す
の

で
、相
互
に
注
意
喚
起
を
図
り
、熱
中
症
な
ど
健
康

障
害
を
起
こ
さ
な
い
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
村
関
連
の
公
社
や
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
も

同
様
と
思
う
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
体
制
整
備
に
つ
い

て
指
導
助
言
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
基
本
的
に
は
各
団
体
で
備
え
る
べ
き
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
等
子
ど
も
の
活
動
に
つ
い
て
は
村
が

作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
対
応
を
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
学
校
等
に
も
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
の
適
用
が
優
先

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
整
備
と
情
報
発
信
に
つ
い
て

問
　
令
和
7
年
度
よ
り
小
学
校
全
学
年
で
複
式
学

級
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
始
ま
っ
て
み
て
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
方
針
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。ま
た
、

人
材
の
確
保
、
育
成
に
つ
い
て
は
、
多
様
性
の
あ
る

教
育
を
推
進
す
る
体
制
を
整
備
す
る
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
、
全
て
の
教
職
員
が
1
年
間
を
通
し
て

指
導
力
向
上
の
た
め
の
校
内
研
修
を
十
数
回
実
施

い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、
本
年
度
も
２
カ
月
余
り
た

ち
ま
し
た
が
、
複
式
学
級
に
係
る
指
導
力
の
あ
る

教
員
の
ス
キ
ル
を
見
習
い
、
教
員
の
指
導
体
制
や

児
童
の
授
業
へ
の
参
加
状
態
は
良
好
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、校
内
外
の
研
修
へ
の
参
加
や
外
部
専
門
人

材
を
活
用
し
、
よ
り
効
果
の
高
い
授
業
と
体
験
活

動
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
多
年
齢
教
育
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
複
式
学
級
は
多
年
齢
教
育
の
一
場
面
で
す
。今

年
か
ら
小
中
学
校
の
北
川
学
で
は
、
縦
持
ち
の
グ

ル
ー
プ
で
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
お
り
、

異
な
る
学
級
で
の
多
年
齢
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
学
習

形
態
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
年
齢
教
育
で
効
果
が
見
ら
れ
る
の
が
、

公
設
探
求
塾
の
活
動
で
す
。小
学
生
か
ら
中
学
生

ま
で
の
多
年
齢
組
織
活
動
に
お
い
て
、下
級
生
と
上

級
生
の
学
び
合
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刺
激
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
、
多
年
齢
学
習
や
多

年
齢
活
動
の
場
面
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問
　
保
護
者
の
方
々
と
の
信
頼
関
係
、
連
携
と
い
う

も
の
を
大
切
に
す
る
と
い
う
の
は
と
て
も
大
切
だ
と

思
う
。不
安
と
か
疑
問
な
ど
へ
の
対
処
、
情
報
交
換
、

共
有
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
ま
た
、
保
・
小
・
中
の
保
護
者
の
方
々
向
け
の

子
育
て
・
教
育
環
境
へ
の
満
足
度
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
だ
け
で
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、

保
育
所
、小
学
校
、中
学
校
と
の
連
携
を
密
に
取
り

な
が
ら
、保
護
者
の
方
々
の
声
を
取
り
こ
ぼ
さ
ぬ
よ

う
に
、で
き
る
だ
け
適
切
な
お
答
え
を
お
返
し
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
年
末
に
実
施
予
定
で

す
の
で
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
実
施
後
に
機
会
を
見

ま
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
組
織
的
連
携
強
化
に
つ
い
て
、具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
評
価
し
た
の
か
。ま
た
学
校
現
場
の
声
は
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

 

答
　
教
育
長

　
小
学
校
と
中
学
校
の
正
規
の
教
職
員
は
8
人
ず
つ

で
す
が
、
そ
れ
に
学
習
支
援
員
と
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
合
わ
せ
た
組
織
を
母
体
と
し
て
、
小
学

校
と
中
学
校
の
組
織
を
独
立
性
の
高
い
も
の
と
せ

ず
、お
互
い
が
乗
り
入
れ
た
中
で
、効
率
化
と
連
携
機

能
を
追
求
し
な
が
ら
組
織
力
を
高
め
て
お
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
か
ら
は
、
毎
日
数
人
が
小
中
学
校
に
乗

り
入
れ
て
お
り
、
学
校
と
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
電
話
連

絡
に
よ
っ
て
状
況
把
握
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
人
材
の
確
保
の
状
況
は
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
も
雇
用
に
は
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。６

月
末
に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
移
住
フ
ェ
ア
に
参

加
を
予
定
し
て
お
り
、そ
こ
で
募
集
活
動
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。ま
た
今
後
、
県
の
指
導
を
仰
い
だ
り
、

他
市
町
村
の
雇
用
事
例
を
参
考
に
し
、
雇
用
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　問
　
中
山
間
地
域
モ
デ
ル
校
と
な
る
た
め
に
は
、

外
部
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
、
特
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
少
な
い
児
童
生
徒
数
で
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
学

力
保
障
が
実
現
で
き
る
こ
と
。言
い
換
え
れ
ば
少
な

い
児
童
生
徒
だ
か
ら
数
多
く
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、児

童
生
徒
自
身
の
反
復
力
と
主
体
性
の
高
ま
り
に
よ

り
学
力
が
定
着
す
る
こ
と
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
、

英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
で
日
常
会
話
が
可
能
な
語

学
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　
地
域
資
源
活
用
で
北
川
学
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
こ
と
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実

践
す
る
こ
と
で
９
年
間
の
系
統
的
な
活
動
内
容
の

視
覚
化
と
課
題
解
決
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
で
実
現
す
る
他
校
や
海
外

と
の
接
続
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
活
用
で
、
授
業
か

ら
続
く
放
課
後
学
習
や
家
庭
学
習
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
。

　
地
域
と
の
連
携
や
地
元
産
業
の
理
解
を
通
じ
た

郷
土
愛
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
体
験
活
動
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
。

　
北
川
学
や
食
育
な
ど
の
村
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
反

映
さ
せ
た
教
育
課
程
の
編
成
や
実
践
を
行
う
こ
と
。

　
村
や
学
校
で
実
践
す
る
活
動
を
通
し
た
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
自
立
し
た
社
会
接
続
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

社
会
を
生
き
抜
く
能
力
を
身
に
つ
け
、３
人
に
１
人

が
村
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
教
育
の
実
践
が
で
き

れ
ば
、中
山
間
地
域
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
認
知
さ
れ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
し
っ
か
り
と
し
た
学
力
保
障
の
実
現
の
た
め

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
授
業
だ
け
で
学
力
保
障
を
実
現
す
る
の
は
現
実

的
で
は
な
く
、
授
業
を
き
っ
か
け
に
、
学
び
が
ど
の

ぐ
ら
い
放
課
後
学
習
や
家
庭
学
習
に
つ
な
が
る
か

が
重
要
で
す
。大
事
な
の
は
習
慣
と
反
復
で
す
の

で
、
授
業
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
身
に
付
く
よ
う

に
根
気
強
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
目

標
を
持
っ
た
と
き
の
学
び
は
具
体
的
な
学
習
活
動

に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、児
童
生
徒
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
に
応
じ
た
目
標
を
持
た
せ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
外
部
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

は
、抽
象
的
な
言
葉
を
並
べ
て
も
な
か
な
か
分
か
ら

な
い
と
思
う
。具
体
的
な
数
字
を
示
し
て
ア
ピ
ー
ル

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
学
力
で
い
え
ば
、目
標
と
し
て
お
り
ま
す
偏
差
値

50
の
実
現
や
、
外
国
語
検
定
の
実
績
に
な
る
と
思

い
ま
す
。数
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
立
し
た
選

択
に
よ
る
高
校
進
学
実
績
も
具
体
的
事
実
と
な
る

要
素
と
言
え
ま
す
。ま
た
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の

方
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
満
足
度
と
い
う
数
値
も
ア

ピ
ー
ル
材
料
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ

う
な
も
の
を
広
く
外
部
に
伝
え
る
手
法
に
取
り
組

む
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
力
を
養
う
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
処
す
る

た
め
に
は
、
自
由
に
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
く

て
は
意
味
が
な
い
と
思
う
。今
後
の
具
体
的
な
プ
ロ

セ
ス
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
に
関
心
を
持
た
せ

る
こ
と
が
最
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ

の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
8
月
27
日
か
ら
3
泊

4
日
で
行
わ
れ
ま
す
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
の

英
語
研
修
が
あ
り
ま
す
。語
学
上
達
と
い
う
よ
り

は
、イ
ギ
リ
ス
文
化
を
通
し
て
英
語
に
親
し
む
こ
と

や
、外
国
語
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
が
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
の

１
つ
の
ス
タ
ー
ト
に
な
ろ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。他
に
も
、
検
定
試
験
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と

や
、
国
際
交
流
員
な
ど
を
活
用
し
て
会
話
に
近
づ

け
る
よ
う
な
活
動
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

問
　
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
力
を
養
う
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
、
現
在
保
育
所
で
行
っ
て
い
る

取
り
組
み
は
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
保
育
所
に
国
際
交
流
員
１
人
が
週
に
２
日

ほ
ど
出
向
き
、
ゲ
ー
ム
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
い

ろ
ん
な
遊
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
ま
ず

は
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
分
か
り

に
く
い
と
こ
ろ
は
日
本
語
を
呼
び
水
に
し
て
英
語

に
つ
な
げ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
北
川
村
の
子
育
て
教
育
環
境
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
、現
在
の
状
況
は
。

 

答
　
教
育
長

　
本
年
度
よ
り
教
育
委
員
会
と
小
中
学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
をnote

と
い
うG

oogle P
lay

の
ア

プ
リ
を
使
用
し
、メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
て

作
成
す
る
よ
う
変
更
い
た
し
ま
し
た
。昨
年
度
ま
で

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
は
個
人
個
人
で
簡
単
に

書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
更
新
が
随
時
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
のnote

は
、
関
係
す

る
も
の
で
あ
れ
ば
誰
で
も
す
ぐ
に
記
事
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
媒
体
を
活
用
し
て
、新
し
い
内
容
の
情
報
発
信

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
今
ま
で
も
活

松﨑　智香　議員

用
し
て
お
り
ま
し
た
広
報
誌
や
村
内
回
覧
で
も
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
村
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
芸
・
安
芸
周

辺
で
仕
事
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
世
代
が
結
婚

や
家
を
考
え
る
際
に
、
北
川
村
に
住
み
た
い
と
思
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
情
報

発
信
と
ア
ピ
ー
ル
が
重
要
だ
と
思
う
。住
環
境
と

子
育
て
環
境
の
一
体
的
な
情
報
発
信
も
具
体
的
な

数
値
を
示
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
、魅
力
を
認

識
し
て
も
ら
え
な
い
と
思
う
。そ
し
て
、
多
く
の
人

に
伝
わ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
単
独
で
の
情
報
発
信
と
は
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
住
宅
や
移
住
の
関
連
情
報
が
出
る
際

に
、
教
育
情
報
を
同
時
発
出
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。具
体
的
な
数
値
や
実
績
と
い
う

も
の
が
広
く
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
教
育
環

境
を
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
選
択
材
料
に
も
な
る
も

の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。学
力
や
外
国
語
検
定
、

ま
た
、
進
路
実
績
な
ど
魅
力
と
な
る
数
値
や
事
実
を

そ
の
ま
ま
出
せ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
し
っ
か

り
伝
わ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
今
後
も
教
育
環
境
の
整
備
を
着
実
に
実
行
し
て

も
ら
い
た
い
。そ
し
て
い
ろ
ん
な
場
面
で
見
学
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で
、声
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

 

答
　
教
育
長

　
今
ま
で
の
継
続
的
な
試
み
、ま
た
新
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、
広
く
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
い
、

評
価
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

‥

議
案
審
議‥

◇
報
　
告
◇

令
和
６
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
施
行

令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
施
行

令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
営
企
業
法
第
26
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、
同
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す

る
も
の
。

◇
契
　
約
◇

北
川
村
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
室

改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法

第
96
条
第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
新
進
建
設
株
式
会
社

　
契
約
金
額
　
　
8
1
’6
3
2
’1
0
0
円

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
条
　
例
◇

地
方
自
治
法
第
2
0
3
条
の
２
の
規
定
に

よ
る
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並

び
に
そ
の
支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
会
議
員
の
選
挙
時
の
執
行
経
費
の
基
準
に

関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
７
年
度
北
川
村

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
及
び

地
域
脱
炭
素
移
行
・
再

エ
ネ
推
進
交
付
金
に
関
す

る
事
業
等
に
要
す
る
経

費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成

　
　
　（
原
案
可
決
）

け
ん
そ
う

区
　
分
　
総
件
数  

発
注
件
数 

完
了
件
数  

発
注
率   

完
了
率

繰
越
明
許
費 

 

11
　   

８       

２     

72
･
7
％  

18
･
2
％

現
年
予
算 

 

21
　   

３       

0
　 

14
･
3
％
　   

0
％

1011



‥

一
般
質
問‥

　
簡
易
水
道
施
設
耐
震
化
工
事
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
施
設
整
備
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
に

つ
い
て
説
明
を
求
む
。

 

答
　
村
長

　
簡
易
水
道
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、昭
和
56
年
の

供
用
開
始
後
43
年
が
経
過
し
て
お
り
、
平
成
30
年

に
管
路
の
耐
震
化
設
計
、
平
成
31
年
か
ら
整
備
に

着
手
、
令
和
2
年
に
配
水
池
の
設
計
及
び
管
路

ル
ー
ト
追
加
に
よ
る
見
直
し
を
実
施
、
令
和
5
年

に
は
配
水
池
の
耐
震
化
が
完
了
し
、
現
在
配
管
の

耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

　
耐
震
化
事
業
の
概
要
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
配

水
池
を
除
き
、
設
計
上
の
耐
震
化
更
新
管
路
延
長

の
合
計
は
1
万
4
’3
5
7
ｍ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
久
府
付
配
水
池
の
耐
震
化
に
か
か
っ
た
費
用

は
い
く
ら
か
。

 

答
　
村
長

　
配
水
池
耐
震
化
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
は
、ス
テ

ン
レ
ス
製
の
内
部
２
層
式
で
配
水
池
清
掃
の
際
は
、

断
水
を
行
わ
ず
に
対
応
で
き
る
構
造
と
し
て
お
り

ま
す
。大
き
さ
、
規
模
に
つ
き
ま
し
て
は
長
さ
が
9

ｍ
、幅
5
ｍ
、高
さ
4
・
5
ｍ
、容
量
は
1
8
0
ｔ
、事

業
費
は
約
7
’6
0
0
万
円
で
令
和
５
年
度
に
完

了
し
て
お
り
ま
す
。

　問
　
整
備
計
画
に
つ
い
て
、令
和
３
年
計
画
か
ら
令

和
６
年
計
画
に
変
更
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

 

答
　
村
長

　
村
内
工
事
全
て
に
わ
た
っ
て
い
え
る
こ
と
だ
が
、

資
材
及
び
人
件
費
の
高
騰
が
見
直
し
を
図
っ
た
要

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
い
つ
来
る
か
分
か

ら
な
い
状
況
の
中
で
、
一
刻
も
早
く
こ
の
命
の
水
に

手
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。北
川
村
の
人
口
の

ほ
ぼ
8
割
が
住
ん
で
い
る
地
区
の
耐
震
化
工
事
、

導
水
管
の
入
れ
替
え
を
1
日
で
も
早
く
完
了
す
べ

き
と
思
う
。計
画
を
も
う
一
度
見
直
し
、
毎
年
5
’

0
0
0
万
円
よ
り
も
っ
と
上
積
み
を
し
、
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
耐
震
化
更
新
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
規

模
、設
置
年
度
、老
朽
化
度
を
鑑
み
た
措
置
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。水
道
管
の
耐
用
年
数
が
一
般
的
に
、
40
年

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、40
年
の
更
新
サ
イ

ク
ル
を
考
慮
し
た
長
期
的
な
計
画
を
策
定
し
つ
つ
、

並
行
し
て
、
補
助
金
財
源
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、

村
内
の
地
区
管
理
と
し
て
い
る
水
道
施
設
を
利
用

し
て
い
る
村
民
の
皆
様
へ
の
説
明
を
行
い
、
順
次
、

施
設
管
理
と
水
道
料
金
の
統
一
を
図
り
な
が
ら
、

財
源
の
確
保
を
行
い
、
で
き
る
限
り
早
期
の
対
応

を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
水
道
管
の
敷
設
工
事
、
入
れ
替
え
工
事
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
村
民
か
ら
の
声
も
あ
り
、
前
倒

し
で
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
現
状
と
い
た
し
ま
し
て
令
和
6
年
度
か
ら
管
轄

省
庁
が
厚
生
労
働
省
か
ら
国
土
交
通
省
へ
移
管
さ

れ
て
お
り
ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
改
め
て
補
助
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
、
採
択
要
件
等
を
精
査
し
、
財
源

の
確
保
に
向
け
た
対
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。人
件
費
、
資
材
高
騰
に
よ
っ
て
さ
ら
に
繰
り

延
べ
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
村
と
し
て
も
避
け
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
の

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

問
　
７
年
前
の
温
泉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
、
人
員
不

足
を
補
え
ず
、
稼
働
率
を
制
限
し
て
営
業
し
て
い

る
。そ
ん
な
中
で
、
村
民
が
活
用
で
き
て
い
な
い
現

状
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。こ
れ
か
ら
の
大
き
な
方

向
性
、村
長
の
展
望
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
村
は
温
泉
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
、
指
定
管
理

者
に
対
し
て
指
定
管
理
料
を
求
め
る
こ
と
が
な
い

よ
う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
お
り
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
指
定
管

理
者
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
赤
字
を
出

さ
ず
に
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。指
定
管
理
者

か
ら
は
、
50
歳
代
以
上
の
家
族
連
れ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
喧
騒
か
ら
離
れ
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
っ
て
お
り
、
旅
行
専
門
サ
イ
ト
に
お
い
て
静
か
で

清
潔
感
が
あ
り
、
温
泉
、
食
事
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
も

良
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
客
を
中
心
に
人
気
の
高
い
温

泉
宿
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。こ
の
よ
う
に
指
定
管
理
者
に
は
経
営
の
安
定
と

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
だ
き
な
が
ら
、そ

の
中
で
で
き
る
限
り
の
還
元
を
村
民
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
現
在
村
民
の
入
浴
料
を

半
額
以
下
に
設
定
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問
　
稼
働
率
が
７
割
の
経
営
状
況
と
聞
く
が
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、
人
材
確
保
を

図
り
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

 

答
　
村
長

　
人
員
不
足
が
常
態
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
は
３
年
後
の
継
続
勤
務
に
課
題
が
残
り
ま
す
。

村
と
し
て
も
そ
う
し
た
こ
と
を
加
味
し
、
稼
働
率

を
で
き
る
限
り
向
上
さ
せ
る
よ
う
、
指
定
管
理
者

と
協
議
を
行
い
、
対
応
可
能
な
制
度
を
洗
い
出
し

提
案
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
配
水
池
作
業
道
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
配
水
池
に
お
い
て
は
、
新
設
工
事

が
終
了
し
た
。現
在
作
業
道
と
し
て
使
用
し
て
い

る
道
路
に
つ
い
て
、今
後
の
維
持
管
理
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
度
予
定
し
て
お
り

ま
す
旧
配
水
池
の
撤
去
工
事
の
作
業
道
路
及
び
今

後
の
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め
に
必
要
な
道

路
で
す
の
で
、
当
面
は
路
面
の
補
修
な
ど
の
通
行
に

支
障
が
な
い
程
度
の
維
持
管
理
を
行
い
、
将
来
的
に

は
舗
装
が
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　　
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問
　
令
和
7
年
6
月
1
日
よ
り
、
熱
中
症
に
対
す

る
対
策
が
法
律
に
よ
り
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、熱
中
症
患
者
の
報
告
体
制
の
整
備
や
周
知
、熱

中
症
の
悪
化
防
止
措
置
の
準
備
周
知
等
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
に
つ
い
て
、村
の
取
り
組
み
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
度
、
暑
さ
指
数
や
気
温
、
身
体
作
業
の
レ
ベ

ル
に
よ
る
基
準
が
示
さ
れ
、
基
準
値
を
満
た
す
と
、

作
業
環
境
に
お
け
る
健
康
管
理
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。村
の
業
務
に
置
き
換
え
る

と
、
特
に
屋
外
で
行
う
行
事
な
ど
に
、
ご
支
援
ご
協

力
く
だ
さ
る
方
々
、
あ
る
い
は
職
員
が
状
況
を
把

握
し
健
康
に
留
意
し
た
業
務
遂
行
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

員
個
々
が
指
標
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、熱

中
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
既
に
作
成
し
周
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら
夏
場
を
迎
え
ま
す
の

で
、相
互
に
注
意
喚
起
を
図
り
、熱
中
症
な
ど
健
康

障
害
を
起
こ
さ
な
い
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
村
関
連
の
公
社
や
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
も

同
様
と
思
う
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
体
制
整
備
に
つ
い

て
指
導
助
言
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
基
本
的
に
は
各
団
体
で
備
え
る
べ
き
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
等
子
ど
も
の
活
動
に
つ
い
て
は
村
が

作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
対
応
を
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
学
校
等
に
も
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
の
適
用
が
優
先

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
整
備
と
情
報
発
信
に
つ
い
て

問
　
令
和
7
年
度
よ
り
小
学
校
全
学
年
で
複
式
学

級
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
始
ま
っ
て
み
て
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
方
針
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。ま
た
、

人
材
の
確
保
、
育
成
に
つ
い
て
は
、
多
様
性
の
あ
る

教
育
を
推
進
す
る
体
制
を
整
備
す
る
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
、
全
て
の
教
職
員
が
1
年
間
を
通
し
て

指
導
力
向
上
の
た
め
の
校
内
研
修
を
十
数
回
実
施

い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、
本
年
度
も
２
カ
月
余
り
た

ち
ま
し
た
が
、
複
式
学
級
に
係
る
指
導
力
の
あ
る

教
員
の
ス
キ
ル
を
見
習
い
、
教
員
の
指
導
体
制
や

児
童
の
授
業
へ
の
参
加
状
態
は
良
好
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、校
内
外
の
研
修
へ
の
参
加
や
外
部
専
門
人

材
を
活
用
し
、
よ
り
効
果
の
高
い
授
業
と
体
験
活

動
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
多
年
齢
教
育
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
複
式
学
級
は
多
年
齢
教
育
の
一
場
面
で
す
。今

年
か
ら
小
中
学
校
の
北
川
学
で
は
、
縦
持
ち
の
グ

ル
ー
プ
で
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
お
り
、

異
な
る
学
級
で
の
多
年
齢
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
学
習

形
態
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
年
齢
教
育
で
効
果
が
見
ら
れ
る
の
が
、

公
設
探
求
塾
の
活
動
で
す
。小
学
生
か
ら
中
学
生

ま
で
の
多
年
齢
組
織
活
動
に
お
い
て
、下
級
生
と
上

級
生
の
学
び
合
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刺
激
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
、
多
年
齢
学
習
や
多

年
齢
活
動
の
場
面
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問
　
保
護
者
の
方
々
と
の
信
頼
関
係
、
連
携
と
い
う

も
の
を
大
切
に
す
る
と
い
う
の
は
と
て
も
大
切
だ
と

思
う
。不
安
と
か
疑
問
な
ど
へ
の
対
処
、
情
報
交
換
、

共
有
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
ま
た
、
保
・
小
・
中
の
保
護
者
の
方
々
向
け
の

子
育
て
・
教
育
環
境
へ
の
満
足
度
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
だ
け
で
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、

保
育
所
、小
学
校
、中
学
校
と
の
連
携
を
密
に
取
り

な
が
ら
、保
護
者
の
方
々
の
声
を
取
り
こ
ぼ
さ
ぬ
よ

う
に
、で
き
る
だ
け
適
切
な
お
答
え
を
お
返
し
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
年
末
に
実
施
予
定
で

す
の
で
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
実
施
後
に
機
会
を
見

ま
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
組
織
的
連
携
強
化
に
つ
い
て
、具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
評
価
し
た
の
か
。ま
た
学
校
現
場
の
声
は
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

 

答
　
教
育
長

　
小
学
校
と
中
学
校
の
正
規
の
教
職
員
は
8
人
ず
つ

で
す
が
、
そ
れ
に
学
習
支
援
員
と
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
合
わ
せ
た
組
織
を
母
体
と
し
て
、
小
学

校
と
中
学
校
の
組
織
を
独
立
性
の
高
い
も
の
と
せ

ず
、お
互
い
が
乗
り
入
れ
た
中
で
、効
率
化
と
連
携
機

能
を
追
求
し
な
が
ら
組
織
力
を
高
め
て
お
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
か
ら
は
、
毎
日
数
人
が
小
中
学
校
に
乗

り
入
れ
て
お
り
、
学
校
と
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
電
話
連

絡
に
よ
っ
て
状
況
把
握
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
人
材
の
確
保
の
状
況
は
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
も
雇
用
に
は
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。６

月
末
に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
移
住
フ
ェ
ア
に
参

加
を
予
定
し
て
お
り
、そ
こ
で
募
集
活
動
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。ま
た
今
後
、
県
の
指
導
を
仰
い
だ
り
、

他
市
町
村
の
雇
用
事
例
を
参
考
に
し
、
雇
用
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　問
　
中
山
間
地
域
モ
デ
ル
校
と
な
る
た
め
に
は
、

外
部
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
、
特
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
少
な
い
児
童
生
徒
数
で
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
学

力
保
障
が
実
現
で
き
る
こ
と
。言
い
換
え
れ
ば
少
な

い
児
童
生
徒
だ
か
ら
数
多
く
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、児

童
生
徒
自
身
の
反
復
力
と
主
体
性
の
高
ま
り
に
よ

り
学
力
が
定
着
す
る
こ
と
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
、

英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
で
日
常
会
話
が
可
能
な
語

学
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　
地
域
資
源
活
用
で
北
川
学
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
こ
と
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実

践
す
る
こ
と
で
９
年
間
の
系
統
的
な
活
動
内
容
の

視
覚
化
と
課
題
解
決
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
で
実
現
す
る
他
校
や
海
外

と
の
接
続
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
活
用
で
、
授
業
か

ら
続
く
放
課
後
学
習
や
家
庭
学
習
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
。

　
地
域
と
の
連
携
や
地
元
産
業
の
理
解
を
通
じ
た

郷
土
愛
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
体
験
活
動
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
。

　
北
川
学
や
食
育
な
ど
の
村
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
反

映
さ
せ
た
教
育
課
程
の
編
成
や
実
践
を
行
う
こ
と
。

　
村
や
学
校
で
実
践
す
る
活
動
を
通
し
た
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
自
立
し
た
社
会
接
続
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

社
会
を
生
き
抜
く
能
力
を
身
に
つ
け
、３
人
に
１
人

が
村
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
教
育
の
実
践
が
で
き

れ
ば
、中
山
間
地
域
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
認
知
さ
れ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
し
っ
か
り
と
し
た
学
力
保
障
の
実
現
の
た
め

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
授
業
だ
け
で
学
力
保
障
を
実
現
す
る
の
は
現
実

的
で
は
な
く
、
授
業
を
き
っ
か
け
に
、
学
び
が
ど
の

ぐ
ら
い
放
課
後
学
習
や
家
庭
学
習
に
つ
な
が
る
か

が
重
要
で
す
。大
事
な
の
は
習
慣
と
反
復
で
す
の

で
、
授
業
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
身
に
付
く
よ
う

に
根
気
強
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
目

標
を
持
っ
た
と
き
の
学
び
は
具
体
的
な
学
習
活
動

に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、児
童
生
徒
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
に
応
じ
た
目
標
を
持
た
せ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
外
部
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

は
、抽
象
的
な
言
葉
を
並
べ
て
も
な
か
な
か
分
か
ら

な
い
と
思
う
。具
体
的
な
数
字
を
示
し
て
ア
ピ
ー
ル

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
学
力
で
い
え
ば
、目
標
と
し
て
お
り
ま
す
偏
差
値

50
の
実
現
や
、
外
国
語
検
定
の
実
績
に
な
る
と
思

い
ま
す
。数
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
立
し
た
選

択
に
よ
る
高
校
進
学
実
績
も
具
体
的
事
実
と
な
る

要
素
と
言
え
ま
す
。ま
た
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の

方
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
満
足
度
と
い
う
数
値
も
ア

ピ
ー
ル
材
料
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ

う
な
も
の
を
広
く
外
部
に
伝
え
る
手
法
に
取
り
組

む
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
力
を
養
う
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
処
す
る

た
め
に
は
、
自
由
に
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
く

て
は
意
味
が
な
い
と
思
う
。今
後
の
具
体
的
な
プ
ロ

セ
ス
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
に
関
心
を
持
た
せ

る
こ
と
が
最
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ

の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
8
月
27
日
か
ら
3
泊

4
日
で
行
わ
れ
ま
す
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
の

英
語
研
修
が
あ
り
ま
す
。語
学
上
達
と
い
う
よ
り

は
、イ
ギ
リ
ス
文
化
を
通
し
て
英
語
に
親
し
む
こ
と

や
、外
国
語
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
が
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
の

１
つ
の
ス
タ
ー
ト
に
な
ろ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。他
に
も
、
検
定
試
験
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と

や
、
国
際
交
流
員
な
ど
を
活
用
し
て
会
話
に
近
づ

け
る
よ
う
な
活
動
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

問
　
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
力
を
養
う
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
、
現
在
保
育
所
で
行
っ
て
い
る

取
り
組
み
は
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
保
育
所
に
国
際
交
流
員
１
人
が
週
に
２
日

ほ
ど
出
向
き
、
ゲ
ー
ム
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
い

ろ
ん
な
遊
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
ま
ず

は
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
分
か
り

に
く
い
と
こ
ろ
は
日
本
語
を
呼
び
水
に
し
て
英
語

に
つ
な
げ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
北
川
村
の
子
育
て
教
育
環
境
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
、現
在
の
状
況
は
。

 

答
　
教
育
長

　
本
年
度
よ
り
教
育
委
員
会
と
小
中
学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
をnote

と
い
うG

oogle P
lay

の
ア

プ
リ
を
使
用
し
、メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
て

作
成
す
る
よ
う
変
更
い
た
し
ま
し
た
。昨
年
度
ま
で

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
は
個
人
個
人
で
簡
単
に

書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
更
新
が
随
時
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
のnote

は
、
関
係
す

る
も
の
で
あ
れ
ば
誰
で
も
す
ぐ
に
記
事
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
媒
体
を
活
用
し
て
、新
し
い
内
容
の
情
報
発
信

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
今
ま
で
も
活

和田　和恵　議員

平岡　章秀　議員

用
し
て
お
り
ま
し
た
広
報
誌
や
村
内
回
覧
で
も
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
村
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
芸
・
安
芸
周

辺
で
仕
事
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
世
代
が
結
婚

や
家
を
考
え
る
際
に
、
北
川
村
に
住
み
た
い
と
思
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
情
報

発
信
と
ア
ピ
ー
ル
が
重
要
だ
と
思
う
。住
環
境
と

子
育
て
環
境
の
一
体
的
な
情
報
発
信
も
具
体
的
な

数
値
を
示
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
、魅
力
を
認

識
し
て
も
ら
え
な
い
と
思
う
。そ
し
て
、
多
く
の
人

に
伝
わ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
単
独
で
の
情
報
発
信
と
は
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
住
宅
や
移
住
の
関
連
情
報
が
出
る
際

に
、
教
育
情
報
を
同
時
発
出
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。具
体
的
な
数
値
や
実
績
と
い
う

も
の
が
広
く
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
教
育
環

境
を
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
選
択
材
料
に
も
な
る
も

の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。学
力
や
外
国
語
検
定
、

ま
た
、
進
路
実
績
な
ど
魅
力
と
な
る
数
値
や
事
実
を

そ
の
ま
ま
出
せ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
し
っ
か

り
伝
わ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
今
後
も
教
育
環
境
の
整
備
を
着
実
に
実
行
し
て

も
ら
い
た
い
。そ
し
て
い
ろ
ん
な
場
面
で
見
学
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で
、声
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

 

答
　
教
育
長

　
今
ま
で
の
継
続
的
な
試
み
、ま
た
新
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、
広
く
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
い
、

評
価
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

‥

議
案
審
議‥

◇
報
　
告
◇

令
和
６
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
施
行

令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
施
行

令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
営
企
業
法
第
26
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、
同
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す

る
も
の
。

◇
契
　
約
◇

北
川
村
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
室

改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法

第
96
条
第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
新
進
建
設
株
式
会
社

　
契
約
金
額
　
　
8
1
’6
3
2
’1
0
0
円

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
条
　
例
◇

地
方
自
治
法
第
2
0
3
条
の
２
の
規
定
に

よ
る
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並

び
に
そ
の
支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
会
議
員
の
選
挙
時
の
執
行
経
費
の
基
準
に

関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
７
年
度
北
川
村

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
及
び

地
域
脱
炭
素
移
行
・
再

エ
ネ
推
進
交
付
金
に
関
す

る
事
業
等
に
要
す
る
経

費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成

　
　
　（
原
案
可
決
）
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‥

一
般
質
問‥

　
簡
易
水
道
施
設
耐
震
化
工
事
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
施
設
整
備
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
に

つ
い
て
説
明
を
求
む
。

 

答
　
村
長

　
簡
易
水
道
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、昭
和
56
年
の

供
用
開
始
後
43
年
が
経
過
し
て
お
り
、
平
成
30
年

に
管
路
の
耐
震
化
設
計
、
平
成
31
年
か
ら
整
備
に

着
手
、
令
和
2
年
に
配
水
池
の
設
計
及
び
管
路

ル
ー
ト
追
加
に
よ
る
見
直
し
を
実
施
、
令
和
5
年

に
は
配
水
池
の
耐
震
化
が
完
了
し
、
現
在
配
管
の

耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

　
耐
震
化
事
業
の
概
要
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
配

水
池
を
除
き
、
設
計
上
の
耐
震
化
更
新
管
路
延
長

の
合
計
は
1
万
4
’3
5
7
ｍ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
久
府
付
配
水
池
の
耐
震
化
に
か
か
っ
た
費
用

は
い
く
ら
か
。

 

答
　
村
長

　
配
水
池
耐
震
化
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
は
、ス
テ

ン
レ
ス
製
の
内
部
２
層
式
で
配
水
池
清
掃
の
際
は
、

断
水
を
行
わ
ず
に
対
応
で
き
る
構
造
と
し
て
お
り

ま
す
。大
き
さ
、
規
模
に
つ
き
ま
し
て
は
長
さ
が
9

ｍ
、幅
5
ｍ
、高
さ
4
・
5
ｍ
、容
量
は
1
8
0
ｔ
、事

業
費
は
約
7
’6
0
0
万
円
で
令
和
５
年
度
に
完

了
し
て
お
り
ま
す
。

　問
　
整
備
計
画
に
つ
い
て
、令
和
３
年
計
画
か
ら
令

和
６
年
計
画
に
変
更
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

 

答
　
村
長

　
村
内
工
事
全
て
に
わ
た
っ
て
い
え
る
こ
と
だ
が
、

資
材
及
び
人
件
費
の
高
騰
が
見
直
し
を
図
っ
た
要

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
い
つ
来
る
か
分
か

ら
な
い
状
況
の
中
で
、
一
刻
も
早
く
こ
の
命
の
水
に

手
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。北
川
村
の
人
口
の

ほ
ぼ
8
割
が
住
ん
で
い
る
地
区
の
耐
震
化
工
事
、

導
水
管
の
入
れ
替
え
を
1
日
で
も
早
く
完
了
す
べ

き
と
思
う
。計
画
を
も
う
一
度
見
直
し
、
毎
年
5
’

0
0
0
万
円
よ
り
も
っ
と
上
積
み
を
し
、
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
耐
震
化
更
新
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
規

模
、設
置
年
度
、老
朽
化
度
を
鑑
み
た
措
置
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。水
道
管
の
耐
用
年
数
が
一
般
的
に
、
40
年

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、40
年
の
更
新
サ
イ

ク
ル
を
考
慮
し
た
長
期
的
な
計
画
を
策
定
し
つ
つ
、

並
行
し
て
、
補
助
金
財
源
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、

村
内
の
地
区
管
理
と
し
て
い
る
水
道
施
設
を
利
用

し
て
い
る
村
民
の
皆
様
へ
の
説
明
を
行
い
、
順
次
、

施
設
管
理
と
水
道
料
金
の
統
一
を
図
り
な
が
ら
、

財
源
の
確
保
を
行
い
、
で
き
る
限
り
早
期
の
対
応

を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
水
道
管
の
敷
設
工
事
、
入
れ
替
え
工
事
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
村
民
か
ら
の
声
も
あ
り
、
前
倒

し
で
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
現
状
と
い
た
し
ま
し
て
令
和
6
年
度
か
ら
管
轄

省
庁
が
厚
生
労
働
省
か
ら
国
土
交
通
省
へ
移
管
さ

れ
て
お
り
ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
改
め
て
補
助
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
、
採
択
要
件
等
を
精
査
し
、
財
源

の
確
保
に
向
け
た
対
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。人
件
費
、
資
材
高
騰
に
よ
っ
て
さ
ら
に
繰
り

延
べ
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
村
と
し
て
も
避
け
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
の

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

問
　
７
年
前
の
温
泉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
、
人
員
不

足
を
補
え
ず
、
稼
働
率
を
制
限
し
て
営
業
し
て
い

る
。そ
ん
な
中
で
、
村
民
が
活
用
で
き
て
い
な
い
現

状
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。こ
れ
か
ら
の
大
き
な
方

向
性
、村
長
の
展
望
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
村
は
温
泉
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
、
指
定
管
理

者
に
対
し
て
指
定
管
理
料
を
求
め
る
こ
と
が
な
い

よ
う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
お
り
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
指
定
管

理
者
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
赤
字
を
出

さ
ず
に
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。指
定
管
理
者

か
ら
は
、
50
歳
代
以
上
の
家
族
連
れ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
喧
騒
か
ら
離
れ
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
っ
て
お
り
、
旅
行
専
門
サ
イ
ト
に
お
い
て
静
か
で

清
潔
感
が
あ
り
、
温
泉
、
食
事
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
も

良
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
客
を
中
心
に
人
気
の
高
い
温

泉
宿
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。こ
の
よ
う
に
指
定
管
理
者
に
は
経
営
の
安
定
と

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
だ
き
な
が
ら
、そ

の
中
で
で
き
る
限
り
の
還
元
を
村
民
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
現
在
村
民
の
入
浴
料
を

半
額
以
下
に
設
定
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問
　
稼
働
率
が
７
割
の
経
営
状
況
と
聞
く
が
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、
人
材
確
保
を

図
り
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

 

答
　
村
長

　
人
員
不
足
が
常
態
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
は
３
年
後
の
継
続
勤
務
に
課
題
が
残
り
ま
す
。

村
と
し
て
も
そ
う
し
た
こ
と
を
加
味
し
、
稼
働
率

を
で
き
る
限
り
向
上
さ
せ
る
よ
う
、
指
定
管
理
者

と
協
議
を
行
い
、
対
応
可
能
な
制
度
を
洗
い
出
し

提
案
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
配
水
池
作
業
道
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
配
水
池
に
お
い
て
は
、
新
設
工
事

が
終
了
し
た
。現
在
作
業
道
と
し
て
使
用
し
て
い

る
道
路
に
つ
い
て
、今
後
の
維
持
管
理
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
度
予
定
し
て
お
り

ま
す
旧
配
水
池
の
撤
去
工
事
の
作
業
道
路
及
び
今

後
の
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め
に
必
要
な
道

路
で
す
の
で
、
当
面
は
路
面
の
補
修
な
ど
の
通
行
に

支
障
が
な
い
程
度
の
維
持
管
理
を
行
い
、
将
来
的
に

は
舗
装
が
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　　
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問
　
令
和
7
年
6
月
1
日
よ
り
、
熱
中
症
に
対
す

る
対
策
が
法
律
に
よ
り
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、熱
中
症
患
者
の
報
告
体
制
の
整
備
や
周
知
、熱

中
症
の
悪
化
防
止
措
置
の
準
備
周
知
等
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
に
つ
い
て
、村
の
取
り
組
み
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
度
、
暑
さ
指
数
や
気
温
、
身
体
作
業
の
レ
ベ

ル
に
よ
る
基
準
が
示
さ
れ
、
基
準
値
を
満
た
す
と
、

作
業
環
境
に
お
け
る
健
康
管
理
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。村
の
業
務
に
置
き
換
え
る

と
、
特
に
屋
外
で
行
う
行
事
な
ど
に
、
ご
支
援
ご
協

力
く
だ
さ
る
方
々
、
あ
る
い
は
職
員
が
状
況
を
把

握
し
健
康
に
留
意
し
た
業
務
遂
行
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

員
個
々
が
指
標
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、熱

中
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
既
に
作
成
し
周
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら
夏
場
を
迎
え
ま
す
の

で
、相
互
に
注
意
喚
起
を
図
り
、熱
中
症
な
ど
健
康

障
害
を
起
こ
さ
な
い
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
村
関
連
の
公
社
や
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
も

同
様
と
思
う
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
体
制
整
備
に
つ
い

て
指
導
助
言
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
基
本
的
に
は
各
団
体
で
備
え
る
べ
き
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
等
子
ど
も
の
活
動
に
つ
い
て
は
村
が

作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
対
応
を
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
学
校
等
に
も
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
の
適
用
が
優
先

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
整
備
と
情
報
発
信
に
つ
い
て

問
　
令
和
7
年
度
よ
り
小
学
校
全
学
年
で
複
式
学

級
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
始
ま
っ
て
み
て
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
方
針
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。ま
た
、

人
材
の
確
保
、
育
成
に
つ
い
て
は
、
多
様
性
の
あ
る

教
育
を
推
進
す
る
体
制
を
整
備
す
る
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
、
全
て
の
教
職
員
が
1
年
間
を
通
し
て

指
導
力
向
上
の
た
め
の
校
内
研
修
を
十
数
回
実
施

い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、
本
年
度
も
２
カ
月
余
り
た

ち
ま
し
た
が
、
複
式
学
級
に
係
る
指
導
力
の
あ
る

教
員
の
ス
キ
ル
を
見
習
い
、
教
員
の
指
導
体
制
や

児
童
の
授
業
へ
の
参
加
状
態
は
良
好
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、校
内
外
の
研
修
へ
の
参
加
や
外
部
専
門
人

材
を
活
用
し
、
よ
り
効
果
の
高
い
授
業
と
体
験
活

動
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
多
年
齢
教
育
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
複
式
学
級
は
多
年
齢
教
育
の
一
場
面
で
す
。今

年
か
ら
小
中
学
校
の
北
川
学
で
は
、
縦
持
ち
の
グ

ル
ー
プ
で
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
お
り
、

異
な
る
学
級
で
の
多
年
齢
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
学
習

形
態
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
年
齢
教
育
で
効
果
が
見
ら
れ
る
の
が
、

公
設
探
求
塾
の
活
動
で
す
。小
学
生
か
ら
中
学
生

ま
で
の
多
年
齢
組
織
活
動
に
お
い
て
、下
級
生
と
上

級
生
の
学
び
合
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刺
激
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
、
多
年
齢
学
習
や
多

年
齢
活
動
の
場
面
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問
　
保
護
者
の
方
々
と
の
信
頼
関
係
、
連
携
と
い
う

も
の
を
大
切
に
す
る
と
い
う
の
は
と
て
も
大
切
だ
と

思
う
。不
安
と
か
疑
問
な
ど
へ
の
対
処
、
情
報
交
換
、

共
有
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
ま
た
、
保
・
小
・
中
の
保
護
者
の
方
々
向
け
の

子
育
て
・
教
育
環
境
へ
の
満
足
度
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
だ
け
で
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、

保
育
所
、小
学
校
、中
学
校
と
の
連
携
を
密
に
取
り

な
が
ら
、保
護
者
の
方
々
の
声
を
取
り
こ
ぼ
さ
ぬ
よ

う
に
、で
き
る
だ
け
適
切
な
お
答
え
を
お
返
し
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
年
末
に
実
施
予
定
で

す
の
で
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
実
施
後
に
機
会
を
見

ま
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
組
織
的
連
携
強
化
に
つ
い
て
、具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
評
価
し
た
の
か
。ま
た
学
校
現
場
の
声
は
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

 
答
　
教
育
長

　
小
学
校
と
中
学
校
の
正
規
の
教
職
員
は
8
人
ず
つ

で
す
が
、
そ
れ
に
学
習
支
援
員
と
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
合
わ
せ
た
組
織
を
母
体
と
し
て
、
小
学

校
と
中
学
校
の
組
織
を
独
立
性
の
高
い
も
の
と
せ

ず
、お
互
い
が
乗
り
入
れ
た
中
で
、効
率
化
と
連
携
機

能
を
追
求
し
な
が
ら
組
織
力
を
高
め
て
お
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
か
ら
は
、
毎
日
数
人
が
小
中
学
校
に
乗

り
入
れ
て
お
り
、
学
校
と
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
電
話
連

絡
に
よ
っ
て
状
況
把
握
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
人
材
の
確
保
の
状
況
は
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
も
雇
用
に
は
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。６

月
末
に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
移
住
フ
ェ
ア
に
参

加
を
予
定
し
て
お
り
、そ
こ
で
募
集
活
動
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。ま
た
今
後
、
県
の
指
導
を
仰
い
だ
り
、

他
市
町
村
の
雇
用
事
例
を
参
考
に
し
、
雇
用
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　問
　
中
山
間
地
域
モ
デ
ル
校
と
な
る
た
め
に
は
、

外
部
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
、
特
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
少
な
い
児
童
生
徒
数
で
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
学

力
保
障
が
実
現
で
き
る
こ
と
。言
い
換
え
れ
ば
少
な

い
児
童
生
徒
だ
か
ら
数
多
く
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、児

童
生
徒
自
身
の
反
復
力
と
主
体
性
の
高
ま
り
に
よ

り
学
力
が
定
着
す
る
こ
と
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
、

英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
で
日
常
会
話
が
可
能
な
語

学
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　
地
域
資
源
活
用
で
北
川
学
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
こ
と
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実

践
す
る
こ
と
で
９
年
間
の
系
統
的
な
活
動
内
容
の

視
覚
化
と
課
題
解
決
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
で
実
現
す
る
他
校
や
海
外

と
の
接
続
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
活
用
で
、
授
業
か

ら
続
く
放
課
後
学
習
や
家
庭
学
習
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
。

　
地
域
と
の
連
携
や
地
元
産
業
の
理
解
を
通
じ
た

郷
土
愛
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
体
験
活
動
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
。

　
北
川
学
や
食
育
な
ど
の
村
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
反

映
さ
せ
た
教
育
課
程
の
編
成
や
実
践
を
行
う
こ
と
。

　
村
や
学
校
で
実
践
す
る
活
動
を
通
し
た
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
自
立
し
た
社
会
接
続
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

社
会
を
生
き
抜
く
能
力
を
身
に
つ
け
、３
人
に
１
人

が
村
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
教
育
の
実
践
が
で
き

れ
ば
、中
山
間
地
域
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
認
知
さ
れ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
し
っ
か
り
と
し
た
学
力
保
障
の
実
現
の
た
め

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
授
業
だ
け
で
学
力
保
障
を
実
現
す
る
の
は
現
実

的
で
は
な
く
、
授
業
を
き
っ
か
け
に
、
学
び
が
ど
の

ぐ
ら
い
放
課
後
学
習
や
家
庭
学
習
に
つ
な
が
る
か

が
重
要
で
す
。大
事
な
の
は
習
慣
と
反
復
で
す
の

で
、
授
業
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
身
に
付
く
よ
う

に
根
気
強
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
目

標
を
持
っ
た
と
き
の
学
び
は
具
体
的
な
学
習
活
動

に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、児
童
生
徒
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
に
応
じ
た
目
標
を
持
た
せ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
外
部
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

は
、抽
象
的
な
言
葉
を
並
べ
て
も
な
か
な
か
分
か
ら

な
い
と
思
う
。具
体
的
な
数
字
を
示
し
て
ア
ピ
ー
ル

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
学
力
で
い
え
ば
、目
標
と
し
て
お
り
ま
す
偏
差
値

50
の
実
現
や
、
外
国
語
検
定
の
実
績
に
な
る
と
思

い
ま
す
。数
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
立
し
た
選

択
に
よ
る
高
校
進
学
実
績
も
具
体
的
事
実
と
な
る

要
素
と
言
え
ま
す
。ま
た
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の

方
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
満
足
度
と
い
う
数
値
も
ア

ピ
ー
ル
材
料
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ

う
な
も
の
を
広
く
外
部
に
伝
え
る
手
法
に
取
り
組

む
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
力
を
養
う
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
処
す
る

た
め
に
は
、
自
由
に
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
く

て
は
意
味
が
な
い
と
思
う
。今
後
の
具
体
的
な
プ
ロ

セ
ス
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
に
関
心
を
持
た
せ

る
こ
と
が
最
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ

の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
8
月
27
日
か
ら
3
泊

4
日
で
行
わ
れ
ま
す
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
の

英
語
研
修
が
あ
り
ま
す
。語
学
上
達
と
い
う
よ
り

は
、イ
ギ
リ
ス
文
化
を
通
し
て
英
語
に
親
し
む
こ
と

や
、外
国
語
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
が
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
の

１
つ
の
ス
タ
ー
ト
に
な
ろ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。他
に
も
、
検
定
試
験
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と

や
、
国
際
交
流
員
な
ど
を
活
用
し
て
会
話
に
近
づ

け
る
よ
う
な
活
動
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

問
　
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
力
を
養
う
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
、
現
在
保
育
所
で
行
っ
て
い
る

取
り
組
み
は
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
保
育
所
に
国
際
交
流
員
１
人
が
週
に
２
日

ほ
ど
出
向
き
、
ゲ
ー
ム
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
い

ろ
ん
な
遊
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
ま
ず

は
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
分
か
り

に
く
い
と
こ
ろ
は
日
本
語
を
呼
び
水
に
し
て
英
語

に
つ
な
げ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
北
川
村
の
子
育
て
教
育
環
境
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
、現
在
の
状
況
は
。

 

答
　
教
育
長

　
本
年
度
よ
り
教
育
委
員
会
と
小
中
学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
をnote

と
い
うG

oogle P
lay

の
ア

プ
リ
を
使
用
し
、メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
て

作
成
す
る
よ
う
変
更
い
た
し
ま
し
た
。昨
年
度
ま
で

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
は
個
人
個
人
で
簡
単
に

書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
更
新
が
随
時
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
のnote

は
、
関
係
す

る
も
の
で
あ
れ
ば
誰
で
も
す
ぐ
に
記
事
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
媒
体
を
活
用
し
て
、新
し
い
内
容
の
情
報
発
信

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
今
ま
で
も
活

和田　和恵　議員

平岡　章秀　議員

用
し
て
お
り
ま
し
た
広
報
誌
や
村
内
回
覧
で
も
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
村
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
芸
・
安
芸
周

辺
で
仕
事
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
世
代
が
結
婚

や
家
を
考
え
る
際
に
、
北
川
村
に
住
み
た
い
と
思
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
情
報

発
信
と
ア
ピ
ー
ル
が
重
要
だ
と
思
う
。住
環
境
と

子
育
て
環
境
の
一
体
的
な
情
報
発
信
も
具
体
的
な

数
値
を
示
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
、魅
力
を
認

識
し
て
も
ら
え
な
い
と
思
う
。そ
し
て
、
多
く
の
人

に
伝
わ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
単
独
で
の
情
報
発
信
と
は
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
住
宅
や
移
住
の
関
連
情
報
が
出
る
際

に
、
教
育
情
報
を
同
時
発
出
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。具
体
的
な
数
値
や
実
績
と
い
う

も
の
が
広
く
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
教
育
環

境
を
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
選
択
材
料
に
も
な
る
も

の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。学
力
や
外
国
語
検
定
、

ま
た
、
進
路
実
績
な
ど
魅
力
と
な
る
数
値
や
事
実
を

そ
の
ま
ま
出
せ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
し
っ
か

り
伝
わ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
今
後
も
教
育
環
境
の
整
備
を
着
実
に
実
行
し
て

も
ら
い
た
い
。そ
し
て
い
ろ
ん
な
場
面
で
見
学
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で
、声
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

 

答
　
教
育
長

　
今
ま
で
の
継
続
的
な
試
み
、ま
た
新
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、
広
く
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
い
、

評
価
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

‥

議
案
審
議‥

◇
報
　
告
◇

令
和
６
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
施
行

令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
施
行

令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
営
企
業
法
第
26
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、
同
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す

る
も
の
。

◇
契
　
約
◇

北
川
村
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
室

改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法

第
96
条
第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
新
進
建
設
株
式
会
社

　
契
約
金
額
　
　
8
1
’6
3
2
’1
0
0
円

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
条
　
例
◇

地
方
自
治
法
第
2
0
3
条
の
２
の
規
定
に

よ
る
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並

び
に
そ
の
支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
会
議
員
の
選
挙
時
の
執
行
経
費
の
基
準
に

関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
７
年
度
北
川
村

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
及
び

地
域
脱
炭
素
移
行
・
再

エ
ネ
推
進
交
付
金
に
関
す

る
事
業
等
に
要
す
る
経

費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成

　
　
　（
原
案
可
決
）
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‥

一
般
質
問‥

　
簡
易
水
道
施
設
耐
震
化
工
事
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
施
設
整
備
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
に

つ
い
て
説
明
を
求
む
。

 

答
　
村
長

　
簡
易
水
道
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、昭
和
56
年
の

供
用
開
始
後
43
年
が
経
過
し
て
お
り
、
平
成
30
年

に
管
路
の
耐
震
化
設
計
、
平
成
31
年
か
ら
整
備
に

着
手
、
令
和
2
年
に
配
水
池
の
設
計
及
び
管
路

ル
ー
ト
追
加
に
よ
る
見
直
し
を
実
施
、
令
和
5
年

に
は
配
水
池
の
耐
震
化
が
完
了
し
、
現
在
配
管
の

耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

　
耐
震
化
事
業
の
概
要
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
配

水
池
を
除
き
、
設
計
上
の
耐
震
化
更
新
管
路
延
長

の
合
計
は
1
万
4
’3
5
7
ｍ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
久
府
付
配
水
池
の
耐
震
化
に
か
か
っ
た
費
用

は
い
く
ら
か
。

 

答
　
村
長

　
配
水
池
耐
震
化
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
は
、ス
テ

ン
レ
ス
製
の
内
部
２
層
式
で
配
水
池
清
掃
の
際
は
、

断
水
を
行
わ
ず
に
対
応
で
き
る
構
造
と
し
て
お
り

ま
す
。大
き
さ
、
規
模
に
つ
き
ま
し
て
は
長
さ
が
9

ｍ
、幅
5
ｍ
、高
さ
4
・
5
ｍ
、容
量
は
1
8
0
ｔ
、事

業
費
は
約
7
’6
0
0
万
円
で
令
和
５
年
度
に
完

了
し
て
お
り
ま
す
。

　問
　
整
備
計
画
に
つ
い
て
、令
和
３
年
計
画
か
ら
令

和
６
年
計
画
に
変
更
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

 

答
　
村
長

　
村
内
工
事
全
て
に
わ
た
っ
て
い
え
る
こ
と
だ
が
、

資
材
及
び
人
件
費
の
高
騰
が
見
直
し
を
図
っ
た
要

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
い
つ
来
る
か
分
か

ら
な
い
状
況
の
中
で
、
一
刻
も
早
く
こ
の
命
の
水
に

手
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。北
川
村
の
人
口
の

ほ
ぼ
8
割
が
住
ん
で
い
る
地
区
の
耐
震
化
工
事
、

導
水
管
の
入
れ
替
え
を
1
日
で
も
早
く
完
了
す
べ

き
と
思
う
。計
画
を
も
う
一
度
見
直
し
、
毎
年
5
’

0
0
0
万
円
よ
り
も
っ
と
上
積
み
を
し
、
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
耐
震
化
更
新
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
規

模
、設
置
年
度
、老
朽
化
度
を
鑑
み
た
措
置
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。水
道
管
の
耐
用
年
数
が
一
般
的
に
、
40
年

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、40
年
の
更
新
サ
イ

ク
ル
を
考
慮
し
た
長
期
的
な
計
画
を
策
定
し
つ
つ
、

並
行
し
て
、
補
助
金
財
源
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、

村
内
の
地
区
管
理
と
し
て
い
る
水
道
施
設
を
利
用

し
て
い
る
村
民
の
皆
様
へ
の
説
明
を
行
い
、
順
次
、

施
設
管
理
と
水
道
料
金
の
統
一
を
図
り
な
が
ら
、

財
源
の
確
保
を
行
い
、
で
き
る
限
り
早
期
の
対
応

を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
水
道
管
の
敷
設
工
事
、
入
れ
替
え
工
事
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
村
民
か
ら
の
声
も
あ
り
、
前
倒

し
で
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
現
状
と
い
た
し
ま
し
て
令
和
6
年
度
か
ら
管
轄

省
庁
が
厚
生
労
働
省
か
ら
国
土
交
通
省
へ
移
管
さ

れ
て
お
り
ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
改
め
て
補
助
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
、
採
択
要
件
等
を
精
査
し
、
財
源

の
確
保
に
向
け
た
対
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。人
件
費
、
資
材
高
騰
に
よ
っ
て
さ
ら
に
繰
り

延
べ
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
村
と
し
て
も
避
け
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
の

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

問
　
７
年
前
の
温
泉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
、
人
員
不

足
を
補
え
ず
、
稼
働
率
を
制
限
し
て
営
業
し
て
い

る
。そ
ん
な
中
で
、
村
民
が
活
用
で
き
て
い
な
い
現

状
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。こ
れ
か
ら
の
大
き
な
方

向
性
、村
長
の
展
望
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
村
は
温
泉
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
、
指
定
管
理

者
に
対
し
て
指
定
管
理
料
を
求
め
る
こ
と
が
な
い

よ
う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
お
り
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
指
定
管

理
者
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
赤
字
を
出

さ
ず
に
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。指
定
管
理
者

か
ら
は
、
50
歳
代
以
上
の
家
族
連
れ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
喧
騒
か
ら
離
れ
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
っ
て
お
り
、
旅
行
専
門
サ
イ
ト
に
お
い
て
静
か
で

清
潔
感
が
あ
り
、
温
泉
、
食
事
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
も

良
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
客
を
中
心
に
人
気
の
高
い
温

泉
宿
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。こ
の
よ
う
に
指
定
管
理
者
に
は
経
営
の
安
定
と

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
だ
き
な
が
ら
、そ

の
中
で
で
き
る
限
り
の
還
元
を
村
民
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
現
在
村
民
の
入
浴
料
を

半
額
以
下
に
設
定
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問
　
稼
働
率
が
７
割
の
経
営
状
況
と
聞
く
が
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、
人
材
確
保
を

図
り
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

 

答
　
村
長

　
人
員
不
足
が
常
態
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
は
３
年
後
の
継
続
勤
務
に
課
題
が
残
り
ま
す
。

村
と
し
て
も
そ
う
し
た
こ
と
を
加
味
し
、
稼
働
率

を
で
き
る
限
り
向
上
さ
せ
る
よ
う
、
指
定
管
理
者

と
協
議
を
行
い
、
対
応
可
能
な
制
度
を
洗
い
出
し

提
案
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

3
月
13
日（
木
）

　
〜
14
日（
金
）

3
月
15
日（
土
）

3
月
17
日（
月
）

3
月
21
日（
金
）

3
月
22
日（
土
）

3
月
24
日（
月
）

3
月
25
日（
火
）

3
月
26
日（
水
）

3
月
28
日（
金
）

3
月
31
日（
月
）

4
月
4
日（
金
）

4
月
5
日（
土
）

4
月
15
日（
火
）

4
月
27
日（
日
）

5
月
9
日（
金
）

5
月
16
日（
金
）

5
月
18
日（
日
）

5
月
19
日（
月
）

5
月
21
日（
水
）

5
月
22
日（
木
）

北
川
村
議
会
第
1
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

高
知
東
部
自
動
車
南
国
安
芸
道
路
（
高
知
龍
馬
空
港
I
C

〜
香
南
の
い
ち
I
C
）開
通
式（
香
南
市
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
３
月
定
例
会（
中
芸
広
域
連
合
体
育
館
）

小
学
校
卒
業
式（
中
学
校
体
育
館
）

み
ど
り
保
育
所
卒
園
式（
み
ど
り
保
育
所
）

令
和
7
年
第
１
回
ご
め
ん
・
な
は
り
線
活
性
化
協
議
会
総

会（
安
芸
市
役
所
）

北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会
（
北
川
村
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

令
和
7
年
第
1
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
組
合
議
会
定
例
会（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
光
園
）

高
知
県
市
町
村
振
興
協
会
　
令
和
６
年
度
第
２
回
評
議
員

会（
高
知
県
自
治
会
館
）

北
川
村
観
光
協
会
臨
時
総
会（
北
川
村
庁
舎
）

北
川
村
村
営
住
宅
入
居
者
選
考
会（
北
川
村
庁
舎
）

安
芸
土
木
事
務
所
所
長
挨
拶（
北
川
村
庁
舎
）

令
和
7
年
度
北
川
村
戦
没
者
追
悼
式（
遺
族
会
館
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動（
村
内
）

第
68
回
土
佐
赤
岡
ど
ろ
め
祭
り（
香
南
市
）

令
和
7
年
第
1
回
臨
時
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

高
知
県
市
長
会
と
町
村
会
と
の
共
催
に
よ
る
講
演
会
の
開

催（
高
知
県
自
治
会
館
）

小
中
学
校
運
動
会（
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
総
会（
田
野
町
役
場
）

中
芸
地
区
商
工
会
通
常
総
会
（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
）

令
和
7
年
度
青
少
年
健
全
育
成
北
川
村
民
会
議
総
会
（
村

民
会
館
）

全
員
協
議
会
事
前
説
明（
北
川
村
庁
舎
）

令
和
7
年
度
一
般
国
道
55
号
・
阿
南
安
芸
自
動
車
道
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
総
会
／
令
和
7
年
度
高
知
東
部
自
動
車

道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
／
令
和
7
年
度
国
道

4
9
3
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
／
令
和
7
年
度
奈

半
利
室
戸
道
路
建
設
促
進
協
議
会
総
会
（
田
野
町
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
）

令
和
7
年
度
安
芸
地
区
地
域
安
全
協
会
総
会（
安
芸
警
察
署
）

令
和
7
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会
（
東
京
都

／
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

高
知
駐
屯
地
創
立
59
周
年
及
び
第
50
普
通
科
連
隊
創
隊
19

周
年
記
念
行
事（
香
南
市
）

一
般
質
問
確
認（
北
川
村
庁
舎
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁
舎
）

奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会
監
査（
北
川
村
庁
舎
）

2
0
2
5
年
納
涼
祭
第
１
回
実
行
委
員
会（
北
川
村
庁
舎
）

5
月
23
日（
金
）

5
月
26
日（
月
）

5
月
27
日（
火
）

　
〜
28
日（
水
）

5
月
30
日（
金
）

5
月
31
日（
土
）

6
月
3
日（
火
）

6
月
4
日（
水
）

6
月
6
日（
金
）

　
簡
易
水
道
配
水
池
作
業
道
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
配
水
池
に
お
い
て
は
、
新
設
工
事

が
終
了
し
た
。現
在
作
業
道
と
し
て
使
用
し
て
い

る
道
路
に
つ
い
て
、今
後
の
維
持
管
理
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
度
予
定
し
て
お
り

ま
す
旧
配
水
池
の
撤
去
工
事
の
作
業
道
路
及
び
今

後
の
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め
に
必
要
な
道

路
で
す
の
で
、
当
面
は
路
面
の
補
修
な
ど
の
通
行
に

支
障
が
な
い
程
度
の
維
持
管
理
を
行
い
、
将
来
的
に

は
舗
装
が
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　　
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問
　
令
和
7
年
6
月
1
日
よ
り
、
熱
中
症
に
対
す

る
対
策
が
法
律
に
よ
り
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、熱
中
症
患
者
の
報
告
体
制
の
整
備
や
周
知
、熱

中
症
の
悪
化
防
止
措
置
の
準
備
周
知
等
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
に
つ
い
て
、村
の
取
り
組
み
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
度
、
暑
さ
指
数
や
気
温
、
身
体
作
業
の
レ
ベ

ル
に
よ
る
基
準
が
示
さ
れ
、
基
準
値
を
満
た
す
と
、

作
業
環
境
に
お
け
る
健
康
管
理
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。村
の
業
務
に
置
き
換
え
る

と
、
特
に
屋
外
で
行
う
行
事
な
ど
に
、
ご
支
援
ご
協

力
く
だ
さ
る
方
々
、
あ
る
い
は
職
員
が
状
況
を
把

握
し
健
康
に
留
意
し
た
業
務
遂
行
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

員
個
々
が
指
標
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、熱

中
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
既
に
作
成
し
周
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら
夏
場
を
迎
え
ま
す
の

で
、相
互
に
注
意
喚
起
を
図
り
、熱
中
症
な
ど
健
康

障
害
を
起
こ
さ
な
い
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
村
関
連
の
公
社
や
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
も

同
様
と
思
う
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
体
制
整
備
に
つ
い

て
指
導
助
言
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
基
本
的
に
は
各
団
体
で
備
え
る
べ
き
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
等
子
ど
も
の
活
動
に
つ
い
て
は
村
が

作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
対
応
を
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
学
校
等
に
も
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
の
適
用
が
優
先

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
整
備
と
情
報
発
信
に
つ
い
て

問
　
令
和
7
年
度
よ
り
小
学
校
全
学
年
で
複
式
学

級
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
始
ま
っ
て
み
て
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
方
針
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。ま
た
、

人
材
の
確
保
、
育
成
に
つ
い
て
は
、
多
様
性
の
あ
る

教
育
を
推
進
す
る
体
制
を
整
備
す
る
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
、
全
て
の
教
職
員
が
1
年
間
を
通
し
て

指
導
力
向
上
の
た
め
の
校
内
研
修
を
十
数
回
実
施

い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、
本
年
度
も
２
カ
月
余
り
た

ち
ま
し
た
が
、
複
式
学
級
に
係
る
指
導
力
の
あ
る

教
員
の
ス
キ
ル
を
見
習
い
、
教
員
の
指
導
体
制
や

児
童
の
授
業
へ
の
参
加
状
態
は
良
好
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、校
内
外
の
研
修
へ
の
参
加
や
外
部
専
門
人

材
を
活
用
し
、
よ
り
効
果
の
高
い
授
業
と
体
験
活

動
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
多
年
齢
教
育
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
複
式
学
級
は
多
年
齢
教
育
の
一
場
面
で
す
。今

年
か
ら
小
中
学
校
の
北
川
学
で
は
、
縦
持
ち
の
グ

ル
ー
プ
で
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
お
り
、

異
な
る
学
級
で
の
多
年
齢
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
学
習

形
態
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
年
齢
教
育
で
効
果
が
見
ら
れ
る
の
が
、

公
設
探
求
塾
の
活
動
で
す
。小
学
生
か
ら
中
学
生

ま
で
の
多
年
齢
組
織
活
動
に
お
い
て
、下
級
生
と
上

級
生
の
学
び
合
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刺
激
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
、
多
年
齢
学
習
や
多

年
齢
活
動
の
場
面
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問
　
保
護
者
の
方
々
と
の
信
頼
関
係
、
連
携
と
い
う

も
の
を
大
切
に
す
る
と
い
う
の
は
と
て
も
大
切
だ
と

思
う
。不
安
と
か
疑
問
な
ど
へ
の
対
処
、
情
報
交
換
、

共
有
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
ま
た
、
保
・
小
・
中
の
保
護
者
の
方
々
向
け
の

子
育
て
・
教
育
環
境
へ
の
満
足
度
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
だ
け
で
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、

保
育
所
、小
学
校
、中
学
校
と
の
連
携
を
密
に
取
り

な
が
ら
、保
護
者
の
方
々
の
声
を
取
り
こ
ぼ
さ
ぬ
よ

う
に
、で
き
る
だ
け
適
切
な
お
答
え
を
お
返
し
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
年
末
に
実
施
予
定
で

す
の
で
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
実
施
後
に
機
会
を
見

ま
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
組
織
的
連
携
強
化
に
つ
い
て
、具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
評
価
し
た
の
か
。ま
た
学
校
現
場
の
声
は
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

 

答
　
教
育
長

　
小
学
校
と
中
学
校
の
正
規
の
教
職
員
は
8
人
ず
つ

で
す
が
、
そ
れ
に
学
習
支
援
員
と
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
合
わ
せ
た
組
織
を
母
体
と
し
て
、
小
学

校
と
中
学
校
の
組
織
を
独
立
性
の
高
い
も
の
と
せ

ず
、お
互
い
が
乗
り
入
れ
た
中
で
、効
率
化
と
連
携
機

能
を
追
求
し
な
が
ら
組
織
力
を
高
め
て
お
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
か
ら
は
、
毎
日
数
人
が
小
中
学
校
に
乗

り
入
れ
て
お
り
、
学
校
と
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
電
話
連

絡
に
よ
っ
て
状
況
把
握
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
人
材
の
確
保
の
状
況
は
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
も
雇
用
に
は
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。６

月
末
に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
移
住
フ
ェ
ア
に
参

加
を
予
定
し
て
お
り
、そ
こ
で
募
集
活
動
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。ま
た
今
後
、
県
の
指
導
を
仰
い
だ
り
、

他
市
町
村
の
雇
用
事
例
を
参
考
に
し
、
雇
用
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　問
　
中
山
間
地
域
モ
デ
ル
校
と
な
る
た
め
に
は
、

外
部
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
、
特
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
少
な
い
児
童
生
徒
数
で
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
学

力
保
障
が
実
現
で
き
る
こ
と
。言
い
換
え
れ
ば
少
な

い
児
童
生
徒
だ
か
ら
数
多
く
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、児

童
生
徒
自
身
の
反
復
力
と
主
体
性
の
高
ま
り
に
よ

り
学
力
が
定
着
す
る
こ
と
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
、

英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
で
日
常
会
話
が
可
能
な
語

学
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　
地
域
資
源
活
用
で
北
川
学
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
こ
と
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実

践
す
る
こ
と
で
９
年
間
の
系
統
的
な
活
動
内
容
の

視
覚
化
と
課
題
解
決
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
で
実
現
す
る
他
校
や
海
外

と
の
接
続
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
活
用
で
、
授
業
か

ら
続
く
放
課
後
学
習
や
家
庭
学
習
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
。

　
地
域
と
の
連
携
や
地
元
産
業
の
理
解
を
通
じ
た

郷
土
愛
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
体
験
活
動
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
。

　
北
川
学
や
食
育
な
ど
の
村
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
反

映
さ
せ
た
教
育
課
程
の
編
成
や
実
践
を
行
う
こ
と
。

　
村
や
学
校
で
実
践
す
る
活
動
を
通
し
た
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
自
立
し
た
社
会
接
続
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

社
会
を
生
き
抜
く
能
力
を
身
に
つ
け
、３
人
に
１
人

が
村
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
教
育
の
実
践
が
で
き

れ
ば
、中
山
間
地
域
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
認
知
さ
れ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
し
っ
か
り
と
し
た
学
力
保
障
の
実
現
の
た
め

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
授
業
だ
け
で
学
力
保
障
を
実
現
す
る
の
は
現
実

的
で
は
な
く
、
授
業
を
き
っ
か
け
に
、
学
び
が
ど
の

ぐ
ら
い
放
課
後
学
習
や
家
庭
学
習
に
つ
な
が
る
か

が
重
要
で
す
。大
事
な
の
は
習
慣
と
反
復
で
す
の

で
、
授
業
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
身
に
付
く
よ
う

に
根
気
強
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
目

標
を
持
っ
た
と
き
の
学
び
は
具
体
的
な
学
習
活
動

に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、児
童
生
徒
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
に
応
じ
た
目
標
を
持
た
せ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
外
部
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

は
、抽
象
的
な
言
葉
を
並
べ
て
も
な
か
な
か
分
か
ら

な
い
と
思
う
。具
体
的
な
数
字
を
示
し
て
ア
ピ
ー
ル

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
学
力
で
い
え
ば
、目
標
と
し
て
お
り
ま
す
偏
差
値

50
の
実
現
や
、
外
国
語
検
定
の
実
績
に
な
る
と
思

い
ま
す
。数
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
立
し
た
選

択
に
よ
る
高
校
進
学
実
績
も
具
体
的
事
実
と
な
る

要
素
と
言
え
ま
す
。ま
た
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の

方
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
満
足
度
と
い
う
数
値
も
ア

ピ
ー
ル
材
料
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ

う
な
も
の
を
広
く
外
部
に
伝
え
る
手
法
に
取
り
組

む
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
力
を
養
う
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
処
す
る

た
め
に
は
、
自
由
に
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
く

て
は
意
味
が
な
い
と
思
う
。今
後
の
具
体
的
な
プ
ロ

セ
ス
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
に
関
心
を
持
た
せ

る
こ
と
が
最
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ

の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
8
月
27
日
か
ら
3
泊

4
日
で
行
わ
れ
ま
す
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
の

英
語
研
修
が
あ
り
ま
す
。語
学
上
達
と
い
う
よ
り

は
、イ
ギ
リ
ス
文
化
を
通
し
て
英
語
に
親
し
む
こ
と

や
、外
国
語
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
が
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
の

１
つ
の
ス
タ
ー
ト
に
な
ろ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。他
に
も
、
検
定
試
験
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と

や
、
国
際
交
流
員
な
ど
を
活
用
し
て
会
話
に
近
づ

け
る
よ
う
な
活
動
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

問
　
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
力
を
養
う
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
、
現
在
保
育
所
で
行
っ
て
い
る

取
り
組
み
は
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
保
育
所
に
国
際
交
流
員
１
人
が
週
に
２
日

ほ
ど
出
向
き
、
ゲ
ー
ム
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
い

ろ
ん
な
遊
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
ま
ず

は
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
分
か
り

に
く
い
と
こ
ろ
は
日
本
語
を
呼
び
水
に
し
て
英
語

に
つ
な
げ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
北
川
村
の
子
育
て
教
育
環
境
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
、現
在
の
状
況
は
。

 

答
　
教
育
長

　
本
年
度
よ
り
教
育
委
員
会
と
小
中
学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
をnote

と
い
うG

oogle P
lay

の
ア

プ
リ
を
使
用
し
、メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
て

作
成
す
る
よ
う
変
更
い
た
し
ま
し
た
。昨
年
度
ま
で

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
は
個
人
個
人
で
簡
単
に

書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
更
新
が
随
時
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
のnote

は
、
関
係
す

る
も
の
で
あ
れ
ば
誰
で
も
す
ぐ
に
記
事
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
媒
体
を
活
用
し
て
、新
し
い
内
容
の
情
報
発
信

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
今
ま
で
も
活

令
和
７
年
3
月
議
会
以
降
の

岩
垣
實
男
議
長
会
務
報
告

一般会計（第1号） 55,774 千円 3,708,810 千円

補正額会計名 補正後の額

■令和7年度　補正予算

令
和
７
年
・

　
第
1
回
議
会
臨
時
会

　
令
和
7
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
5
月
9
日
に
開

会
し
、購
入
契
約
の
締
結
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。併
せ
て
北
川
村
議
会
総
務
産
業
建

設
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
両
委
員
長

の
選
出
を
行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

‥

議
案
審
議‥

◇
承
　
認
◇

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
専
決
処
分
を
し
た
の
で
、
同
条
第
３
項

の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
報
告
し
承
認
を
求
め
る

も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
承
認
）

◇
契
　
約
◇

北
川
村
営
バ
ス
（
電
気
自
動
車
）
購
入
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

　
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第

96
条
第
１
項
第
８
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す

る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る

も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
四
電
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社

　
契
約
金
額
　
　
7
6
’6
9
0
’0
0
0
円

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

安
倉
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
地
方
自
治

法
第
96
条
第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関

す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め

る
も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
有
限
会
社
　
浜
渦
工
務
店

　
契
約
金
額
　
　
5
6
’6
5
0
’0
0
0
円

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
議
　
会
　
組
　
織
◇

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
　
濵
渦
　
章
　
議
員

　議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
　
和
田
　
和
恵
　
議
員

　
議
会
で
は
、年
４
回（
３
月
・
６
月
・
９
月
・
12
月
）

の
定
例
会
と
臨
時
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
明
る
く
住
み
よ
い
暮
ら
し
が
で
き
る
よ

う
に
、皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
聞
き
、質
疑
等

を
通
じ
て
、
村
の
予
算
や
契
約
、
条
例
な
ど
の
最
終
的

な
決
定
を
し
て
い
ま
す
。村
の
仕
事
は
議
会
と
村
長

が
お
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
、協
力
し
て
進
め
て
い

ま
す
。

　
本
会
議
の
開
始
時
間
は
午
前
10
時
で
す
。会
議
の

様
子
を
直
接
見
た
り
、聞
い
た
り
で
き
ま
す
。

　
令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
７
人
。

　
次
回
、
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
で
す
。ぜ

ひ
、傍
聴
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

議会を傍聴してみませんか

用
し
て
お
り
ま
し
た
広
報
誌
や
村
内
回
覧
で
も
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
村
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
芸
・
安
芸
周

辺
で
仕
事
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
世
代
が
結
婚

や
家
を
考
え
る
際
に
、
北
川
村
に
住
み
た
い
と
思
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
情
報

発
信
と
ア
ピ
ー
ル
が
重
要
だ
と
思
う
。住
環
境
と

子
育
て
環
境
の
一
体
的
な
情
報
発
信
も
具
体
的
な

数
値
を
示
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
、魅
力
を
認

識
し
て
も
ら
え
な
い
と
思
う
。そ
し
て
、
多
く
の
人

に
伝
わ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
単
独
で
の
情
報
発
信
と
は
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
住
宅
や
移
住
の
関
連
情
報
が
出
る
際

に
、
教
育
情
報
を
同
時
発
出
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。具
体
的
な
数
値
や
実
績
と
い
う

も
の
が
広
く
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
教
育
環

境
を
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
選
択
材
料
に
も
な
る
も

の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。学
力
や
外
国
語
検
定
、

ま
た
、
進
路
実
績
な
ど
魅
力
と
な
る
数
値
や
事
実
を

そ
の
ま
ま
出
せ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
し
っ
か

り
伝
わ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
今
後
も
教
育
環
境
の
整
備
を
着
実
に
実
行
し
て

も
ら
い
た
い
。そ
し
て
い
ろ
ん
な
場
面
で
見
学
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で
、声
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

 

答
　
教
育
長

　
今
ま
で
の
継
続
的
な
試
み
、ま
た
新
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、
広
く
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
い
、

評
価
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

‥

議
案
審
議‥

◇
報
　
告
◇

令
和
６
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
施
行

令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
施
行

令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
営
企
業
法
第
26
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、
同
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す

る
も
の
。

◇
契
　
約
◇

北
川
村
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
室

改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法

第
96
条
第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
新
進
建
設
株
式
会
社

　
契
約
金
額
　
　
8
1
’6
3
2
’1
0
0
円

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
条
　
例
◇

地
方
自
治
法
第
2
0
3
条
の
２
の
規
定
に

よ
る
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並

び
に
そ
の
支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
会
議
員
の
選
挙
時
の
執
行
経
費
の
基
準
に

関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
７
年
度
北
川
村

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
及
び

地
域
脱
炭
素
移
行
・
再

エ
ネ
推
進
交
付
金
に
関
す

る
事
業
等
に
要
す
る
経

費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成

　
　
　（
原
案
可
決
）

1415



‥

一
般
質
問‥

　
簡
易
水
道
施
設
耐
震
化
工
事
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
施
設
整
備
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
に

つ
い
て
説
明
を
求
む
。

 

答
　
村
長

　
簡
易
水
道
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、昭
和
56
年
の

供
用
開
始
後
43
年
が
経
過
し
て
お
り
、
平
成
30
年

に
管
路
の
耐
震
化
設
計
、
平
成
31
年
か
ら
整
備
に

着
手
、
令
和
2
年
に
配
水
池
の
設
計
及
び
管
路

ル
ー
ト
追
加
に
よ
る
見
直
し
を
実
施
、
令
和
5
年

に
は
配
水
池
の
耐
震
化
が
完
了
し
、
現
在
配
管
の

耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

　
耐
震
化
事
業
の
概
要
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
配

水
池
を
除
き
、
設
計
上
の
耐
震
化
更
新
管
路
延
長

の
合
計
は
1
万
4
’3
5
7
ｍ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
久
府
付
配
水
池
の
耐
震
化
に
か
か
っ
た
費
用

は
い
く
ら
か
。

 

答
　
村
長

　
配
水
池
耐
震
化
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
は
、ス
テ

ン
レ
ス
製
の
内
部
２
層
式
で
配
水
池
清
掃
の
際
は
、

断
水
を
行
わ
ず
に
対
応
で
き
る
構
造
と
し
て
お
り

ま
す
。大
き
さ
、
規
模
に
つ
き
ま
し
て
は
長
さ
が
9

ｍ
、幅
5
ｍ
、高
さ
4
・
5
ｍ
、容
量
は
1
8
0
ｔ
、事

業
費
は
約
7
’6
0
0
万
円
で
令
和
５
年
度
に
完

了
し
て
お
り
ま
す
。

　問
　
整
備
計
画
に
つ
い
て
、令
和
３
年
計
画
か
ら
令

和
６
年
計
画
に
変
更
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

 

答
　
村
長

　
村
内
工
事
全
て
に
わ
た
っ
て
い
え
る
こ
と
だ
が
、

資
材
及
び
人
件
費
の
高
騰
が
見
直
し
を
図
っ
た
要

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
い
つ
来
る
か
分
か

ら
な
い
状
況
の
中
で
、
一
刻
も
早
く
こ
の
命
の
水
に

手
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。北
川
村
の
人
口
の

ほ
ぼ
8
割
が
住
ん
で
い
る
地
区
の
耐
震
化
工
事
、

導
水
管
の
入
れ
替
え
を
1
日
で
も
早
く
完
了
す
べ

き
と
思
う
。計
画
を
も
う
一
度
見
直
し
、
毎
年
5
’

0
0
0
万
円
よ
り
も
っ
と
上
積
み
を
し
、
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
耐
震
化
更
新
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
規

模
、設
置
年
度
、老
朽
化
度
を
鑑
み
た
措
置
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。水
道
管
の
耐
用
年
数
が
一
般
的
に
、
40
年

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、40
年
の
更
新
サ
イ

ク
ル
を
考
慮
し
た
長
期
的
な
計
画
を
策
定
し
つ
つ
、

並
行
し
て
、
補
助
金
財
源
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、

村
内
の
地
区
管
理
と
し
て
い
る
水
道
施
設
を
利
用

し
て
い
る
村
民
の
皆
様
へ
の
説
明
を
行
い
、
順
次
、

施
設
管
理
と
水
道
料
金
の
統
一
を
図
り
な
が
ら
、

財
源
の
確
保
を
行
い
、
で
き
る
限
り
早
期
の
対
応

を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
水
道
管
の
敷
設
工
事
、
入
れ
替
え
工
事
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
村
民
か
ら
の
声
も
あ
り
、
前
倒

し
で
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
現
状
と
い
た
し
ま
し
て
令
和
6
年
度
か
ら
管
轄

省
庁
が
厚
生
労
働
省
か
ら
国
土
交
通
省
へ
移
管
さ

れ
て
お
り
ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
改
め
て
補
助
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
、
採
択
要
件
等
を
精
査
し
、
財
源

の
確
保
に
向
け
た
対
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。人
件
費
、
資
材
高
騰
に
よ
っ
て
さ
ら
に
繰
り

延
べ
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
村
と
し
て
も
避
け
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
の

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

問
　
７
年
前
の
温
泉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
、
人
員
不

足
を
補
え
ず
、
稼
働
率
を
制
限
し
て
営
業
し
て
い

る
。そ
ん
な
中
で
、
村
民
が
活
用
で
き
て
い
な
い
現

状
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。こ
れ
か
ら
の
大
き
な
方

向
性
、村
長
の
展
望
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
村
は
温
泉
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
、
指
定
管
理

者
に
対
し
て
指
定
管
理
料
を
求
め
る
こ
と
が
な
い

よ
う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
お
り
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
指
定
管

理
者
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
赤
字
を
出

さ
ず
に
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。指
定
管
理
者

か
ら
は
、
50
歳
代
以
上
の
家
族
連
れ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
喧
騒
か
ら
離
れ
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
っ
て
お
り
、
旅
行
専
門
サ
イ
ト
に
お
い
て
静
か
で

清
潔
感
が
あ
り
、
温
泉
、
食
事
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
も

良
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
客
を
中
心
に
人
気
の
高
い
温

泉
宿
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。こ
の
よ
う
に
指
定
管
理
者
に
は
経
営
の
安
定
と

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
だ
き
な
が
ら
、そ

の
中
で
で
き
る
限
り
の
還
元
を
村
民
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
現
在
村
民
の
入
浴
料
を

半
額
以
下
に
設
定
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問
　
稼
働
率
が
７
割
の
経
営
状
況
と
聞
く
が
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、
人
材
確
保
を

図
り
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

 

答
　
村
長

　
人
員
不
足
が
常
態
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
は
３
年
後
の
継
続
勤
務
に
課
題
が
残
り
ま
す
。

村
と
し
て
も
そ
う
し
た
こ
と
を
加
味
し
、
稼
働
率

を
で
き
る
限
り
向
上
さ
せ
る
よ
う
、
指
定
管
理
者

と
協
議
を
行
い
、
対
応
可
能
な
制
度
を
洗
い
出
し

提
案
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

3
月
13
日（
木
）

　
〜
14
日（
金
）

3
月
15
日（
土
）

3
月
17
日（
月
）

3
月
21
日（
金
）

3
月
22
日（
土
）

3
月
24
日（
月
）

3
月
25
日（
火
）

3
月
26
日（
水
）

3
月
28
日（
金
）

3
月
31
日（
月
）

4
月
4
日（
金
）

4
月
5
日（
土
）

4
月
15
日（
火
）

4
月
27
日（
日
）

5
月
9
日（
金
）

5
月
16
日（
金
）

5
月
18
日（
日
）

5
月
19
日（
月
）

5
月
21
日（
水
）

5
月
22
日（
木
）

北
川
村
議
会
第
1
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

高
知
東
部
自
動
車
南
国
安
芸
道
路
（
高
知
龍
馬
空
港
I
C

〜
香
南
の
い
ち
I
C
）開
通
式（
香
南
市
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
３
月
定
例
会（
中
芸
広
域
連
合
体
育
館
）

小
学
校
卒
業
式（
中
学
校
体
育
館
）

み
ど
り
保
育
所
卒
園
式（
み
ど
り
保
育
所
）

令
和
7
年
第
１
回
ご
め
ん
・
な
は
り
線
活
性
化
協
議
会
総

会（
安
芸
市
役
所
）

北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会
（
北
川
村
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

令
和
7
年
第
1
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
組
合
議
会
定
例
会（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
光
園
）

高
知
県
市
町
村
振
興
協
会
　
令
和
６
年
度
第
２
回
評
議
員

会（
高
知
県
自
治
会
館
）

北
川
村
観
光
協
会
臨
時
総
会（
北
川
村
庁
舎
）

北
川
村
村
営
住
宅
入
居
者
選
考
会（
北
川
村
庁
舎
）

安
芸
土
木
事
務
所
所
長
挨
拶（
北
川
村
庁
舎
）

令
和
7
年
度
北
川
村
戦
没
者
追
悼
式（
遺
族
会
館
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動（
村
内
）

第
68
回
土
佐
赤
岡
ど
ろ
め
祭
り（
香
南
市
）

令
和
7
年
第
1
回
臨
時
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

高
知
県
市
長
会
と
町
村
会
と
の
共
催
に
よ
る
講
演
会
の
開

催（
高
知
県
自
治
会
館
）

小
中
学
校
運
動
会（
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
総
会（
田
野
町
役
場
）

中
芸
地
区
商
工
会
通
常
総
会
（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
）

令
和
7
年
度
青
少
年
健
全
育
成
北
川
村
民
会
議
総
会
（
村

民
会
館
）

全
員
協
議
会
事
前
説
明（
北
川
村
庁
舎
）

令
和
7
年
度
一
般
国
道
55
号
・
阿
南
安
芸
自
動
車
道
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
総
会
／
令
和
7
年
度
高
知
東
部
自
動
車

道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
／
令
和
7
年
度
国
道

4
9
3
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
／
令
和
7
年
度
奈

半
利
室
戸
道
路
建
設
促
進
協
議
会
総
会
（
田
野
町
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
）

令
和
7
年
度
安
芸
地
区
地
域
安
全
協
会
総
会（
安
芸
警
察
署
）

令
和
7
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会
（
東
京
都

／
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

高
知
駐
屯
地
創
立
59
周
年
及
び
第
50
普
通
科
連
隊
創
隊
19

周
年
記
念
行
事（
香
南
市
）

一
般
質
問
確
認（
北
川
村
庁
舎
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁
舎
）

奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会
監
査（
北
川
村
庁
舎
）

2
0
2
5
年
納
涼
祭
第
１
回
実
行
委
員
会（
北
川
村
庁
舎
）

5
月
23
日（
金
）

5
月
26
日（
月
）

5
月
27
日（
火
）

　
〜
28
日（
水
）

5
月
30
日（
金
）

5
月
31
日（
土
）

6
月
3
日（
火
）

6
月
4
日（
水
）

6
月
6
日（
金
）

　
簡
易
水
道
配
水
池
作
業
道
に
つ
い
て

問
　
簡
易
水
道
配
水
池
に
お
い
て
は
、
新
設
工
事

が
終
了
し
た
。現
在
作
業
道
と
し
て
使
用
し
て
い

る
道
路
に
つ
い
て
、今
後
の
維
持
管
理
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
度
予
定
し
て
お
り

ま
す
旧
配
水
池
の
撤
去
工
事
の
作
業
道
路
及
び
今

後
の
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め
に
必
要
な
道

路
で
す
の
で
、
当
面
は
路
面
の
補
修
な
ど
の
通
行
に

支
障
が
な
い
程
度
の
維
持
管
理
を
行
い
、
将
来
的
に

は
舗
装
が
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　　
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問
　
令
和
7
年
6
月
1
日
よ
り
、
熱
中
症
に
対
す

る
対
策
が
法
律
に
よ
り
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、熱
中
症
患
者
の
報
告
体
制
の
整
備
や
周
知
、熱

中
症
の
悪
化
防
止
措
置
の
準
備
周
知
等
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
に
つ
い
て
、村
の
取
り
組
み
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
度
、
暑
さ
指
数
や
気
温
、
身
体
作
業
の
レ
ベ

ル
に
よ
る
基
準
が
示
さ
れ
、
基
準
値
を
満
た
す
と
、

作
業
環
境
に
お
け
る
健
康
管
理
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。村
の
業
務
に
置
き
換
え
る

と
、
特
に
屋
外
で
行
う
行
事
な
ど
に
、
ご
支
援
ご
協

力
く
だ
さ
る
方
々
、
あ
る
い
は
職
員
が
状
況
を
把

握
し
健
康
に
留
意
し
た
業
務
遂
行
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

員
個
々
が
指
標
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、熱

中
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
既
に
作
成
し
周
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら
夏
場
を
迎
え
ま
す
の

で
、相
互
に
注
意
喚
起
を
図
り
、熱
中
症
な
ど
健
康

障
害
を
起
こ
さ
な
い
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
村
関
連
の
公
社
や
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
も

同
様
と
思
う
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
体
制
整
備
に
つ
い

て
指
導
助
言
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

答
　
村
長

　
基
本
的
に
は
各
団
体
で
備
え
る
べ
き
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
等
子
ど
も
の
活
動
に
つ
い
て
は
村
が

作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
対
応
を
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
学
校
等
に
も
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
の
適
用
が
優
先

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
整
備
と
情
報
発
信
に
つ
い
て

問
　
令
和
7
年
度
よ
り
小
学
校
全
学
年
で
複
式
学

級
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
始
ま
っ
て
み
て
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
方
針
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。ま
た
、

人
材
の
確
保
、
育
成
に
つ
い
て
は
、
多
様
性
の
あ
る

教
育
を
推
進
す
る
体
制
を
整
備
す
る
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
度
、
全
て
の
教
職
員
が
1
年
間
を
通
し
て

指
導
力
向
上
の
た
め
の
校
内
研
修
を
十
数
回
実
施

い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、
本
年
度
も
２
カ
月
余
り
た

ち
ま
し
た
が
、
複
式
学
級
に
係
る
指
導
力
の
あ
る

教
員
の
ス
キ
ル
を
見
習
い
、
教
員
の
指
導
体
制
や

児
童
の
授
業
へ
の
参
加
状
態
は
良
好
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、校
内
外
の
研
修
へ
の
参
加
や
外
部
専
門
人

材
を
活
用
し
、
よ
り
効
果
の
高
い
授
業
と
体
験
活

動
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
多
年
齢
教
育
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
複
式
学
級
は
多
年
齢
教
育
の
一
場
面
で
す
。今

年
か
ら
小
中
学
校
の
北
川
学
で
は
、
縦
持
ち
の
グ

ル
ー
プ
で
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
お
り
、

異
な
る
学
級
で
の
多
年
齢
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
学
習

形
態
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
年
齢
教
育
で
効
果
が
見
ら
れ
る
の
が
、

公
設
探
求
塾
の
活
動
で
す
。小
学
生
か
ら
中
学
生

ま
で
の
多
年
齢
組
織
活
動
に
お
い
て
、下
級
生
と
上

級
生
の
学
び
合
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刺
激
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
、
多
年
齢
学
習
や
多

年
齢
活
動
の
場
面
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問
　
保
護
者
の
方
々
と
の
信
頼
関
係
、
連
携
と
い
う

も
の
を
大
切
に
す
る
と
い
う
の
は
と
て
も
大
切
だ
と

思
う
。不
安
と
か
疑
問
な
ど
へ
の
対
処
、
情
報
交
換
、

共
有
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
ま
た
、
保
・
小
・
中
の
保
護
者
の
方
々
向
け
の

子
育
て
・
教
育
環
境
へ
の
満
足
度
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
だ
け
で
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、

保
育
所
、小
学
校
、中
学
校
と
の
連
携
を
密
に
取
り

な
が
ら
、保
護
者
の
方
々
の
声
を
取
り
こ
ぼ
さ
ぬ
よ

う
に
、で
き
る
だ
け
適
切
な
お
答
え
を
お
返
し
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
年
末
に
実
施
予
定
で

す
の
で
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
実
施
後
に
機
会
を
見

ま
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
組
織
的
連
携
強
化
に
つ
い
て
、具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
評
価
し
た
の
か
。ま
た
学
校
現
場
の
声
は
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

 

答
　
教
育
長

　
小
学
校
と
中
学
校
の
正
規
の
教
職
員
は
8
人
ず
つ

で
す
が
、
そ
れ
に
学
習
支
援
員
と
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
合
わ
せ
た
組
織
を
母
体
と
し
て
、
小
学

校
と
中
学
校
の
組
織
を
独
立
性
の
高
い
も
の
と
せ

ず
、お
互
い
が
乗
り
入
れ
た
中
で
、効
率
化
と
連
携
機

能
を
追
求
し
な
が
ら
組
織
力
を
高
め
て
お
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
か
ら
は
、
毎
日
数
人
が
小
中
学
校
に
乗

り
入
れ
て
お
り
、
学
校
と
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
電
話
連

絡
に
よ
っ
て
状
況
把
握
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
人
材
の
確
保
の
状
況
は
ど
う
か
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
も
雇
用
に
は
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。６

月
末
に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
移
住
フ
ェ
ア
に
参

加
を
予
定
し
て
お
り
、そ
こ
で
募
集
活
動
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。ま
た
今
後
、
県
の
指
導
を
仰
い
だ
り
、

他
市
町
村
の
雇
用
事
例
を
参
考
に
し
、
雇
用
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　問
　
中
山
間
地
域
モ
デ
ル
校
と
な
る
た
め
に
は
、

外
部
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
、
特
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
少
な
い
児
童
生
徒
数
で
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
学

力
保
障
が
実
現
で
き
る
こ
と
。言
い
換
え
れ
ば
少
な

い
児
童
生
徒
だ
か
ら
数
多
く
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、児

童
生
徒
自
身
の
反
復
力
と
主
体
性
の
高
ま
り
に
よ

り
学
力
が
定
着
す
る
こ
と
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
、

英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
で
日
常
会
話
が
可
能
な
語

学
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　
地
域
資
源
活
用
で
北
川
学
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
こ
と
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実

践
す
る
こ
と
で
９
年
間
の
系
統
的
な
活
動
内
容
の

視
覚
化
と
課
題
解
決
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
で
実
現
す
る
他
校
や
海
外

と
の
接
続
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
活
用
で
、
授
業
か

ら
続
く
放
課
後
学
習
や
家
庭
学
習
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
。

　
地
域
と
の
連
携
や
地
元
産
業
の
理
解
を
通
じ
た

郷
土
愛
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
体
験
活
動
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
。

　
北
川
学
や
食
育
な
ど
の
村
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
反

映
さ
せ
た
教
育
課
程
の
編
成
や
実
践
を
行
う
こ
と
。

　
村
や
学
校
で
実
践
す
る
活
動
を
通
し
た
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
自
立
し
た
社
会
接
続
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

社
会
を
生
き
抜
く
能
力
を
身
に
つ
け
、３
人
に
１
人

が
村
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
教
育
の
実
践
が
で
き

れ
ば
、中
山
間
地
域
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
認
知
さ
れ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
し
っ
か
り
と
し
た
学
力
保
障
の
実
現
の
た
め

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
授
業
だ
け
で
学
力
保
障
を
実
現
す
る
の
は
現
実

的
で
は
な
く
、
授
業
を
き
っ
か
け
に
、
学
び
が
ど
の

ぐ
ら
い
放
課
後
学
習
や
家
庭
学
習
に
つ
な
が
る
か

が
重
要
で
す
。大
事
な
の
は
習
慣
と
反
復
で
す
の

で
、
授
業
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
身
に
付
く
よ
う

に
根
気
強
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
目

標
を
持
っ
た
と
き
の
学
び
は
具
体
的
な
学
習
活
動

に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、児
童
生
徒
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
に
応
じ
た
目
標
を
持
た
せ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
外
部
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

は
、抽
象
的
な
言
葉
を
並
べ
て
も
な
か
な
か
分
か
ら

な
い
と
思
う
。具
体
的
な
数
字
を
示
し
て
ア
ピ
ー
ル

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
学
力
で
い
え
ば
、目
標
と
し
て
お
り
ま
す
偏
差
値

50
の
実
現
や
、
外
国
語
検
定
の
実
績
に
な
る
と
思

い
ま
す
。数
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
立
し
た
選

択
に
よ
る
高
校
進
学
実
績
も
具
体
的
事
実
と
な
る

要
素
と
言
え
ま
す
。ま
た
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の

方
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
満
足
度
と
い
う
数
値
も
ア

ピ
ー
ル
材
料
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ

う
な
も
の
を
広
く
外
部
に
伝
え
る
手
法
に
取
り
組

む
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
力
を
養
う
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
処
す
る

た
め
に
は
、
自
由
に
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
く

て
は
意
味
が
な
い
と
思
う
。今
後
の
具
体
的
な
プ
ロ

セ
ス
を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
ま
ず
は
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
に
関
心
を
持
た
せ

る
こ
と
が
最
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ

の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
8
月
27
日
か
ら
3
泊

4
日
で
行
わ
れ
ま
す
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
の

英
語
研
修
が
あ
り
ま
す
。語
学
上
達
と
い
う
よ
り

は
、イ
ギ
リ
ス
文
化
を
通
し
て
英
語
に
親
し
む
こ
と

や
、外
国
語
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
が
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
の

１
つ
の
ス
タ
ー
ト
に
な
ろ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。他
に
も
、
検
定
試
験
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と

や
、
国
際
交
流
員
な
ど
を
活
用
し
て
会
話
に
近
づ

け
る
よ
う
な
活
動
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

問
　
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
力
を
養
う
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
、
現
在
保
育
所
で
行
っ
て
い
る

取
り
組
み
は
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
保
育
所
に
国
際
交
流
員
１
人
が
週
に
２
日

ほ
ど
出
向
き
、
ゲ
ー
ム
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
い

ろ
ん
な
遊
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
ま
ず

は
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
分
か
り

に
く
い
と
こ
ろ
は
日
本
語
を
呼
び
水
に
し
て
英
語

に
つ
な
げ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
北
川
村
の
子
育
て
教
育
環
境
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
、現
在
の
状
況
は
。

 

答
　
教
育
長

　
本
年
度
よ
り
教
育
委
員
会
と
小
中
学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
をnote

と
い
うG

oogle P
lay

の
ア

プ
リ
を
使
用
し
、メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
て

作
成
す
る
よ
う
変
更
い
た
し
ま
し
た
。昨
年
度
ま
で

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
は
個
人
個
人
で
簡
単
に

書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
更
新
が
随
時
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
のnote

は
、
関
係
す

る
も
の
で
あ
れ
ば
誰
で
も
す
ぐ
に
記
事
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
媒
体
を
活
用
し
て
、新
し
い
内
容
の
情
報
発
信

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
今
ま
で
も
活

令
和
７
年
3
月
議
会
以
降
の

岩
垣
實
男
議
長
会
務
報
告

一般会計（第1号） 55,774 千円 3,708,810 千円

補正額会計名 補正後の額

■令和7年度　補正予算

令
和
７
年
・

　
第
1
回
議
会
臨
時
会

　
令
和
7
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
5
月
9
日
に
開

会
し
、購
入
契
約
の
締
結
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。併
せ
て
北
川
村
議
会
総
務
産
業
建

設
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
両
委
員
長

の
選
出
を
行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

‥

議
案
審
議‥

◇
承
　
認
◇

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
1
7
9
条
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
専
決
処
分
を
し
た
の
で
、
同
条
第
３
項

の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
報
告
し
承
認
を
求
め
る

も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
承
認
）

◇
契
　
約
◇

北
川
村
営
バ
ス
（
電
気
自
動
車
）
購
入
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

　
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第

96
条
第
１
項
第
８
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す

る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る

も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
四
電
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社

　
契
約
金
額
　
　
7
6
’6
9
0
’0
0
0
円

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

安
倉
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
地
方
自
治

法
第
96
条
第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関

す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め

る
も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
有
限
会
社
　
浜
渦
工
務
店

　
契
約
金
額
　
　
5
6
’6
5
0
’0
0
0
円

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
議
　
会
　
組
　
織
◇

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
　
濵
渦
　
章
　
議
員

　議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
　
和
田
　
和
恵
　
議
員

　
議
会
で
は
、年
４
回（
３
月
・
６
月
・
９
月
・
12
月
）

の
定
例
会
と
臨
時
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
明
る
く
住
み
よ
い
暮
ら
し
が
で
き
る
よ

う
に
、皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
聞
き
、質
疑
等

を
通
じ
て
、
村
の
予
算
や
契
約
、
条
例
な
ど
の
最
終
的

な
決
定
を
し
て
い
ま
す
。村
の
仕
事
は
議
会
と
村
長

が
お
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
、協
力
し
て
進
め
て
い

ま
す
。

　
本
会
議
の
開
始
時
間
は
午
前
10
時
で
す
。会
議
の

様
子
を
直
接
見
た
り
、聞
い
た
り
で
き
ま
す
。

　
令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
７
人
。

　
次
回
、
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
で
す
。ぜ

ひ
、傍
聴
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

議会を傍聴してみませんか

用
し
て
お
り
ま
し
た
広
報
誌
や
村
内
回
覧
で
も
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
村
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
芸
・
安
芸
周

辺
で
仕
事
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
世
代
が
結
婚

や
家
を
考
え
る
際
に
、
北
川
村
に
住
み
た
い
と
思
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
情
報

発
信
と
ア
ピ
ー
ル
が
重
要
だ
と
思
う
。住
環
境
と

子
育
て
環
境
の
一
体
的
な
情
報
発
信
も
具
体
的
な

数
値
を
示
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
、魅
力
を
認

識
し
て
も
ら
え
な
い
と
思
う
。そ
し
て
、
多
く
の
人

に
伝
わ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
単
独
で
の
情
報
発
信
と
は
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
住
宅
や
移
住
の
関
連
情
報
が
出
る
際

に
、
教
育
情
報
を
同
時
発
出
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。具
体
的
な
数
値
や
実
績
と
い
う

も
の
が
広
く
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
教
育
環

境
を
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
選
択
材
料
に
も
な
る
も

の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。学
力
や
外
国
語
検
定
、

ま
た
、
進
路
実
績
な
ど
魅
力
と
な
る
数
値
や
事
実
を

そ
の
ま
ま
出
せ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
し
っ
か

り
伝
わ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
　
今
後
も
教
育
環
境
の
整
備
を
着
実
に
実
行
し
て

も
ら
い
た
い
。そ
し
て
い
ろ
ん
な
場
面
で
見
学
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で
、声
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

 

答
　
教
育
長

　
今
ま
で
の
継
続
的
な
試
み
、ま
た
新
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、
広
く
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
い
、

評
価
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

‥

議
案
審
議‥

◇
報
　
告
◇

令
和
６
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
施
行

令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
1
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
施
行

令
第
1
4
6
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
営
企
業
法
第
26
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
繰
り
越
し
た
予
算
に
つ
い
て
、
同
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告
す

る
も
の
。

◇
契
　
約
◇

北
川
村
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
室

改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法

第
96
条
第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
新
進
建
設
株
式
会
社

　
契
約
金
額
　
　
8
1
’6
3
2
’1
0
0
円

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
条
　
例
◇

地
方
自
治
法
第
2
0
3
条
の
２
の
規
定
に

よ
る
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並

び
に
そ
の
支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
会
議
員
の
選
挙
時
の
執
行
経
費
の
基
準
に

関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
７
年
度
北
川
村

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
４
月
の
定
期
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
及
び

地
域
脱
炭
素
移
行
・
再

エ
ネ
推
進
交
付
金
に
関
す

る
事
業
等
に
要
す
る
経

費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成

　
　
　（
原
案
可
決
）

1415



　ゆずFeSは、「日本遺産に認定された中芸地域の魅力を地域内外の方々により知ってもらいたい！」と、中芸地
域を愛する案内人が中芸地域を舞台にした体験プログラムを実施するイベントです。今年は９月２７日（土）から１1
月 26日（水）までの間に14プログラムを実施します。毎年人気のゆず収穫体験から日帰りサウナ体験やアクリル
絵画作りなど、新しいプログラムもめじろ押しです。９月には構成文化財である河口隧道で生演奏を行う隧道カフェ
（9/27（土） 17：30～）と、アユのつかみ取り、焼きアユ・アユ飯づくり（9/28（日）10：00～）が開催されます。
　詳細は、協議会ホーム
ページ「日本遺産ゆずと
りんてつ」の「お知らせ」
からご確認ください。い
ずれのプログラムも申し
込みが必要ですので、参
加したい方は「お知らせ」
に記載の専用ページか
ら、もしくは協議会への
お電話でお申し込みくだ
さい。申し込み開始は９
月６日（土）の予定です。

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～ 中芸地域の日本遺産魅力発信便り Vol .98 ～

お問い合わせ先：
中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（安田町役場日本遺産推進室内）
TEL：0887-30-1865  FAX：0887-30-1866
メール：yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：https://yuzuroad.jp/ ゆずとりんてつ 検 索

日本遺産
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登録番号051

HP Facebook Instagram ガイド会9コース
パンフレット

【中芸みんなの日本遺産体験博「ゆずFeS」を今年も開催します！】

モネ
の お知らせお知らせ

～関連イベント～

●鑑賞の旅｠　＜無料＞ 
9月27日(土)・9月28日（日） 14：00～15：00（両
日共） 絵画の世界へようこそ　～コニエレニより鑑賞の
手引き～ ピアノ生演奏付き朗読とギャラリートーク

●能楽の旅 
9月 28日（日）
11：00～11：30  お話「たんぽぽと小鼓」 〈無料〉　
11：30～12：00  体験「小鼓に触れてみよう」〈500円〉

　色とりどりの睡蓮がまぶしい太陽の光を受け、宝石のように
水面を彩ります。夏の暑さがまだまだ続くこの時期ならではの
風景をお楽しみください。

～光とともに移ろう、池の表情に注目～
　モネは光の変化を描き続けた画家。睡蓮の池も
また、光とともにさまざまな表情を見せてくれます。

●朝の睡蓮：凛と咲く、清らかな姿
●昼の睡蓮：陽光に照らされ、まぶしく輝く花々
●午後の池：陰影が美しい西陽に映える睡蓮の葉

一期一会のモネの絵画の風景を、ぜひご体感ください。

　日本画、油彩、
水彩、版画で描か
れたモネの庭、高
知の自然にちな
んだ作品を展示
しています。

からの

FAX

【お問い合わせ】

〒781－6441
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp/
★9月の休園日：9月3日（水）

北川村「モネの庭」マルモッタン

齊藤さゆり 齊藤弥 南雲まき 三人展

Monet　睡蓮の、夏

　慎太郎学習会
　今回の慎太郎学習会は『大久保利通の手紙～非議
の勅命～』をテーマに、
　中岡慎太郎館、豊田学芸員にご解説いただきます。

  イベント詳細

 ■日　時：令和7年9月21日（日）13：30～15：00
 ■会　場：中岡慎太郎館2階　多目的ホール
 ■講　師：中岡慎太郎館学芸員　豊田満広氏

　慎太郎茶会 ～仲秋～
　9月の慎太郎茶会は下記のとおり開催いたします。
慎太郎食堂では、唐揚げや炊き込みご飯などの販売
も行いますので、慎太郎の郷でいつもと違う一服をお
楽しみください。

  イベント詳細

 ■日　時：令和7年9月13日（土）10：00～15：00
 ■会　場：中岡慎太郎生家
 ■参加費：一服500円（茶菓子付き）
 ■亭　主：中村　武志

中岡慎太郎先生顕彰会だより 中岡慎太郎先生顕彰会  0887-38-2413

　７月27日（日）に中岡慎太郎館にて夏休み作文教室が開催されました。
　高橋講師による作文指導の時間では「私の理想の夏休み」というテーマを基に作
文の組み立て方を学んでいきました。講師の先生からはテーマに沿ってアイデアが
膨らむような細やかな声かけが行われ、最後にはまとめた内容を発表する時間も設けられました。また、豊田
学芸員からは慎太郎さんが描いた論文や手紙についてのお話があり、最後に館内の見学をして教室は終了と
なりました。
　参加された子どもたちが保護者の方と一緒にいきいきと楽しそうに課題に取り組んでいる姿が印象的で
した。

　9月で放送は終了しますが、朝の連続テレビ小説「あんぱん」の巡回展が東部地区でも開催されます。
同時に各市町村のPRや物販販売なども行われることになっており、北川村も10月４日（土）と５日（日）
に参加します。４日（土）はモネの庭のゆず入りあんぱんや慎太郎キッチンカーの唐揚げ、ゆずサイダー、
ゆず味噌、ゆずゼリーなどを販売予定です。ぜひ皆様お越しください。
～連続テレビ小説「あんぱん」巡回展～　
■期間：10月4日（土）～10月26日（日） （※市町村のブースは土日祝に出店予定となっています）
■開催場所：室戸世界ジオパークセンター
■展示時間：午前９時～午後５時
■入場料：無料

NEWS
1

連続テレビ小説「あんぱん」巡回展に参加しますNEWS
2

北川村文化観光公社  TEL ＆ FAX 0887‒30‒1972 （スタッフ 和田・伊藤・野戸・橋本・山脇・町田・濱﨑)

NEWS北川村文化観光公社北川村文化観光公社 ニュースニュース
 アクリル画体験のイメージ作品

（前回）焼きアユ

（前回）隧道カフェ（前回）阿字観体験

（前回）E- バイクで走るゆずロード

夏休み作文教室が開催されました

入場
無料
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高知地方協力本部
ホームページ

資料請求
お問い合わせ

自衛隊高知地方協力本部
香南地域事務所

◇電　話　０８８７－５７－８１８２
◇E-mail　kochi.pco.aki＠rct.gsdf.mod.go.jp

☆状況により、試験日が変更される場合があります。
☆詳しくは、自衛隊高知地方協力本部のホームページをご覧いただくか、自衛隊高知地方協力本部 
　香南地域事務所までご連絡ください。

受付期間・試験日 備　　考資  　格コース

7月1日～9月2日
【１次試験】 9月16～18日
（Ｗｅｂ試験で期間中１回）

年間を通じて実施
【学科試験】 9月27～29日
【口 述 等】 10月4～5日
（いずれか指定される１日）

スタンダードなコースで昨年
度は、高知県から３２名が入隊
初任給(高卒)２２４，６００円
初年度年収　約３７０万円～
２～３年間の任期制コース
昨年度は、高知県から２６名
が入隊されました。
学科・適性はＷｅｂ試験

※自衛官候補生の採用試験は、上記のほか、１１月、１月、２月に実施予定です。

○ 初任給が大幅に上がりました！
○ 休日・休暇、１年間で約１５０日取得可能
○ 宿舎費無料、食事は無料支給
○ 基地・駐屯地内の医務室等での医療費等無料

一般曹候補生

自衛官候補生

受付期間・試験日 備　　考資  　格コース

9月5日～9月9日
【試験】 9月20･21日

9月5日～9月9日
【１次試験】 9月20日

7月1日～10月16日
【１次試験】 11月1日

7月1日～10月8日
【１次試験】 10月25日

7月1日～10月3日
【１次試験】 10月18日

防衛大学校
学　　　生

防衛医科大学校
医 学 科 学 生

防衛医科大学校
看護学科学生

18歳以上21歳未満の人
高卒者（見込含）または
高専３年次修了者（見込含）で
成績優秀かつ生徒会活動等に
顕著な実績を収め、学校長が
推薦できる人

推薦

一般

18歳以上21歳未満の人
高卒者（見込含）または
高専３年次修了者（見込含）

18歳以上21歳未満の人
高卒者（見込含）または
高専３年次修了者（見込含）

18歳以上21歳未満の人
高卒者（見込含）または
高専３年次修了者（見込含）

総合
選抜

令和7年度 自衛官等採用案内

採用予定月の１日現在、18歳以上
33歳未満の人

32歳の人は、採用予定月の末日現在
において、33歳に達していない人

１４の専門学科があり、一般大学と同
様に４年間の教育を受け、卒業時に
は、学士の学位が授与されます。

世界に通用する国防のリーダーとな
る幹部自衛官をめざすコースです。
学生手当が、月額151,300円支給
されます。入学金・授業料の納入はあ
りません。

医師、看護師・保健師をめざすコース
です。
学生手当が、月額151,300円支給
されます。
入学金・授業料の納入はありません。

南国年金事務所のご案内

相談日 時　間 場　所 予約先

9月  4日（木） 10:00～12:00
13:00～15:00
11:00～12:00
13:00～15:00

安芸市防災センター 南国年金事務所へ申し込み

南国年金事務所へ申し込み9月25日（木） 室戸市役所

年・金・だ・よ・り

■ 受  付  時  間　●火曜日～金曜日　8：30～17：15　 ●第2土曜日（9月13日）  9：30～16：00
                    　●月曜日または週明けの開所日　8：30～19：00
■ 休　  業　  日　土日祝日
■ ご連絡・予約先　℡088-864-1111（ナビダイヤル）
　　　　　　　　※長時間お待たせすることがないよう、予約をおすすめします。
◆出張年金相談日程

「 野中兼山 ～時代を見据え、変革に挑む 」
　江戸時代、土佐の地域開発・国力増強を推し進めた野中兼山ゆかりの品々を
紹介し、兼山の事績とその時代を振り返ります。

企画展

■ 会　期：令和7年9月13日（土）～12月7日（日）
■ 観覧料：800円（高知城とのセット券1,040円）
　　　　　高校生以下および高知県または高知市長寿手帳をお持ちの方は無料

① 企画展ゆかりの地講座「室戸市域と野中兼山」
　■日時：9月28日（日）10時～11時
　■参加費：無料
　■定員：40人（申し込み不要、先着順）
　■会場：室戸市保健福祉センターやすらぎ（室戸市領家87）
② 子ども向け 紙芝居「山田堰と野中兼山」＆兼山ミニ講座
　■日時：10月12日（日）14時～15時
　■紙芝居披露：山田堰井筋土地改良区
　■参加費：無料
　■定員：小学生20人（要申し込み、先着順）
　■会場：当館1階ホール

〒780-0842　高知市追手筋2-7-5
電話：088-871-1600　FAX：088-871-1619
HP：https://www.kochi-johaku.jp/

企画展関連行事

高知県立高知城歴史博物館
開館時間：9時～18時（日曜日は8時～18時）

地域文化講座＜第2回＞　
■日時：9月6日（土）13時30分～15時　　
■講師：片岡　剛　　　　　（当館学芸員）■会場：当館　　　
■参加費：無料　■定員：50人（要事前申し込み／先着順）

かたおか　つよし

各地のイベント情報をお知らせします。

四国南東部広域観光連携協議会
イベント情報コーナー Vol.27

※内容の詳細については、上記問い合わせ先までお問い合わせください。

場　所イベント名 開催時期・期間 問い合わせ先

第５回那賀木頭杉
丸太走り大会

DMF実行委員会
dmf.naka@gmail.com

９月14日（日）
受付9:00～
本番12:00～

もみじ川温泉前
川口ダム湖

由岐の連続秋祭り 美波町産業振興課
℡ 0884-77-3617

馬路おしどりマラソン大会
実行委員会事務局
℡ 0887-44-2216
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宍喰八幡神社祭り
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海陽町観光協会
℡ 0884-76-3050

9月28日（日） 宍喰八幡神社周辺

直筆書簡新発見記念企画展
「石田英吉ふるさとへの手紙」

開館40周年記念特別展Ⅱ
「生誕100年  吉田左源二」

安田まちなみ交流館・和
℡ 0887-38-3047

7月19日（土）～
11月17日（月）
9:00～17:00
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11月16日（日）
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安芸市立歴史民俗資料館
℡ 0887-34-3706
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歴史民俗資料館

(一社)高知県東部観光協議会
イベント情報掲載

(一社)みなみ阿波観光局
イベント情報掲載
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　注意欠如多動症（ADHD）患者さんの力を引き
出すお薬として、メチルフェニデート（商品名：コ
ンサータ）があります。この薬を服用し、他者評価
では効果が明らかにでていても、患者さん自身が
効果を自覚できていない場合があります。そうす
ると、効果がないのに（本当は効果が出ている）ど
うして飲まなければいけないのと、本人が思った
り、効果がないという発言を聞いたご家族が、そ
れなら飲ませなくて良いのではと思ってしまうこ
とが起きてしまいます。特にメチルフェニデートは
日中しか効果が持続しないお薬ですので、効果が
出ている時間は学校で過ごしているため、家族も
その時間は接しておらず効果が分かりにくいこと
もあります。
　そのため、せっかく有効であっても内服の拒否
や自己中断に至ることがあります。
　事前に、自分では効果の実感が乏しいことが一
定の割合であることを説明しておくことで、自己
中断や拒否の軽減につながると考えて、まずはど
の程度効果の自覚があるのかないのかを調査しました。その結果をまとめたものが、このほど小児心身症
研究第31号に掲載されました。
　62人の患者さんで検討し、他者評価で有効であっても効果の自覚がない患者さんが63％におよびまし
た。実に2/3近くの患者さんが、先生や家族など他者からの評価で良い変化が起きていても、自分自身では

それを感じられないことが分かりました。
　この結果を事前に本人・家族に伝えておくことで、自
分で効果がないと感じることはよくあることと説明でき
ますし、自己中断を防ぐことが期待されます。

田野病院だより 注意欠如多動症のお薬について

減塩は健康への第一歩

ご冥福をお祈りしますご冥福をお祈りします
  氏　名 年齢 地区 死亡月日

前田　カユキ 87 島 7月2日

田野病院　院長 ・ 臼井 大介

9月 あなたに合った健康づくり

あなたに合った健康づくりあなたに合った健康づくりあなたに合った健康づくりあなたに合った健康づくり
　生活習慣病は、自覚症状がないまま気づいたときには引き返せないほど悪
化していることもあります。だからこそ思わぬ病気のリスクが潜んでいないか、
年に一度健診を受けて結果を確認することが大切です。

　結果を確認する時は、判定だけでなく数値もチェックしましょう。基準値内であ
っても年々悪化している場合は要注意です。早速自分の生活習慣を見直し、
あなたに合った健康づくりを始めましょう。

健診結果が届いたら始めよう

お気軽にご連絡ください。

北川村役場　住民課
管理栄養士　中本まで
☎  ０８８７－３２－１２３０

健康相談受付中

生活習慣病の予防

栄　養

運　動

嗜好品

睡　眠

社　会

フレイルの予防

脂分や糖分、塩分等の取りす
ぎ注意。野菜は多めに。

たんぱく質不足に注意。
肉・魚・卵はしっかりとる。

主に心肺機能を高めるための
有酸素運動を行いましょう。

筋トレ・ウオーキングで足腰
の衰えを防ぎましょう。

禁煙する。
お酒は飲みすぎない。

禁煙する。
お酒は飲みすぎない。

十分な睡眠（６～９時間）の
確保を。

昼夜の区別をつけ、睡眠の確
保を。

過労に気を付け、ストレスは
こまめに解消。

積極的に社会参加を行い、脳
に刺激を。
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行政相談所開設のご案内

●日　時　9月10日(水)  13時～15時
●場　所　北川村総合保健福祉センター

みどり保育所

PHOTO通信

9月10日(水)
9月24日(水)

9月4日(木)・11日(木)・18日(木)・25日(木)
9月5日(金)・12日(金)・19日(金)・25日(木)・26日(金)
9月3日(水)・10日(水)・17日(水)・24日(水)・25日(木)
9月4日(木)・11日(木)・18日(木)・25日(木)

9月3日(水)・10日(水)・17日(水)・24日(水)・25日(木)
9月2日(火)・9日(火)・16日(火)・23日(火)・25日(木)・30日(火)
9月4日(木)・11日(木)・18日(木)・25日(木)

9月5日(金)・12日(金)・19日(金)・25日(木)・26日(金)
9月18日(木)・25日(木）
9月3日(水)・25日(木)

毎週火曜日
毎週火曜日

（受付）12:45～13:15
（受付）12:45～13:15

  ９：３０　～
１０：００　～
１０：００　～
１３：３０　～
  ９：１５　～
  ９：３０　～
１３：３０　～
  ９：３０　～
１０：３０　～
１０：００　～
  ９：００　～
  ９：００　～

事　　　業 実　施　年　月　日 実  施  時  間 実施場所・備考

乳 児 健 診
１歳６カ月･３歳児健診
野 友 介 護 予 防 教 室
加 茂 介 護 予 防 教 室
久府付介護予防教室
柏木・崎山介護予防教室
野 川 さ く ら 会
長 山 せ せ ら ぎ 会
宗ノ上介護予防教室
中部けんこうクラブ
島 バ ラ 会
ぺ ち ゃ く ち ゃ 会
親 子 ふ れ あ い 広 場
ゆ ず み ど り

奈半利町防災センター

奈半利町防災センター

北川村保健センター

加 茂 農 業 セン ター

久 府 付 婦 人 の 家

柏 木 交 流 セン ター

野 川 交 流 セン ター

長 山 交 流 セン ター

宗 ノ 上 集 会 所

小 島 集 会 所

北 部 集 会 所

北川村保健センター

北川村保健センター

北川村保健センター

行 事 予 定 表
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月
号
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北川村の人口・世帯数
令和7年7月31日現在　（　）は前月比

1,169人（－1) 
582人（＋2) 
587人（－3) 
623戸（＋2) 
1,180人 　　　
625戸 　　　

人　口
　男
　女
世帯数 
昨年同期
の総人口　  
昨年同期
の世帯数 ８月６日(水)　みどり保育所　アユのつかみ取り

　国の仕事や手続き、サービスについて困っていることがありましたら、行政相談
をご利用ください。予約不要で相談料は無料です。お気軽にお越しください。


